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教　育　委　員　会

教　育　委　員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和５年５月１日現在）

職　　　名 氏　　名 性別 年齢 職　　　　業

教     育     長 尾 室 高 志 男 62 公 務 員

教育長職務代理者 藤 井 喜 臣 男 70 団 体 役 員

委            員 前 田 哲 雄 男 67 大 学 教 授

〃 谷 口 な お こ 女 49 団 体 役 員

〃 中 井 英 子 女 50 団 体 役 員

附　属　機　関

　社会教育委員 20人以内（条例） 文化財審議会 10人以内（条例）

　スポーツ推進審議会 15人以内（条例） 公民館運営委員会 20人以内（規則）

　公民館運営審議会 （条例・社会教育委員兼任） 青少年問題協議会 30人以内（条例）

　校区審議会 15人以内（条例） 図書館協議会 20人以内（条例）

　教育支援委員会 15人以内（規則）

　少年愛護センター運営委員会 15人以内（条例）

　学校給食センター運営委員会 40人以内（規則）

教 育 委 員 会

　社会教育委員　　　　　　　　　20人以内（条例）　　 　文化財審議会　　　　 10人以内（条例）
　スポーツ推進審議会　　　　　　15人以内（条例）　　　 青少年問題協議会　　 30人以内（条例）
　校区審議会　　　　　　　　　　15人以内（条例）　　　 教育支援委員会　　　 15人以内（規則）
　図書館協議会　　　　　　　　　20人以内（条例）　　　
　少年愛護センター運営委員会　　15人以内（条例）
　学校給食センター運営委員会　　40人以内（規則）　　

６
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教育機関等施設

〔小学校〕 〔中学校〕 市立図書館（３館）
久 　 松 東 　 鳥取市歴史博物館（やまびこ館）
醇 　 風 西 　 仁風閣・宝扇庵
遷 　 喬 南 歴史民俗資料館（３館）
修 　 立 北 あおや郷土館
日 　 進 高 　 草 因幡万葉歴史館
富 　 桑 湖 　 東 学校給食センター（８施設）
稲 葉 山 桜 ヶ 丘 農村環境改善センター（美穂会館）
城 　 北 中 ノ 郷 東部研修センター面影会館
美 　 保 国 　 府 少年愛護センター
賀 　 露 河 　 原 文化センター
明 　 徳 千 代 南 　・生涯学習センター
倉 　 田 気 　 高 　・文化ホール
面 　 影 青 　 谷 　・視聴覚ライブラリー
大 　 正 13校 　・こども科学館
東 　 郷 さじアストロパーク
明 　 治 さじコスモスの館
世 　 紀 コミュニティ施設（12施設）
湖 　 山 〔義務教育学校〕 用瀬町青年会館
末 　 恒 湖 南 学 園 佐治町会館（３施設）
米 　 里 福部未来学園 佐治町地域活性化センター
津 ノ 井 鹿 野 学 園 気高町ロッジ緑の郷
浜 　 坂 江 山 学 園 体育館（36施設）
岩 　 倉 4校 　・市民体育館（１施設）
美 保 南 　・総合体育館（１施設）
湖 山 西 　・地区体育館（34館）
中 ノ 郷 農林漁業者トレーニングセンター（３施設）
若 葉 台 〔幼稚園〕 市民プール（３施設）
宮 ノ 下 福部未来学園 テニス場（７施設）
国 府 東 河 　 原 海洋センター（４施設）
河 原 第 一 こ じ か 市営サッカー場バードスタジアム
西 　 郷 ３園 武道館（２施設）
散 　 岐 　・鳥取市武道館（１施設）
用 　 瀬 　・鳥取市弓道場（１施設）
佐 　 治 多目的スポーツ広場（30施設）
宝 　 木 　・スポーツ広場（10施設）
瑞 　 穂 　・運動場（11施設）
浜 　 村 　・グラウンド等（８施設）
逢 　 坂 　・スケートボード場（１施設）
青 　 谷 多目的運動広場（５施設）

39校 若葉台スポーツセンター
つづらをアーチェリー場
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令和６年度教育行政重点施策
⑴　教育施設等

　　○学校施設、設備の整備充実
　　○学校図書の充実
　　○教材備品の充実
　　○小・中・義務教育学校の事務改善・事務能率向上の促進
　　○学校と地域が一体となった校区のあり方検討

⑵　学校教育
　　○地域及び各学校等と連携した部活動の地域移行の推進
　　○学校教育の情報化の推進
　　○地域とともにある学校づくりの推進と中学校区教育の一層の充実
　　○自治力のある集団づくり、自立した子（個）の育成の推進
　　○不登校の未然防止と教育機会の確保につながる効果的支援の充実
　　○教育と福祉の連携強化による特別支援教育の充実
　　○働き方改革の推進
　　○鳥取市のめざす子ども像の実現に向けた研修の展開
　　○教育課題解決に向けて一丸となって取り組む教職員の育成
　　〇学校施設を活用した放課後児童クラブの実施促進
　　○学校給食と食育の充実

⑶　社会教育

　　○生涯学習推進基本方針に基づく生涯学習の推進
　　○社会教育推進体制の検討・充実
　　○青少年の健全育成に係る事業の充実
　　○社会教育施設の整備充実
　　○少年愛護センターの非行防止活動の強化
　　○市立図書館の利用拡大、移動図書館車による巡回サービスの充実
　　○電子図書館の整備等、視覚障がい者等の読書環境の整備の推進に関する計画（読書バリアフリー計

画）の推進
　　〇さじアストロパーク利用拡大、自主事業の推進
　　○学校・家庭・地域の連携による地域教育力・家庭教育力の向上

⑷　文　化　財

　　○歴史文化遺産の調査活動の充実
　　○文化財保護の推進
　　○文化財の整備と活用の推進
　　○歴史文化遺産活用施設管理運営の充実

⑸　社 会 体 育

　　○社会体育活動の普及、推進
　　○団体の育成と指導の充実
　　○学校体育施設の開放促進
　　○少年のスポーツ活動の推進
　　○スポーツ大会及びキャンプ地誘致と運営活動
　　○体育施設の建設
　　○体育施設の整備充実
　　○全国高校総体開催準備の推進
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学校教育・経営の方針及び努力点

　国の中央教育審議会は令和５年３月に、令和５年からの５年間の国の教育の重点施策を定める第４期教
育振興基本計画についての答申を取りまとめた。この次期教育振興基本計画では、今、学校で学ぶ子ども
たちが社会の中心となって活躍する2040年以降の超スマート社会は、これまでの日本社会の制度の延長上
では対応できない段階にまで至っていることが想定され、今の時代が、そのような歴史の転換点に立って
いるとの認識で描かれている。そういった意味で、新型コロナウイルス感染症は、私たちに多くの困難を
もたらすとともに、超スマート社会を目指す大きな転換期をもたらしたとも言える。
　本市においては、令和７年度までの「教育等の振興に関する大綱」に示す「ふるさとを思い　志をもつ
人づくりを進め、夢と希望に満ちた次代をひらく」の基本方針のもと、第２期鳥取市教育振興基本計画の
仕上げの時期となる。引き続き、方針および推進施策を学校現場等と一体となって、着実に推進していく
ことをめざしていく。
　本市の学校教育は、①「魅力と徹底による学力の向上」と②「豊かなかかわりによる自己有用感の育成」
の２本の柱を、地域総がかりの土壌の上に小中一貫の教育で取り組み、自治力のある集団、そして、自立
した子（個）を育てることで、「ふるさとを思い　志をもつ子」のめざす子ども像の実現にせまるもので
ある。これは、本市の教育課題でもある「学力の向上」や「不登校の解消」に結びついていく。
　各中学校区を基盤として、地域の実態や特色を活かして、より教育効果の高い学校づくりを推進してい
きたい。また、小中連携のみならず、小小連携、保幼小連携をさらに深め、兼務教員を活用しながら、人、
もの、金、情報の伝達と共有を一層進め、活用を図りながら、いわゆる中学校区を一つの学園とみなすよ
うな一体的な取組を一層進めていきたいと考える。
　このような枠組みを効果的に使い、目標に迫るためには、学校教育を推進してく主役である教職員の理
解と情熱は不可欠である。常に高い志をもち、教育に対する熱い思いのもとに、日々研鑽に努め、真摯な
態度で教育活動に臨むことが重要である。また、子どもの教育に関わる者として、豊かな人間性や社会性
等の人格的資質の向上も併せて図り、教育に対する信頼と期待に応えていかなければならない。保護者・
地域社会との協働の中で、教育の効果をさらに高め、将来にわたって鳥取を愛し、その充実と発展の主役
として活躍するとともに、我が国や国際社会に飛躍する鳥取の子どもたちの育成をめざしたい。

《令和６年度の重点》
【重点１】第２期教育大綱・教育振興基本計画の着実な推進
　　◎第２期教育振興基本計画４年目にあたり、中間評価を通して成果と課題を明確にし、今後の施策の

着実な推進に活かす。
【重点２】部活動の地域移行の推進
　　◎地域及び各学校等と連携して、休日のスポーツ・文化芸術活動を運営できる体制を整備することを

とおして、改革推進期間の部活動の地域移行を積極的に推進する。
【重点３】学校教育の情報化の推進
　　◎ICTを自由な発想で活用でき、一人ひとりの教育的ニーズに応じた子どもたちの学びを実現するた

め、鳥取市学校教育情報化推進計画の活用充実期に示す学校教育の情報化を推進する。
【重点４】働き方改革の推進
　　◎教員が心身ともに健康にその専門性を十二分に発揮して質の高い授業や教育活動を担っていくこと

ができるよう、教員の多忙化を解消し、学校運営の改善・充実を図る。
【重点５】自治力のある集団づくり、自立した子（個）の育成
　　◎「豊かなかかわりを通した自己有用感の育成」と「魅力と徹底の学力向上」を全市共通で取り組み、

自治力のある集団づくり、自立した子（個）の育成に努める。
【重点６】地域とともにある学校づくりと中学校区教育の一層の充実
　　◎学校運営協議会を核に、地域とともにある学校づくりを一層推進するとともに、小中一貫の教育を

基盤とした「中学校区教育（学園構想）」の一層の充実を図る。
【重点７】不登校の未然防止と教育機会の確保
　　◎不登校の未然防止に努めるとともに、不登校やその傾向にある児童生徒の教育機会の確保につなが

る効果的支援の充実を図る。
【重点８】教育と福祉の連携強化による特別支援教育の充実
　　◎「社会的自立」に向けて特別支援教育の推進及び教育相談において、一人ひとりの教育的ニーズに

応じた切れ目のない支援体制整備と本人・保護者・学校等に対する適切な支援の充実を図る。
【重点９】鳥取市のめざすこども像の実現に向けた研修の展開
　　◎鳥取市の教育課題の解決に向けて、自己有用感の育成と学力向上を実現するための教職員研修を企

画・実施する。
【重点10】学校施設を活用した放課後児童クラブの実施促進
　　◎全ての児童の安全・安心な放課後等の居場所の確保に向けて、学校施設の活用を促進するととも

に、学校と放課後児童クラブの連携強化を図る。
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《具体的施策》
Ⅰ．学校教育の充実を図りその質を高めます！
　１　社会を生きぬく力を育む特色ある教育の推進
　　①　鳥取市だからこそできるきめ細やかな教育を推進し、将来に対する夢や希望をひらき、次代を担

う人材の育成に取り組みます。
【主な事業】
　　　「各種教職員研修」「自立と創造の学校・学園づくり推進事業」 「全中学校区への兼務教員の配置」
　　②　ＩＣＴの活用、グローバル化に対応した英語教育、授業改革をとおして教師の指導力向上、キャ

リア教育の充実を図り、子ども一人ひとりの主体的・対話的で深い学びの実現をめざします。
【主な事業】
　　　「ＧＩＧＡスクール構想事業」「eラーニング教材活用事業」「学校計画訪問」
　　　「小学校外国語教育支援事業」「語学指導等外国青年招致事業」「オンライン英会話事業」
　　　「魅力ある算数・数学等実践推進事業」「魅力と徹底の学力向上推進事業（基礎学力定着支援事業）」
　　③　子どもたちが自己の能力と可能性を最大限に高め、様々な人々と協調・協働しつつ自己実現を図

り、社会の一員としての役割と責任を果たすために必要な力を育みます。
【主な事業】
　　　「児童生徒交流体験事業（地域で学ぶ職場体験活動事業、中山間地域ふるさと体験活動支援事業）」
　　　「児童生徒支援事業（児童生徒相談員事業、サポートルーム事業、不登校対策事業、スクールソー

シャルワーカー（ＳＳＷ）活用事業）」「笑顔あふれる自治力育成研究事業」
　２　学校・家庭・地域の連携による教育支援
　　①　学級や学校の自治力を高めるとともに、各中学校区の特色を生かした一貫教育を推進し、地域に

ひらく教育の実現をめざします。
【主な事業】
　　　「自立と創造の学校・学園づくり推進事業」「笑顔あふれる自治力育成研究事業」
　　②　幼児期から学齢期の切れ目ない指導・支援の充実を図り、放課後児童対策など様々な機会や場を

通して、子どもの健全な育成を図る地域との連携・協働体制の確立をめざします。
【主な事業】
　　　「放課後児童対策事業」　「放課後子ども教室推進事業」　「幼保小接続推進リーダー育成事業」
　　③　特別な支援を必要とする子どもがその能力や可能性を最大限に伸ばし、社会の中で生き生きと暮

らしていくため、一人ひとりのニーズに応じた教育の実現をめざします。
【主な事業】
　　　「特別支援教育推進事業（特別支援教育支援員配置事業）」
　　　「巡回型通級指導教室（発達障がい・言語障がい）の活用」
　　　「外国人等児童生徒編入学支援事業」
　３　学校現場における業務改善（信頼される教育環境の充実） 
　　①　時間外勤務の縮減等教職員の多忙化を解消し教育の質の向上をめざし、学校運営システムを充実

させ、学校事務の効率化と学校間の事務の共同化を図ります。
【主な事業】
　　　「給食費・補助教材費公会計化」「学校徴収金システムの運用」「校務支援システムの運用」　
　　　「共同学校事務室の本格実施」「部活動推進事業（部活動指導員、部活動外部指導者の配置）」
　　　「部活動地域移行の推進」「スクールサポートスタッフの配置」「デジタル採点システム」
　　　「鳥取市立小学校・中学校及び義務教育学校の教育職員の業務量等の管理に関する規則」の遵守と
　　　「学校における働き方改革推進のための基本方針」推進による教職員の多忙化解消　
　　　「体験的学習活動等休業日（「やってみよう！でー（day）」、「やってみよう！でー week」）の実施」
Ⅱ．郷土愛を醸成し豊かな心を育みます！
　１　ふるさと愛を育む教育の推進
　　①　本市の持つ豊かな自然、産業、歴史、芸術、文化財等の地域資源を活用し、ふるさとに対する理

解をひらき、“ふるさとを思い　志をもつ人づくり”を進めます。
【主な事業】
　　　「児童生徒交流体験事業（姫路市鳥取市中学生交流、郡山市鳥取市小学生交流）」
　　　「小規模校転入制度」
　　②　地域の協力を得て、子どもに、地域資源を活かした多様な体験・交流活動への参画を促し、達成

感を味わわせ、未来に向けてたくましく生き抜く力を育てる社会教育をめざします。
【主な事業】
　　　「中山間地域ふるさと体験活動支援事業」　「地域で学ぶ職場体験活動事業」
　　③　様々な学びや体験をとおして、自分をとりまく人々への感謝や敬愛、命の大切さや善悪の判断な

どの豊かな心を育むとともに、人を大切にする人権教育の充実を図ります。
【主な事業】
　　　「人権教育推進事業（Smileプロジェクトの推進、いじめ防止・情報モラル教育推進事業）」
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児童生徒数・学級数

小学校名
１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 計

学
級
数

男 女 学
級
数

男 女 学
級
数

男 女 学
級
数

男 女 学
級
数

男 女 学
級
数

男 女 学
級
数

男 女
計 計 計 計 計 計 計

1 久 松
20 ⑵ 24 27 ⑴ 19 29 31 ⑴ 28 ⑶ 28 30 ⑷ 26 ⑴ 28 ⑵ 20 ⑴ ⑶ 162 ⑿ 148 ⑶

2 44 ⑵ 2 46 ⑴ 2 60 ⑴ 2 56 ⑶ 2 56 ⑸ 2 48 ⑶ 15 310 ⒂

2 醇 風
17 ⑴ 17 24 ⑶ 24 18 ⑶ 18 ⑴ 21 ⑷ 18 20 20 ⑵ 28 ⑴ 11 ⑷ 128 ⑿ 108 ⑶

2 34 ⑴ 2 48 ⑶ 2 36 ⑷ 2 39 ⑷ 2 40 ⑵ 2 39 ⑴ 16 236 ⒂

3 遷 喬
9 5 ⑴ 5 ⑴ 7 ⑴ 15 5 7 4 9 ⑴ 11 6 ⑴ 5 ⑴ ⑵ 51 ⑶ 37 ⑶

1 14 ⑴ 1 12 ⑵ 1 20 0 1 11 0 1 20 ⑴ 1 11 ⑵ 8 88 ⑹

4 修 立
10 ⑵ 27 ⑶ 18 ⑵ 17 27 ⑸ 25 24 ⑵ 11 ⑴ 24 ⑸ 18 ⑴ 18 ⑵ 16 ⑴ ⑹ 121 ⒅ 114 ⑹

2 37 ⑸ 2 35 ⑵ 2 52 ⑸ 2 35 ⑶ 2 42 ⑹ 1 34 ⑶ 17 235 �

5 日 進
18 ⑴ 18 17 ⑴ 17 12 ⑴ 20 24 ⑵ 10 ⑴ 23 16 8 ⑴ 20 ⑴ ⑵ 102 ⑹ 101 ⑵

2 36 ⑴ 2 34 ⑴ 2 32 ⑴ 2 34 ⑶ 2 39 0 1 28 ⑵ 13 203 ⑻

6 富 桑
20 18 13 ⑴ 20 ⑴ 22 ⑵ 14 23 ⑷ 15 16 ⑵ 13 22 ⑵ 16 ⑵ ⑶ 116 ⑾ 96 ⑶

2 38 0 2 33 ⑵ 2 36 ⑵ 2 38 ⑷ 1 29 ⑵ 1 38 ⑷ 13 212 ⒁

7 稲 葉 山
15 ⑴ 14 ⑴ 13 ⑴ 18 17 ⑴ 22 ⑴ 21 ⑴ 11 18 ⑴ 11 16 ⑸ 22 ⑴ ⑶ 100 ⑽ 98 ⑶

1 29 ⑵ 1 31 ⑴ 2 39 ⑵ 2 32 ⑴ 1 29 ⑴ 1 38 ⑹ 11 198 ⒀

8 城 北
49 ⑸ 48 ⑵ 38 52 ⑴ 48 ⑶ 57 ⑴ 50 ⑵ 55 ⑶ 48 ⑵ 50 ⑴ 44 ⑶ 38 ⑵ ⑷ 277 ⒂ 300 ⑽

3 97 ⑺ 3 90 ⑴ 4 105 ⑷ 4 105 ⑸ 4 98 ⑶ 3 82 ⑸ 25 577 �

9 美 保
42 ⑴ 36 ⑴ 46 ⑶ 47 ⑶ 54 ⑷ 44 ⑴ 45 ⑶ 57 ⑵ 52 ⑶ 51 ⑴ 41 ⑷ 37 ⑵ ⑸ 280 ⒅ 272 ⑽

3 78 ⑵ 3 93 ⑹ 4 98 ⑸ 4 102 ⑸ 4 103 ⑷ 3 78 ⑹ 26 552 �

10 賀 露
32 ⑺ 26 29 22 ⑴ 37 ⑸ 24 28 ⑶ 25 ⑴ 21 ⑴ 28 ⑵ 33 ⑴ 24 ⑴ ⑷ 180 ⒄ 149 ⑸

2 58 ⑺ 2 51 ⑴ 2 61 ⑸ 2 53 ⑷ 2 49 ⑶ 2 57 ⑵ 16 329 �

11 明 徳
8 ⑴ 10 5 ⑴ 10 8 14 10 ⑴ 11 15 ⑵ 13 8 6 ⑵ 54 ⑸ 64

1 18 ⑴ 1 15 ⑴ 1 22 0 1 21 ⑴ 1 28 ⑵ 1 14 0 8 118 ⑸

12 倉 田
7 ⑴ 2 9 ⑴ 5 4 10 ⑴ 10 ⑴ 11 11 7 5 ⑴ 10 ⑵ 46 ⑷ 45 ⑴

1 9 ⑴ 1 14 ⑴ 1 14 ⑴ 1 21 ⑴ 1 18 0 1 15 ⑴ 8 91 ⑸

13 面 影
25 ⑸ 16 28 ⑷ 26 28 ⑸ 23 34 30 34 ⑶ 28 ⑵ 36 ⑴ 34 ⑵ ⑸ 185 ⒅ 157 ⑷

2 41 ⑸ 2 54 ⑷ 2 51 ⑸ 3 64 0 2 62 ⑸ 2 70 ⑶ 18 342 �

14 大 正
23 ⑵ 19 21 ⑵ 12 24 ⑵ 25 24 ⑹ 17 16 ⑴ 11 ⑵ 13 ⑶ 10 ⑴ ⑸ 121 ⒃ 94 ⑶

2 42 ⑵ 2 33 ⑵ 2 49 ⑵ 2 41 ⑹ 1 27 ⑶ 1 23 ⑷ 15 215 ⒆

15 東 郷
1 3 1 2 1 4 4 3 2 0 3 5 12 17

1 4 0 1 3 0 5 0 1 7 0 2 0 1 8 0 4 29 0

16 明 治
0 0 1 1 2 ⑴ 2 2 3 0 1 5 3 ⑴ 10 ⑴ 10

0 0 0 1 2 0 4 ⑴ 1 5 0 1 0 1 8 0 4 20 ⑴

17 世 紀
28 ⑵ 24 23 ⑵ 25 ⑴ 34 ⑵ 21 25 ⑴ 27 38 ⑶ 22 ⑴ 31 ⑴ 28 ⑵ ⑷ 179 ⑾ 147 ⑷

2 52 ⑵ 2 48 ⑶ 2 55 ⑵ 2 52 ⑴ 2 60 ⑷ 2 59 ⑶ 16 326 ⒂

18 湖 山
28 31 36 ⑵ 28 45 ⑸ 31 29 ⑶ 36 33 ⑴ 38 ⑴ 26 ⑴ 31 ⑵ ⑶ 197 ⑿ 195 ⑶

2 59 0 3 64 ⑵ 3 76 ⑸ 3 65 ⑶ 3 71 ⑵ 2 57 ⑶ 19 392 ⒂

19 末 恒
15 ⑴ 10 11 ⑴ 7 ⑴ 15 ⑴ 13 ⑵ 20 ⑵ 17 ⑴ 17 ⑵ 17 22 ⑶ 18 ⑶ 100 ⑽ 82 ⑷

1 25 ⑴ 1 18 ⑵ 1 28 ⑶ 2 37 ⑶ 2 34 ⑵ 2 40 ⑶ 12 182 ⒁

20 米 里
11 9 11 9 14 ⑴ 9 20 ⑴ 8 15 ⑴ 14 12 ⑶ 17 ⑴ ⑵ 83 ⑹ 66 ⑴

1 20 0 1 20 0 1 23 ⑴ 1 28 ⑴ 1 29 ⑴ 1 29 ⑷ 8 149 ⑺

21 津 ノ 井
13 ⑴ 17 ⑴ 11 ⑵ 12 12 13 ⑴ 13 ⑵ 21 ⑴ 16 ⑵ 22 14 18 ⑵ 79 ⑺ 103 ⑶

1 30 ⑵ 1 23 ⑵ 1 25 ⑴ 2 34 ⑶ 2 38 ⑵ 1 32 0 10 182 ⑽

22 浜 坂
47 ⑵ 47 ⑴ 50 ⑹ 46 ⑴ 67 ⑹ 38 ⑴ 49 ⑹ 48 58 ⑹ 53 ⑵ 53 ⑹ 58 ⑵ ⑻ 324 � 290 ⑺

4 94 ⑶ 3 96 ⑺ 4 105 ⑺ 4 97 ⑹ 4 111 ⑻ 3 111 ⑻ 30 614 �

◎小学校の部 （令和６年５月１日現在）
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委
員
会

教
　
育

小学校名
１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 計

学
級
数

男 女 学
級
数

男 女 学
級
数

男 女 学
級
数

男 女 学
級
数

男 女 学
級
数

男 女 学
級
数

男 女
計 計 計 計 計 計 計

23 岩 倉
45 ⑵ 39 44 ⑺ 51 ⑵ 43 ⑴ 38 34 ⑵ 41 ⑵ 37 ⑶ 49 ⑴ 37 ⑺ 52 ⑴ ⑸ 240 � 270 ⑹

3 84 ⑵ 3 95 ⑼ 3 81 ⑴ 3 75 ⑷ 3 86 ⑷ 3 89 ⑻ 23 510 �

24 美 保 南
36 ⑴ 32 47 ⑴ 38 55 ⑸ 44 ⑴ 41 ⑶ 38 ⑵ 41 ⑵ 45 ⑴ 42 ⑵ 41 ⑴ ⑷ 262 ⒁ 238 ⑸

3 68 ⑴ 3 85 ⑴ 4 99 ⑹ 3 79 ⑸ 3 86 ⑶ 3 83 ⑶ 23 500 ⒆

25 湖 山 西
17 ⑵ 14 ⑴ 18 ⑴ 13 17 ⑶ 16 21 ⑶ 29 26 ⑴ 14 ⑴ 28 23 ⑴ ⑶ 127 ⑽ 109 ⑶

1 31 ⑶ 1 31 ⑴ 1 33 ⑶ 2 50 ⑶ 2 40 ⑵ 2 51 ⑴ 12 236 ⒀

26 中 ノ 郷
13 13 ⑴ 20 ⑴ 12 ⑴ 18 ⑴ 14 15 ⑴ 10 13 ⑸ 17 ⑴ 19 ⑴ 21 ⑶ 98 ⑼ 87 ⑶

1 26 ⑴ 1 32 ⑵ 2 32 ⑴ 1 25 ⑴ 1 30 ⑹ 2 40 ⑴ 11 185 ⑿

27 若 葉 台
12 10 14 21 ⑵ 13 19 14 ⑶ 14 ⑴ 18 ⑵ 16 22 ⑴ 14 ⑵ ⑵ 93 ⑹ 94 ⑸

1 22 0 2 35 ⑵ 2 32 0 1 28 ⑷ 2 34 ⑵ 1 36 ⑶ 11 187 ⑾

28 宮 ノ 下
16 ⑴ 15 ⑶ 19 ⑵ 13 ⑴ 19 ⑶ 17 ⑴ 20 ⑴ 26 ⑴ 21 ⑴ 26 ⑵ 27 ⑶ 19 ⑶ ⑷ 122 ⑾ 116 ⑾

1 31 ⑷ 1 32 ⑶ 2 36 ⑷ 2 46 ⑵ 2 47 ⑶ 2 46 ⑹ 14 238 �

29 国 府 東
4 4 3 8 12 4 6 ⑴ 7 ⑴ 5 3 10 ⑵ 8 ⑵ 40 ⑶ 34 ⑴

1 8 0 1 11 0 1 16 0 1 13 ⑵ 1 8 0 1 18 ⑵ 8 74 ⑷

30 河原第一
13 ⑴ 11 16 13 14 ⑴ 21 15 11 ⑴ 18 ⑶ 17 12 ⑵ 19 ⑶ 88 ⑺ 92 ⑴

1 24 ⑴ 1 29 0 2 35 ⑴ 1 26 ⑴ 2 35 ⑶ 1 31 ⑵ 11 180 ⑻

31 西 郷
2 1 4 ⑴ 0 5 1 1 0 3 2 2 2 ⑴ 17 ⑴ 6

1 3 0 1 4 ⑴ 1 6 0 1 0 1 5 0 4 0 5 23 ⑴

32 散 岐
4 2 1 6 3 4 2 4 10 ⑴ 6 4 3 ⑴ 24 ⑴ 25

1 6 0 1 7 0 1 7 0 6 0 1 16 ⑴ 1 7 0 6 49 ⑴

33 用 瀬
7 8 7 9 10 ⑴ 9 10 15 12 5 9 7 ⑴ 55 ⑴ 53

1 15 0 1 16 0 1 19 ⑴ 1 25 0 1 17 0 1 16 0 7 108 ⑴

34 佐 治
5 1 1 2 3 ⑴ 3 ⑴ 5 3 3 3 1 2 ⑴ 18 ⑴ 14 ⑴

1 6 0 1 3 0 6 ⑵ 1 8 0 1 6 0 3 0 5 32 ⑵

35 宝 木
2 1 4 5 3 ⑴ 9 ⑵ 4 3 10 ⑴ 5 7 ⑴ 3 ⑵ ⑵ 30 ⑶ 26 ⑷

1 3 0 1 9 0 1 12 ⑶ 1 7 0 1 15 ⑴ 1 10 ⑶ 8 56 ⑺

36 瑞 穂
6 0 5 6 7 ⑴ 1 3 7 6 3 4 ⑴ 2 ⑴ 31 ⑵ 19

1 6 0 1 11 0 1 8 ⑴ 1 10 0 1 9 0 6 ⑴ 6 50 ⑵

37 浜 村
23 ⑴ 22 17 ⑵ 22 22 20 18 16 ⑴ 23 ⑴ 21 23 ⑵ 17 ⑴ ⑵ 126 ⑹ 118 ⑵

2 45 ⑴ 2 39 ⑵ 2 42 0 2 34 ⑴ 2 44 ⑴ 2 40 ⑶ 14 244 ⑻

38 逢 坂
1 1 1 2 0 0 2 2 2 0 1 4 7 9

1 2 0 1 3 0 0 0 1 4 0 2 0 1 5 0 4 16 0

39 青 谷
11 9 17 ⑵ 19 ⑶ 13 ⑶ 9 13 ⑴ 13 ⑵ 13 14 18 ⑴ 17 ⑶ 85 ⑺ 81 ⑸

1 20 0 2 36 ⑸ 1 22 ⑶ 1 26 ⑶ 1 27 0 1 35 ⑴ 10 166 ⑿

計
655 � 604 ⒂ 675 � 666 ⒆ 790 � 692 ⒂ 735 � 705 � 777 � 716 � 738 � 701 � (111) 4,370(348) 4,084(125)

60 1,259 � 63 1,341 � 66 1,482 � 68 1,440 � 65 1,493 � 57 1,439 � 490 8,454 (473)

　　※（　）内は特別支援学級児童数･特別支援学級数で内数
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中学校名
１年 ２年 ３年 計

学
級
数

男 女 学
級
数

男 女 学
級
数

男 女 学
級
数

男 女
計 計 計 計

1 東
73 ⑻ 80 ⑸ 75 ⑶ 66 ⑶ 74 ⑺ 72 ⑸ ⑹ 222 ⒅ 218 ⒀

5 153 ⒀ 4 141 ⑹ 4 146 ⑿ 19 440 �

1 東
のぞみ分校

0 1 ⑴ 1 ⑴ 4 ⑷ ⑴ 5 ⑸ 1 ⑴
1 ⑴ 1 ⑴ 4 ⑷ 1 6 ⑹

2 西
45 ⑷ 58 ⑷ 49 ⑶ 51 38 ⑹ 55 ⑶ 132 ⒀ 164 ⑷

3 103 ⑻ 3 100 ⑶ 3 93 ⑹ 12 296 ⒄

3 南
125 ⑷ 135 ⑷ 95 ⑵ 113 ⑴ 120 ⑹ 112 ⑷ ⑹ 340 ⑿ 360 ⑼

8 260 ⑻ 6 208 ⑶ 7 232 ⑽ 27 700 �

4 北
78 ⑷ 70 ⑷ 80 ⑼ 63 ⑶ 65 ⑹ 59 ⑷ ⑹ 223 ⒆ 192 ⑾

5 148 ⑻ 4 143 ⑿ 4 124 ⑽ 19 415 �

5 高 草
47 ⑶ 33 ⑴ 53 ⑹ 37 33 ⑷ 39 ⑴ ⑶ 133 ⒀ 109 ⑵

3 80 ⑷ 3 90 ⑹ 2 72 ⑸ 11 242 ⒂

6 湖 東
119 ⑹ 107 ⑷ 100 ⑸ 81 97 ⑸ 105 ⑷ 316 ⒃ 293 ⑷

7 226 ⑽ 6 181 ⑸ 6 202 ⑸ 23 609 ⒇

7 桜 ヶ 丘
64 ⑷ 84 ⑴ 91 ⑺ 64 92 ⑴ 84 ⑹ ⑶ 247 ⑿ 232 ⑺

5 148 ⑸ 5 155 ⑺ 5 176 ⑺ 18 479 ⒆

8 中 ノ 郷
61 ⑽ 68 ⑻ 60 ⑺ 78 ⑶ 78 ⑺ 51 ⑵ ⑻ 199 � 197 ⒀

4 129 ⒅ 4 138 ⑽ 4 129 ⑼ 20 396 �

9 国 府
28 ⑵ 25 25 ⑷ 29 ⑴ 26 ⑴ 21 ⑶ ⑶ 79 ⑺ 75 ⑷

2 53 ⑵ 2 54 ⑸ 2 47 ⑷ 9 154 ⑾

10 河 原
38 ⑶ 27 ⑴ 18 ⑴ 23 ⑶ 15 ⑵ 30 ⑴ ⑶ 71 ⑹ 80 ⑸

2 65 ⑷ 2 41 ⑷ 2 45 ⑶ 9 151 ⑾

11 千 代 南
22 ⑵ 19 ⑴ 11 14 ⑴ 21 ⑵ 13 ⑶ ⑵ 54 ⑷ 46 ⑸

2 41 ⑶ 1 25 ⑴ 1 34 ⑸ 6 100 ⑼

12 気 高
35 ⑷ 30 ⑴ 31 ⑴ 24 ⑵ 32 25 ⑵ 98 ⑸ 79 ⑶

2 65 ⑸ 2 55 ⑶ 2 57 0 8 177 ⑻

13 青 谷
7 ⑴ 10 16 ⑵ 11 20 ⑵ 11 ⑵ 43 ⑸ 32

1 17 ⑴ 1 27 ⑵ 1 31 ⑵ 5 75 ⑸

計
742 � 747 � 705 � 654 ⒄ 715 � 677 � � 2,162(159) 2,078 �

49 1,489 � 43 1,359 � 43 1,392 � 187 4,240 (240)
　　※（ ）内は特別支援学級生徒数 ･ 特別支援学級数で内数

◎中学校の部 （令和６年５月１日現在）
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員
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（令和６年５月１日現在）

義務教育
学 校 名

１年 ２年 ３年 ４年 ５年
学
級
数

男 女 学
級
数

男 女 学
級
数

男 女 学
級
数

男 女 学
級
数

男 女
計 計 計 計 計

1 湖南
学園

10 ⑴ 5 6 4 5 4 9 10 8 ⑴ 4
1 15 ⑴ 1 10 0 1 9 0 1 19 0 1 12 ⑴

2 福部
未来学園

14 ⑵ 9 12 12 8 ⑵ 12 9 ⑴ 13 14 8 ⑴
1 23 ⑵ 1 24 0 1 20 ⑵ 1 22 ⑴ 1 22 ⑴

3 鹿野
学園

9 17 16 ⑶ 11 15 ⑴ 10 13 11 12 ⑴ 6
1 26 0 1 27 ⑶ 1 25 ⑴ 1 24 0 1 18 ⑴

４ 江山
学園

6 ⑴ 16 5 10 10 ⑴ 11 10 10 18 ⑴ 10
1 22 ⑴ 1 15 0 1 21 ⑴ 1 20 0 1 28 ⑴

計
39 ⑷ 47  39 ⑶ 37 38 ⑷ 37 41 ⑴ 44 52 ⑶ 28 ⑴

4 86 ⑷ 4 76 ⑶ 4 75 ⑷ 4 85 ⑴ 4 80 ⑷

義務教育
学 校 名

６年 ７年 ８年 ９年 計
学
級
数

男 女 学
級
数

男 女 学
級
数

男 女 学
級
数

男 女 学
級
数

男 女
計 計 計 計 計

1 湖南
学園

7 9 9 6 8 2 13 9 ⑴ ⑵ 75 ⑵ 53 ⑴
1 16  0 1 15 0 1 10 0 1 22 ⑴ 11 128 ⑶

2 福部
未来学園

16 ⑴ 12 11 ⑴ 11 9 12 ⑴ 9 ⑵ 11 ⑸ 102 ⑼ 100 ⑵
1 28 ⑴ 1 22 ⑴ 1 21 ⑴ 1 20 ⑵ 14 202 ⑾

3 鹿野
学園

21 11 11 ⑶ 12 8 ⑴ 12 14 18 ⑷ 119 ⑼ 108
1 32 0 1 23 ⑶ 1 20 ⑴ 1 32 0 13 227 ⑼

４ 江山
学園

17 ⑵ 10 7 ⑴ 13 10 ⑴ 8 ⑴ 8 8 ⑷ 91 ⑺ 96 ⑴
1 27 ⑵ 1 20 ⑴ 1 18 ⑵ 1 16 0 13 187 ⑻

計
61 ⑶ 42  38 ⑸ 42  35 ⑵ 34 ⑵ 44 ⑵ 46 ⑴ ⒂ 387 � 357 ⑷

4 103 ⑶ 4 80 ⑸ 4 69 ⑷ 4 90 ⑶ 51 744 �
　　※（ ）内は特別支援学級児童生徒数 ･ 特別支援学級数で内数

◎義務教育学校の部
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小・中・義務教育学校の通学区域

（令和５年４月１日現在）
小学校 通　　学　　区　　域　　（町　名） 中学校

修 立 中町の一部（１区）・御弓町・立川町１～２丁目・立川町５丁目の一部（２区）・
吉方町１～２丁目・吉方温泉４丁目・南吉方３丁目

東稲 葉 山 百谷・滝山・小西谷・卯垣１～３丁目・卯垣５丁目・立川町３～４丁目・立川
町５丁目の一部（１区）・立川町６丁目の一部（立六西）

岩 倉
岩倉・卯垣・卯垣４丁目・立川町６丁目の一部（除く立六西）・立川町７丁目・
東今在家の一部（東今在家団地）・大杙の一部（東扇町）・桜谷の一部（桜ヶ丘団地）・
国府町新通り１～４丁目・国府町分上１～４丁目・国府町奥谷３丁目の一部

醇 風

西町４～５丁目・材木町・玄好町・片原４～５丁目・本町４～５丁目・二階町
４丁目・茶町・川端４～５丁目・元魚町３～４丁目・田園町１～２丁目・相生
町１～４丁目・薬師町・西品治の一部（県道田島片原線以北の一部）・新品治町・
寿町・南町の一部（旧北本寺・南本寺）

西
富 桑 田島の一部（２区）・西品治の一部（県道田島片原線以南）・行徳２丁目の一部・

行徳３丁目の一部・安長の一部

明 徳 瓦町・今町１～２丁目・南町の一部（旧梶川・瓦町）・行徳１丁目・行徳２丁目
の一部・行徳３丁目の一部・幸町・東品治町・扇町の一部

日 進 栄町・弥生町・末広温泉町・永楽温泉町・吉方温泉１～３丁目・南吉方１～２丁目・
吉方・寺町の一部（中区・上区）

南
美 保 大覚寺・吉成の一部（大路川以北）・吉成１～３丁目・古市・富安・富安１～２

丁目・興南町・天神町・扇町の一部

倉 田 円通寺・西円通寺・八坂・橋本・国安・蔵田・馬場・数津の一部（県道八坂鳥
取停車場線以東）

美 保 南 数津の一部（県道八坂鳥取停車場線以西）・叶・叶１丁目・宮長・的場・的場１
～４丁目・吉成の一部（大路川以南）・吉成南町１～２丁目

久 松
上町・中町の一部（２区）・大榎町・庖丁人町・大工町頭・馬場町・江崎町・栗
谷町・東町１～３丁目・西町１～３丁目・湯所町１～２丁目・丸山町の一部（県
道伏野覚寺線以南）

北
遷 喬

尚徳町・掛出町・元大工町・上魚町・片原１ ～ ３丁目・鍛冶町・若桜町・本町
１～３丁目・桶屋町・職人町・二階町１～３丁目・新町・元魚町１～２丁目・
戎町・川端１～３丁目・元町・寺町の一部（下区）

城 北

秋里・松並町１～３丁目・田園町３～４丁目・青葉町１～３丁目・安長の一部・
商栄町・田島の一部（１区）・西品治の一部（県道田島片原線以北の一部）・丸
山町の一部（県道伏野覚寺線以北）・千代水１丁目・千代水２丁目の一部・千代
水３丁目の一部・南安長１丁目の一部・南安長２丁目の一部・南安長３丁目の
一部・緑ヶ丘２丁目の一部・緑ヶ丘３丁目の一部

大 正 古海・徳尾の一部・菖蒲・服部・野寺・南安長１丁目の一部・緑ヶ丘１丁目の
一部

高 　 草

東 郷 高路・有富・中村・篠坂・西今在家・北村・本高
明 治 河内・槙原・松上・細見・上原の一部（開拓）・尾崎の一部

世 紀

上原の一部・尾崎の一部・上段・下段・大塚・野坂・宮谷・大桷・嶋・徳尾の
一部・徳吉・里仁・桂見・布勢・高住・良田・岩吉の一部（ＪＲ山陰本線以南）・
五反田町・南安長２丁目の一部・南安長３丁目の一部・緑ヶ丘１丁目の一部・緑ヶ
丘２丁目の一部・緑ヶ丘３丁目の一部

賀 露
賀露町・賀露町西１～４丁目・賀露町南１～６丁目・賀露町北１～４丁目・南隈・
晩稲・港町・千代水２丁目の一部・千代水３丁目の一部・千代水４丁目の一部・
湖山町東３丁目の一部・湖山町北６丁目の一部

湖 　 東
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小学校 通　　学　　区　　域　　（町　名） 中学校

湖 山
湖山町北１丁目・湖山町北６丁目の一部・湖山町東１ ～ ２丁目・湖山町東３丁
目の一部・湖山町東４～５丁目・湖山町南１～４丁目・足山・岩吉の一部（Ｊ
Ｒ山陰本線以北）・千代水２丁目の一部・千代水４丁目の一部 湖 　 東

末 恒 小沢見・白兎・内海中・伏野・三津・美萩野１～５丁目
湖 山 西 湖山町北２～５丁目・湖山町西１～４丁目・湖山町南５丁目

面 影 東今在家の一部・大杙の一部（東扇町を除く全部）・新・雲山の一部（ＪＲ因美
線以東）・桜谷の一部・正蓮寺・面影１～２丁目

桜 ケ 丘米 里 越路・久末・古郡家・美和・東大路・中大路・西大路・雲山の一部（ＪＲ因美線以西）
津 ノ 井 祢宜谷・香取・紙子谷・広岡・船木・海蔵寺・桂木・生山・津ノ井・杉崎・南栄町
若 葉 台 若葉台南１～７丁目・若葉台北２～４丁目・若葉台北６丁目
浜 坂 浜坂・浜坂１～８丁目・浜坂東１丁目・江津・覚寺の一部（県道伏野覚寺線・湯山鳥取線以西）

中 ノ 郷
中 ノ 郷 山城町・覚寺の一部（県道伏野覚寺線・湯山鳥取線以東）・円護寺・北園１～２丁目

宮 ノ 下
国府町広西・国府町庁・国府町中郷・国府町国分寺・国府町法花寺・国府町三代寺・
国府町宮下・国府町奥谷１ ～ ２丁目・国府町奥谷３丁目の一部・国府町稲葉丘
１～３丁目・国府町新町１～２丁目・国府町美歎の一部・国府町町屋の一部

国 　 府

国 府 東

国府町雨滝・国府町木原・国府町下木原・国府町石井谷・国府町大石・国府町栃本・
国府町菅野・国府町楠城・国府町拾石・国府町上地・国府町上荒舟・国府町荒
舟・国府町神護・国府町殿・国府町山崎・国府町中河原・国府町松尾・国府町
吉野・国府町新井・国府町山根・国府町神垣・国府町清水・国府町岡益・国府
町谷・国府町玉鉾・国府町糸谷・国府町高岡・国府町麻生・国府町美歎の一部・
国府町町屋の一部

河 原 第 一

河原町河原・河原町渡一木・河原町谷一木・河原町長瀬・河原町袋河原・河原
町布袋・河原町稲常・河原町西円通寺・河原町鮎ヶ丘・河原町山手・河原町郷原・
河原町三谷・河原町釜口・河原町高福・河原町徳吉・河原町今在家・河原町片山・
河原町天神原・河原町曳田の一部

河 　 原
西 郷 河原町中井・河原町本鹿・河原町小河内・河原町神馬・河原町牛戸・河原町湯谷・

河原町小畑・河原町弓河内・河原町北村

散 岐 河原町曳田の一部・河原町和奈見・河原町八日市・河原町佐貫・河原町水根・
河原町山上・河原町小倉

用 瀬
用瀬町金屋・用瀬町樟原・用瀬町川中・用瀬町宮原・用瀬町安蔵・用瀬町古用瀬・
用瀬町家奥・用瀬町屋住・用瀬町江波・用瀬町用瀬・用瀬町別府・用瀬町鷹狩・
用瀬町美成・用瀬町赤波

千 代 南

佐 治

佐治町小原・佐治町葛谷・佐治町刈地・佐治町津無・佐治町古市・佐治町大井・
佐治町森坪・佐治町加瀬木・佐治町高山・佐治町津野・佐治町福園・佐治町加
茂・佐治町畑・佐治町つく谷・佐治町河本・佐治町余戸・佐治町尾際・佐治町中・
佐治町栃原

宝 木 気高町酒津・気高町上光・気高町下光元・気高町常松・気高町冨吉・気高町宝木・
気高町奥沢見

気 　 高
瑞 穂 気高町宿・気高町土居・気高町重高・気高町二本木・気高町下坂本・気高町日光

浜 村 気高町浜村・気高町勝見・気高町新町１～３丁目・気高町北浜１～３丁目・気
高町八幡・気高町下原・気高町八束水

逢 坂 気高町殿・気高町飯里・気高町下石・気高町上原・気高町山宮・気高町睦逢・
気高町会下・気高町郡家・気高町高江

青 谷

青谷町青谷・青谷町井手・青谷町長和瀬・青谷町鳴瀧・青谷町北河原・青谷町山田・
青谷町亀尻・青谷町吉川・青谷町露谷・青谷町絹見・青谷町栄町・青谷町桑原・
青谷町楠根・青谷町紙屋・青谷町澄水・青谷町田原谷・青谷町八葉寺・青谷町小畑・
青谷町河原・青谷町山根・青谷町早牛・青谷町大坪・青谷町蔵内・青谷町奥崎・
青谷町養郷・青谷町善田

青 　 谷

６
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小・中・義務教育学校の通学区域

（令和５年４月１日現在）
小学校 通　　学　　区　　域　　（町　名） 中学校

修 立 中町の一部（１区）・御弓町・立川町１～２丁目・立川町５丁目の一部（２区）・
吉方町１～２丁目・吉方温泉４丁目・南吉方３丁目

東稲 葉 山 百谷・滝山・小西谷・卯垣１～３丁目・卯垣５丁目・立川町３～４丁目・立川
町５丁目の一部（１区）・立川町６丁目の一部（立六西）

岩 倉
岩倉・卯垣・卯垣４丁目・立川町６丁目の一部（除く立六西）・立川町７丁目・
東今在家の一部（東今在家団地）・大杙の一部（東扇町）・桜谷の一部（桜ヶ丘団地）・
国府町新通り１～４丁目・国府町分上１～４丁目・国府町奥谷３丁目の一部

醇 風

西町４～５丁目・材木町・玄好町・片原４～５丁目・本町４～５丁目・二階町
４丁目・茶町・川端４～５丁目・元魚町３～４丁目・田園町１～２丁目・相生
町１～４丁目・薬師町・西品治の一部（県道田島片原線以北の一部）・新品治町・
寿町・南町の一部（旧北本寺・南本寺）

西
富 桑 田島の一部（２区）・西品治の一部（県道田島片原線以南）・行徳２丁目の一部・

行徳３丁目の一部・安長の一部

明 徳 瓦町・今町１～２丁目・南町の一部（旧梶川・瓦町）・行徳１丁目・行徳２丁目
の一部・行徳３丁目の一部・幸町・東品治町・扇町の一部

日 進 栄町・弥生町・末広温泉町・永楽温泉町・吉方温泉１～３丁目・南吉方１～２丁目・
吉方・寺町の一部（中区・上区）

南
美 保 大覚寺・吉成の一部（大路川以北）・吉成１～３丁目・古市・富安・富安１～２

丁目・興南町・天神町・扇町の一部

倉 田 円通寺・西円通寺・八坂・橋本・国安・蔵田・馬場・数津の一部（県道八坂鳥
取停車場線以東）

美 保 南 数津の一部（県道八坂鳥取停車場線以西）・叶・叶１丁目・宮長・的場・的場１
～４丁目・吉成の一部（大路川以南）・吉成南町１～２丁目

久 松
上町・中町の一部（２区）・大榎町・庖丁人町・大工町頭・馬場町・江崎町・栗
谷町・東町１～３丁目・西町１～３丁目・湯所町１～２丁目・丸山町の一部（県
道伏野覚寺線以南）

北
遷 喬

尚徳町・掛出町・元大工町・上魚町・片原１ ～ ３丁目・鍛冶町・若桜町・本町
１～３丁目・桶屋町・職人町・二階町１～３丁目・新町・元魚町１～２丁目・
戎町・川端１～３丁目・元町・寺町の一部（下区）

城 北

秋里・松並町１～３丁目・田園町３～４丁目・青葉町１～３丁目・安長の一部・
商栄町・田島の一部（１区）・西品治の一部（県道田島片原線以北の一部）・丸
山町の一部（県道伏野覚寺線以北）・千代水１丁目・千代水２丁目の一部・千代
水３丁目の一部・南安長１丁目の一部・南安長２丁目の一部・南安長３丁目の
一部・緑ヶ丘２丁目の一部・緑ヶ丘３丁目の一部

大 正 古海・徳尾の一部・菖蒲・服部・野寺・南安長１丁目の一部・緑ヶ丘１丁目の
一部

高 　 草

東 郷 高路・有富・中村・篠坂・西今在家・北村・本高
明 治 河内・槙原・松上・細見・上原の一部（開拓）・尾崎の一部

世 紀

上原の一部・尾崎の一部・上段・下段・大塚・野坂・宮谷・大桷・嶋・徳尾の
一部・徳吉・里仁・桂見・布勢・高住・良田・岩吉の一部（ＪＲ山陰本線以南）・
五反田町・南安長２丁目の一部・南安長３丁目の一部・緑ヶ丘１丁目の一部・緑ヶ
丘２丁目の一部・緑ヶ丘３丁目の一部

賀 露
賀露町・賀露町西１～４丁目・賀露町南１～６丁目・賀露町北１～４丁目・南隈・
晩稲・港町・千代水２丁目の一部・千代水３丁目の一部・千代水４丁目の一部・
湖山町東３丁目の一部・湖山町北６丁目の一部

湖 　 東
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小学校 通　　学　　区　　域　　（町　名） 中学校

湖 山
湖山町北１丁目・湖山町北６丁目の一部・湖山町東１ ～ ２丁目・湖山町東３丁
目の一部・湖山町東４～５丁目・湖山町南１～４丁目・足山・岩吉の一部（Ｊ
Ｒ山陰本線以北）・千代水２丁目の一部・千代水４丁目の一部 湖 　 東

末 恒 小沢見・白兎・内海中・伏野・三津・美萩野１～５丁目
湖 山 西 湖山町北２～５丁目・湖山町西１～４丁目・湖山町南５丁目

面 影 東今在家の一部・大杙の一部（東扇町を除く全部）・新・雲山の一部（ＪＲ因美
線以東）・桜谷の一部・正蓮寺・面影１～２丁目

桜 ケ 丘米 里 越路・久末・古郡家・美和・東大路・中大路・西大路・雲山の一部（ＪＲ因美線以西）
津 ノ 井 祢宜谷・香取・紙子谷・広岡・船木・海蔵寺・桂木・生山・津ノ井・杉崎・南栄町
若 葉 台 若葉台南１～７丁目・若葉台北２～４丁目・若葉台北６丁目
浜 坂 浜坂・浜坂１～８丁目・浜坂東１丁目・江津・覚寺の一部（県道伏野覚寺線・湯山鳥取線以西）

中 ノ 郷
中 ノ 郷 山城町・覚寺の一部（県道伏野覚寺線・湯山鳥取線以東）・円護寺・北園１～２丁目

宮 ノ 下
国府町広西・国府町庁・国府町中郷・国府町国分寺・国府町法花寺・国府町三代寺・
国府町宮下・国府町奥谷１ ～ ２丁目・国府町奥谷３丁目の一部・国府町稲葉丘
１～３丁目・国府町新町１～２丁目・国府町美歎の一部・国府町町屋の一部

国 　 府

国 府 東

国府町雨滝・国府町木原・国府町下木原・国府町石井谷・国府町大石・国府町栃本・
国府町菅野・国府町楠城・国府町拾石・国府町上地・国府町上荒舟・国府町荒
舟・国府町神護・国府町殿・国府町山崎・国府町中河原・国府町松尾・国府町
吉野・国府町新井・国府町山根・国府町神垣・国府町清水・国府町岡益・国府
町谷・国府町玉鉾・国府町糸谷・国府町高岡・国府町麻生・国府町美歎の一部・
国府町町屋の一部

河 原 第 一

河原町河原・河原町渡一木・河原町谷一木・河原町長瀬・河原町袋河原・河原
町布袋・河原町稲常・河原町西円通寺・河原町鮎ヶ丘・河原町山手・河原町郷原・
河原町三谷・河原町釜口・河原町高福・河原町徳吉・河原町今在家・河原町片山・
河原町天神原・河原町曳田の一部

河 　 原
西 郷 河原町中井・河原町本鹿・河原町小河内・河原町神馬・河原町牛戸・河原町湯谷・

河原町小畑・河原町弓河内・河原町北村

散 岐 河原町曳田の一部・河原町和奈見・河原町八日市・河原町佐貫・河原町水根・
河原町山上・河原町小倉

用 瀬
用瀬町金屋・用瀬町樟原・用瀬町川中・用瀬町宮原・用瀬町安蔵・用瀬町古用瀬・
用瀬町家奥・用瀬町屋住・用瀬町江波・用瀬町用瀬・用瀬町別府・用瀬町鷹狩・
用瀬町美成・用瀬町赤波

千 代 南

佐 治

佐治町小原・佐治町葛谷・佐治町刈地・佐治町津無・佐治町古市・佐治町大井・
佐治町森坪・佐治町加瀬木・佐治町高山・佐治町津野・佐治町福園・佐治町加
茂・佐治町畑・佐治町つく谷・佐治町河本・佐治町余戸・佐治町尾際・佐治町中・
佐治町栃原

宝 木 気高町酒津・気高町上光・気高町下光元・気高町常松・気高町冨吉・気高町宝木・
気高町奥沢見

気 　 高
瑞 穂 気高町宿・気高町土居・気高町重高・気高町二本木・気高町下坂本・気高町日光

浜 村 気高町浜村・気高町勝見・気高町新町１～３丁目・気高町北浜１～３丁目・気
高町八幡・気高町下原・気高町八束水

逢 坂 気高町殿・気高町飯里・気高町下石・気高町上原・気高町山宮・気高町睦逢・
気高町会下・気高町郡家・気高町高江

青 谷

青谷町青谷・青谷町井手・青谷町長和瀬・青谷町鳴瀧・青谷町北河原・青谷町山田・
青谷町亀尻・青谷町吉川・青谷町露谷・青谷町絹見・青谷町栄町・青谷町桑原・
青谷町楠根・青谷町紙屋・青谷町澄水・青谷町田原谷・青谷町八葉寺・青谷町小畑・
青谷町河原・青谷町山根・青谷町早牛・青谷町大坪・青谷町蔵内・青谷町奥崎・
青谷町養郷・青谷町善田

青 　 谷
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─ 250 ─

就　学　奨　励

（１）　要保護及び準要保護児童・生徒に対する就学援助費

（令和５年度予算額、単位：千円）

区　分
新　入　学
学用品費等

学 用 品 費
通学用品費 修学旅行費 通　学　費 校外活動費 オ ン ラ イ ン

学 習 通 信 費 計

人員 金額 人員 金額 人員 金額 人員 金額 人員 金額 人員 金額
小学校 179 9, 677 1, 066 14, 420 222 7, 992 14 472 722 1, 551 700 9, 800 43, 912
中学校 210 13, 230 627 15, 205 231 13, 860 36 938 257 1, 401 627 8, 778 53, 412

計 389 22, 907 1, 617 29, 625 453 21, 852 50 1, 410 979 2, 952 1, 327 18, 578 97, 324

（２）　特別支援教育就学奨励費

　　  （令和５年度予算額、単位：千円）
区　分 人員 金　額
小学校 264 9, 230
中学校 101 6, 268

計 365 15, 498

（３）　遠距離通学費

　　　　　　　　（令和５年度予算額、単位：千円）
区　分 対象校 人　員 金　額
小学校 16 404 10, 961
中学校 10 91 7, 791

計 26 495 18, 752

義務教育学校 通　　学　　区　　域　　（町　名）

湖 南 学 園 矢矯・双六原・洞谷・瀬田蔵・妙徳寺・吉岡温泉町・三山口・長柄・六反田・大畑・松原・
金沢・福井・御熊

福部未来学園 福部町左近・福部町久志羅・福部町中・福部町蔵見・福部町南田・福部町栗谷・福部町八重原・
福部町箭渓・福部町高江・福部町湯山・福部町海士・福部町細川・福部町岩戸

鹿 野 学 園
鹿野町末用・鹿野町閉野・鹿野町広木・鹿野町水谷・鹿野町鹿野・鹿野町今市・鹿野町寺内・
鹿野町宮方・鹿野町中園・鹿野町岡木・鹿野町乙亥正・鹿野町小別所・鹿野町鷲峯・鹿野
町河内

江 山 学 園 向国安・竹生・上味野・下味野・朝月・源太・赤子田・長谷・倭文・玉津・猪子・横枕・岩坪・
上砂見・中砂見・下砂見

─ 250 ─

就　学　奨　励

（１）　要保護及び準要保護児童・生徒に対する就学援助費

（令和５年度予算額、単位：千円）

区　分
新　入　学
学用品費等

学 用 品 費
通学用品費 修学旅行費 通　学　費 校外活動費 オ ン ラ イ ン

学 習 通 信 費 計

人員 金額 人員 金額 人員 金額 人員 金額 人員 金額 人員 金額
小学校 179 9, 677 1, 066 14, 420 222 7, 992 14 472 722 1, 551 700 9, 800 43, 912
中学校 210 13, 230 627 15, 205 231 13, 860 36 938 257 1, 401 627 8, 778 53, 412

計 389 22, 907 1, 617 29, 625 453 21, 852 50 1, 410 979 2, 952 1, 327 18, 578 97, 324

（２）　特別支援教育就学奨励費

　　  （令和５年度予算額、単位：千円）
区　分 人員 金　額
小学校 264 9, 230
中学校 101 6, 268

計 365 15, 498

（３）　遠距離通学費

　　　　　　　　（令和５年度予算額、単位：千円）
区　分 対象校 人　員 金　額
小学校 16 404 10, 961
中学校 10 91 7, 791

計 26 495 18, 752

義務教育学校 通　　学　　区　　域　　（町　名）

湖 南 学 園 矢矯・双六原・洞谷・瀬田蔵・妙徳寺・吉岡温泉町・三山口・長柄・六反田・大畑・松原・
金沢・福井・御熊

福部未来学園 福部町左近・福部町久志羅・福部町中・福部町蔵見・福部町南田・福部町栗谷・福部町八重原・
福部町箭渓・福部町高江・福部町湯山・福部町海士・福部町細川・福部町岩戸

鹿 野 学 園
鹿野町末用・鹿野町閉野・鹿野町広木・鹿野町水谷・鹿野町鹿野・鹿野町今市・鹿野町寺内・
鹿野町宮方・鹿野町中園・鹿野町岡木・鹿野町乙亥正・鹿野町小別所・鹿野町鷲峯・鹿野
町河内

江 山 学 園 向国安・竹生・上味野・下味野・朝月・源太・赤子田・長谷・倭文・玉津・猪子・横枕・岩坪・
上砂見・中砂見・下砂見

─ 250 ─

就　学　奨　励

（１）　要保護及び準要保護児童・生徒に対する就学援助費

（令和５年度予算額、単位：千円）

区　分
新　入　学
学用品費等

学 用 品 費
通学用品費 修学旅行費 通　学　費 校外活動費 オ ン ラ イ ン

学 習 通 信 費 計

人員 金額 人員 金額 人員 金額 人員 金額 人員 金額 人員 金額
小学校 179 9, 677 1, 066 14, 420 222 7, 992 14 472 722 1, 551 700 9, 800 43, 912
中学校 210 13, 230 627 15, 205 231 13, 860 36 938 257 1, 401 627 8, 778 53, 412

計 389 22, 907 1, 617 29, 625 453 21, 852 50 1, 410 979 2, 952 1, 327 18, 578 97, 324

（２）　特別支援教育就学奨励費

　　  （令和５年度予算額、単位：千円）
区　分 人員 金　額
小学校 264 9, 230
中学校 101 6, 268

計 365 15, 498

（３）　遠距離通学費

　　　　　　　　（令和５年度予算額、単位：千円）
区　分 対象校 人　員 金　額
小学校 16 404 10, 961
中学校 10 91 7, 791

計 26 495 18, 752

義務教育学校 通　　学　　区　　域　　（町　名）

湖 南 学 園 矢矯・双六原・洞谷・瀬田蔵・妙徳寺・吉岡温泉町・三山口・長柄・六反田・大畑・松原・
金沢・福井・御熊

福部未来学園 福部町左近・福部町久志羅・福部町中・福部町蔵見・福部町南田・福部町栗谷・福部町八重原・
福部町箭渓・福部町高江・福部町湯山・福部町海士・福部町細川・福部町岩戸

鹿 野 学 園
鹿野町末用・鹿野町閉野・鹿野町広木・鹿野町水谷・鹿野町鹿野・鹿野町今市・鹿野町寺内・
鹿野町宮方・鹿野町中園・鹿野町岡木・鹿野町乙亥正・鹿野町小別所・鹿野町鷲峯・鹿野
町河内

江 山 学 園 向国安・竹生・上味野・下味野・朝月・源太・赤子田・長谷・倭文・玉津・猪子・横枕・岩坪・
上砂見・中砂見・下砂見

区　分
新　入　学
学用品費等

学 用 品 費
通学用品費 修学旅行費 通　学　費 校外活動費 オンライン

学　習　費 計

人員 金額 人員 金額 人員 金額 人員 金額 人員 金額 人員 金額
小学校 117 6,676 938 12,769 194 6,984 23 268 641 1,385 750 10,500 38,582 
中学校 184 11,592 621 15,071 228 13,680 23 1,038 325 1,531 497 6,958 49,870 

計 301 18,268 1,617 27,840 422 20,664 46 1,306 966 2,916 1,247 17,458 88,452 

区　分 人員 金額
小学校 281 9,740 
中学校 125 8,127 

計 406 17,867

６

６

６
区　分 対象校 人員 金額
小学校 16 390 13,550
中学校 10 84 7,165

計 26 474 20,715
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就　学　奨　励

（１）　要保護及び準要保護児童・生徒に対する就学援助費

（令和５年度予算額、単位：千円）

区　分
新　入　学
学用品費等

学 用 品 費
通学用品費 修学旅行費 通　学　費 校外活動費 オ ン ラ イ ン

学 習 通 信 費 計

人員 金額 人員 金額 人員 金額 人員 金額 人員 金額 人員 金額
小学校 179 9, 677 1, 066 14, 420 222 7, 992 14 472 722 1, 551 700 9, 800 43, 912
中学校 210 13, 230 627 15, 205 231 13, 860 36 938 257 1, 401 627 8, 778 53, 412

計 389 22, 907 1, 617 29, 625 453 21, 852 50 1, 410 979 2, 952 1, 327 18, 578 97, 324

（２）　特別支援教育就学奨励費

　　  （令和５年度予算額、単位：千円）
区　分 人員 金　額
小学校 264 9, 230
中学校 101 6, 268

計 365 15, 498

（３）　遠距離通学費

　　　　　　　　（令和５年度予算額、単位：千円）
区　分 対象校 人　員 金　額
小学校 16 404 10, 961
中学校 10 91 7, 791

計 26 495 18, 752

義務教育学校 通　　学　　区　　域　　（町　名）

湖 南 学 園 矢矯・双六原・洞谷・瀬田蔵・妙徳寺・吉岡温泉町・三山口・長柄・六反田・大畑・松原・
金沢・福井・御熊

福部未来学園 福部町左近・福部町久志羅・福部町中・福部町蔵見・福部町南田・福部町栗谷・福部町八重原・
福部町箭渓・福部町高江・福部町湯山・福部町海士・福部町細川・福部町岩戸

鹿 野 学 園
鹿野町末用・鹿野町閉野・鹿野町広木・鹿野町水谷・鹿野町鹿野・鹿野町今市・鹿野町寺内・
鹿野町宮方・鹿野町中園・鹿野町岡木・鹿野町乙亥正・鹿野町小別所・鹿野町鷲峯・鹿野
町河内

江 山 学 園 向国安・竹生・上味野・下味野・朝月・源太・赤子田・長谷・倭文・玉津・猪子・横枕・岩坪・
上砂見・中砂見・下砂見

─ 250 ─

就　学　奨　励

（１）　要保護及び準要保護児童・生徒に対する就学援助費

（令和５年度予算額、単位：千円）

区　分
新　入　学
学用品費等

学 用 品 費
通学用品費 修学旅行費 通　学　費 校外活動費 オ ン ラ イ ン

学 習 通 信 費 計

人員 金額 人員 金額 人員 金額 人員 金額 人員 金額 人員 金額
小学校 179 9, 677 1, 066 14, 420 222 7, 992 14 472 722 1, 551 700 9, 800 43, 912
中学校 210 13, 230 627 15, 205 231 13, 860 36 938 257 1, 401 627 8, 778 53, 412

計 389 22, 907 1, 617 29, 625 453 21, 852 50 1, 410 979 2, 952 1, 327 18, 578 97, 324

（２）　特別支援教育就学奨励費

　　  （令和５年度予算額、単位：千円）
区　分 人員 金　額
小学校 264 9, 230
中学校 101 6, 268

計 365 15, 498

（３）　遠距離通学費

　　　　　　　　（令和５年度予算額、単位：千円）
区　分 対象校 人　員 金　額
小学校 16 404 10, 961
中学校 10 91 7, 791

計 26 495 18, 752

義務教育学校 通　　学　　区　　域　　（町　名）

湖 南 学 園 矢矯・双六原・洞谷・瀬田蔵・妙徳寺・吉岡温泉町・三山口・長柄・六反田・大畑・松原・
金沢・福井・御熊

福部未来学園 福部町左近・福部町久志羅・福部町中・福部町蔵見・福部町南田・福部町栗谷・福部町八重原・
福部町箭渓・福部町高江・福部町湯山・福部町海士・福部町細川・福部町岩戸

鹿 野 学 園
鹿野町末用・鹿野町閉野・鹿野町広木・鹿野町水谷・鹿野町鹿野・鹿野町今市・鹿野町寺内・
鹿野町宮方・鹿野町中園・鹿野町岡木・鹿野町乙亥正・鹿野町小別所・鹿野町鷲峯・鹿野
町河内

江 山 学 園 向国安・竹生・上味野・下味野・朝月・源太・赤子田・長谷・倭文・玉津・猪子・横枕・岩坪・
上砂見・中砂見・下砂見

─ 250 ─

就　学　奨　励

（１）　要保護及び準要保護児童・生徒に対する就学援助費

（令和５年度予算額、単位：千円）

区　分
新　入　学
学用品費等

学 用 品 費
通学用品費 修学旅行費 通　学　費 校外活動費 オ ン ラ イ ン

学 習 通 信 費 計

人員 金額 人員 金額 人員 金額 人員 金額 人員 金額 人員 金額
小学校 179 9, 677 1, 066 14, 420 222 7, 992 14 472 722 1, 551 700 9, 800 43, 912
中学校 210 13, 230 627 15, 205 231 13, 860 36 938 257 1, 401 627 8, 778 53, 412

計 389 22, 907 1, 617 29, 625 453 21, 852 50 1, 410 979 2, 952 1, 327 18, 578 97, 324

（２）　特別支援教育就学奨励費

　　  （令和５年度予算額、単位：千円）
区　分 人員 金　額
小学校 264 9, 230
中学校 101 6, 268

計 365 15, 498

（３）　遠距離通学費

　　　　　　　　（令和５年度予算額、単位：千円）
区　分 対象校 人　員 金　額
小学校 16 404 10, 961
中学校 10 91 7, 791

計 26 495 18, 752

義務教育学校 通　　学　　区　　域　　（町　名）

湖 南 学 園 矢矯・双六原・洞谷・瀬田蔵・妙徳寺・吉岡温泉町・三山口・長柄・六反田・大畑・松原・
金沢・福井・御熊

福部未来学園 福部町左近・福部町久志羅・福部町中・福部町蔵見・福部町南田・福部町栗谷・福部町八重原・
福部町箭渓・福部町高江・福部町湯山・福部町海士・福部町細川・福部町岩戸

鹿 野 学 園
鹿野町末用・鹿野町閉野・鹿野町広木・鹿野町水谷・鹿野町鹿野・鹿野町今市・鹿野町寺内・
鹿野町宮方・鹿野町中園・鹿野町岡木・鹿野町乙亥正・鹿野町小別所・鹿野町鷲峯・鹿野
町河内

江 山 学 園 向国安・竹生・上味野・下味野・朝月・源太・赤子田・長谷・倭文・玉津・猪子・横枕・岩坪・
上砂見・中砂見・下砂見

─ 251 ─
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放課後児童対策

（１）　放課後児童クラブ学年別人員表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （令和５年４月１日現在）

放 課 後 児 童
ク ラ ブ の 名 称 学　校　名 所　　在　　地

学　年　別　人　員
1年 2年 3年 4年 5年 6年 計

富桑くわのみ児童クラブ１組 富 桑 小 学 校 西品治134 25 22 47
あすなろ児童クラブ（１組） 浜 坂 小 学 校 浜坂1丁目14 - 1（専用施設） 18 17 2 37
わかあゆ児童クラブ 明 徳 小 学 校 行徳1丁目201 - ３ 9 16 6 13 44
さくらんぼ児童クラブ 面 影 小 学 校 雲山42 14 23 10 4 5 56
そらやま児童クラブ 津ノ井小学校 桂木238 - 1 （専用施設） 20 8 12 3 1 44
さくらのみち第１クラブ 修 立 小 学 校 立川町5丁目339（専用施設） 10 16 7 9 6 2 50
あおぞら児童クラブ 美保南小学校 宮長200 - 1 （専用施設） 19 16 10 6 4 2 57
なかよし児童クラブ 末 恒 小 学 校 伏野2256 - 61（専用施設） 9 13 8 11 5 4 50
砂山第一児童クラブ 城 北 小 学 校 松並町2丁目305（専用施設） 17 10 18 45
どんぐり児童クラブ 若葉台小学校 若葉台南2丁目16 - 1（公民館併設） 10 8 3 13 3 7 44
しいのみ児童クラブ 世 紀 小 学 校 徳尾407（専用施設） 28 33 61
みほっこ第１児童クラブ 美 保 小 学 校 吉成2丁目13 - 8（美保保育園内） 5 11 11 7 1 35
日進やまびこ児童クラブ 日 進 小 学 校 吉方温泉1丁目131（公民館併設） 26 18 20 64
岩倉ひまわり児童クラブ１組 岩 倉 小 学 校 立川町7丁目110 70 70
こ ば と 児 童 ク ラ ブ 中ノ郷小学校 円護寺268（専用施設） 19 22 15 11 67
ぽっかぽか児童クラブ 湖山西小学校 湖山町西1丁目541（専用施設） 10 9 18 9 5 3 54
まつかぜ児童クラブ 久 松 小 学 校 東町2丁目201 23 19 42
元気っ子児童クラブ1組 稲葉山小学校 卯垣2丁目657 10 11 5 9 3 38
せんきょう児童クラブ 遷 喬 小 学 校 片原1丁目205（専用施設） 5 13 3 7 2 30
はとっ子児童クラブ1組 醇 風 小 学 校 西町5丁目353（専用施設） 31 12 43
と ん ぼ 児 童 ク ラ ブ 米 里 小 学 校 古郡家75 - 1（専用施設） 12 13 11 3 4 43
かにっこ児童クラブ 賀 露 小 学 校 賀露町778 17 22 5 1 45

さ じ っ 子 ク ラ ブ 佐 治 小 学 校 佐治町加瀬木2542 - 1
（佐治町コミュニティセンター内） 3 6 6 7 22

うべのっこ児童クラブ 宮ノ下小学校 国府町宮下237 - 4（子ども交流会館） 20 21 41
のびっこ児童クラブ 国府東小学校 国府町谷3 7 8 8 7 9 8 47
ひだまり児童クラブ 福部未来学園 福部町海士459 - 1（旧福部幼稚園内） 19 16 13 4 3 55
あゆっ子児童クラブ 河原第一小学校 河原町渡一木179 - 1 24 29 13 66
さ ん き 児 童 ク ラ ブ 散 岐 小 学 校 河原町佐貫761 - 5 4 6 8 1 1 20
さいごう児童クラブ 西 郷 小 学 校 河原町牛戸15 - 1（西郷地区公民館内） 4 5 1 4 3 3 20
浜 村 児 童 ク ラ ブ
み ど り 教 室

浜村小学校・
逢 坂 小 学 校 気高町新町1丁目86（専用施設） 24 18 14 4 3 63

鹿野町放課後児童クラブ 鹿 野 学 園 鹿野町鹿野2888 11 9 10 30
風 の 子 児 童 ク ラ ブ 湖 山 小 学 校 湖山町南1丁目656 11 9 15 4 39
もちっ子児童クラブ 用 瀬 小 学 校 用瀬町用瀬75 - 1 15 7 16 7 4 49
海 っ こ 児 童 ク ラ ブ 青 谷 小 学 校 青谷町青谷3459 19 13 10 8 7 4 61
こなんっ子放課後児童クラブ 湖 南 学 園 松原419 - 11（湖南老人憩いの家） 4 7 11 5 6 33
美保小児童クラブ第五教室 美 保 小 学 校 吉成176 - ３ 11 18 8 22 3 2 64
あおぞら第二児童クラブ 美保南小学校 宮長200 - 1（専用施設） 15 16 9 12 5 3 60
め だ か 児 童 ク ラ ブ 湖山西小学校 湖山町西1丁目512（学習・交流センター内） 12 12 2 4 2 4 36
ちゃれんじ児童クラブ第1 城 北 小 学 校 田島659 11 13 8 12 4 6 54
う さ ぎ 児 童 ク ラ ブ 江 山 学 園 竹生64 2 9 6 3 2 22
あすなろ児童クラブ（2組） 浜 坂 小 学 校 浜坂1丁目14 - 1（専用施設） 19 19 38

放課後児童対策

⑴　放課後児童クラブ学年別人員表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和 6 年 5 月 1 日現在）

放 課 後 児 童
ク ラ ブ の 名 称 学　校　名 所　　在　　地

学　年　別　人　員
１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 計

富桑くわのみ児童クラブ１組 富 桑 小 学 校 西品治 134 31 16 0 0 0 0 47
あすなろ児童クラブ（１組） 浜 坂 小 学 校 浜坂 1 丁目 14-1（専用施設） 18 8 8 1 0 0 35
わかあゆ児童クラブ 明 徳 小 学 校 行徳 1 丁目 201-3 10 9 12 2 0 0 33
さくらんぼ児童クラブ 面 影 小 学 校 雲山 42 0 29 19 11 1 0 60
そらやま児童クラブ 津ノ井小学校 桂木 238-1（専用施設） 14 13 2 6 1 0 36
さくらのみち第１クラブ 修 立 小 学 校 立川町 5 丁目 339（専用施設） 12 10 16 8 7 5 58
あおぞら児童クラブ 美保南小学校 宮長 200-1（専用施設） 16 17 14 8 5 4 64
なかよし児童クラブ 末 恒 小 学 校 伏野 2256-61（専用施設） 14 8 6 9 9 5 51
砂山第一児童クラブ 城 北 小 学 校 松並町 2 丁目 305（専用施設） 15 17 9 4 0 0 45
どんぐり児童クラブ 若葉台小学校 若葉台南2丁目16-1（公民館併設） 7 14 5 2 8 6 42
しいのみ児童クラブ 世 紀 小 学 校 徳尾 407（専用施設） 30 31 0 0 0 0 61
みほっこ第１児童クラブ 美 保 小 学 校 吉成 2 丁目 13-8（美保保育園内） 16 8 10 3 2 0 39
日進やまびこ児童クラブ 日 進 小 学 校 吉方温泉 1 丁目 131（公民館併設） 26 26 1 0 0 1 54
岩倉ひまわり児童クラブ１組 岩 倉 小 学 校 立川町 7 丁目 110 0 66 0 0 0 0 66
こ ば と 児 童 ク ラ ブ 中ノ郷小学校 円護寺 268（専用施設） 20 16 20 13 2 0 71
ぽっかぽか児童クラブ 湖山西小学校 湖山町西 1 丁目 541（専用施設） 10 10 8 14 8 2 52
まつかぜ児童クラブ 久 松 小 学 校 東町 2 丁目 201 24 18 0 0 0 0 42
元気っ子児童クラブ１組 稲葉山小学校 卯垣 2 丁目 657 8 9 11 2 8 0 38
せんきょう児童クラブ 遷 喬 小 学 校 片原 1 丁目 205（専用施設） 7 6 12 4 4 0 33
はとっ子児童クラブ１組 醇 風 小 学 校 西町 5 丁目 353（専用施設） 16 26 0 0 0 0 42
と ん ぼ 児 童 ク ラ ブ 米 里 小 学 校 古郡家 75-1（専用施設） 11 13 7 8 3 2 44
かにっこ児童クラブ 賀 露 小 学 校 賀露町 778 17 14 9 0 0 0 40

さ じ っ 子 ク ラ ブ 佐 治 小 学 校 佐治町加瀬木 2542-1
（佐治町コミュニティセンター内） 6 3 6 6 5 0 26

うべのっこ児童クラブ 宮ノ下小学校 国府町宮下 237-4（子ども交流会館） 20 19 0 0 0 0 39
のびっこ児童クラブ 国府東小学校 国府町谷 3 5 6 7 7 6 5 36
ひだまり児童クラブ 福部未来学園 福部町海士 459-1（旧福部幼稚園内） 21 16 15 12 3 1 68
あゆっ子児童クラブ 河原第一小学校 河原町渡一木 179-1 19 23 16 0 0 0 58
さ ん き 児 童 ク ラ ブ 散 岐 小 学 校 河原町佐貫 761-5 5 4 5 0 5 1 20
さいごう児童クラブ 西 郷 小 学 校 河原町牛戸 15-1（西郷地区公民館内） 2 4 6 0 4 3 19
浜村児童クラブみどり教室 浜村小学校・逢坂小学校 気高町新町 1 丁目 86（専用施設） 30 0 18 12 10 0 70
鹿野町放課後児童クラブ 鹿 野 学 園 鹿野町鹿野 2888 17 11 8 0 0 0 36
風 の 子 児 童 ク ラ ブ 湖 山 小 学 校 湖山町南 1 丁目 656 22 11 11 5 2 0 51
もちっ子児童クラブ 用 瀬 小 学 校 用瀬町用瀬 75-1 14 14 9 15 4 3 59
海 っ こ 児 童 ク ラ ブ 青 谷 小 学 校 青谷町青谷 3459 12 19 13 7 9 8 68
こなんっ子放課後児童クラブ 湖 南 学 園 松原 419-11（湖南老人憩いの家） 11 6 8 11 3 4 43
美保小児童クラブ第五教室 美 保 小 学 校 吉成 176-3 10 10 16 8 16 1 61
あおぞら第二児童クラブ 美保南小学校 宮長 200-1（専用施設） 13 17 13 9 10 5 67
め だ か 児 童 ク ラ ブ 湖山西小学校 湖山町西1丁目512（学習・交流センター内） 10 15 12 2 4 2 45
ちゃれんじ児童クラブ第１ 城 北 小 学 校 田園町 4 丁目 324 13 13 11 9 8 4 58
う さ ぎ 児 童 ク ラ ブ 江 山 学 園 竹生 64 7 2 3 6 2 0 20
あすなろ児童クラブ（２組） 浜 坂 小 学 校 浜坂 1 丁目 14-1（専用施設） 21 12 7 0 0 0 40
第２しいのみ児童クラブ 世 紀 小 学 校 徳尾 407 0 0 29 0 0 0 29
く る み 児 童 ク ラ ブ 大 正 小 学 校 古海 291-3 23 19 0 0 0 0 42
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たからの子児童クラブ 宝 木 小 学 校 気高町宝木 971-1（専用施設） 1 3 6 0 3 0 13
砂山第二児童クラブ 城 北 小 学 校 田園町 4 丁目 324 11 16 13 1 0 0 41
第２なかよし児童クラブ 末 恒 小 学 校 伏野 2256-61 0 0 5 12 5 4 26
日進第２やまびこ児童クラブ 日 進 小 学 校 吉方温泉 1 丁目 131 0 0 18 14 12 0 44
めだか児童クラブ（つくし組） 湖山西小学校 湖山町西 1 丁目 541 0 0 0 8 10 2 20
うべのっこ第二児童クラブ 宮ノ下小学校 国府町宮下 26 0 0 15 20 0 1 36
さくらのみち第２クラブ 修 立 小 学 校 立川町 5 丁目 339（専用施設） 11 12 20 6 6 0 55
く ら だ 児 童 ク ラ ブ 倉 田 小 学 校 八坂 54-1 4 7 6 5 3 0 25
さくらんぼ第２児童クラブ 面 影 小 学 校 雲山 42 26 3 8 10 3 0 50
岩倉ひまわり児童クラブ２組 岩 倉 小 学 校 立川町 7 丁目 110 47 0 0 0 3 1 51
あおぞら第三児童クラブ 美保南小学校 宮長 200-1 10 10 7 4 3 2 36
み ず ほ 児 童 ク ラ ブ 瑞 穂 小 学 校 気高町下坂本 48 2 4 1 0 0 0 7
あすなろ児童クラブ（３組） 浜 坂 小 学 校 浜坂 1 丁目 14-1 0 11 6 1 1 0 19
みほっこ第２児童クラブ 美 保 小 学 校 吉成 2 丁目 13-8（美保保育園内） 6 12 7 8 1 1 35
みほっこ第３児童クラブ 美 保 小 学 校 吉成 2 丁目 13-8（美保保育園内） 10 10 5 6 0 1 32
みほっこ第４児童クラブ 美 保 小 学 校 吉成 2 丁目 13-8（美保保育園内） 7 16 5 9 1 1 39
ちゃれんじ児童クラブ第２ 城 北 小 学 校 田園町 4 丁目 324 9 11 10 9 4 2 45
とくよしポケットクラブ１組 浜 坂 小 学 校 浜坂 1 丁目 14-1 0 29 0 5 3 0 37
元気っ子児童クラブ２組 稲葉山小学校 卯垣 2 丁目 657 12 15 9 5 0 3 44
どんぐり第２児童クラブ 若葉台小学校 若葉台南 2 丁目 17-1 8 12 9 5 5 1 40
とくよしポケットクラブ２組 浜 坂 小 学 校 浜坂 1 丁目 14-1 17 0 20 0 0 0 37
け や き 児 童 ク ラ ブ 湖 山 小 学 校 湖山町北 1 丁目 664 3 17 7 7 5 3 42
み ら い 児 童 ク ラ ブ 久 松 小 学 校 東町 2 丁目 201 0 7 15 14 1 0 37
はとっ子児童クラブ２組 醇 風 小 学 校 西町 5 丁目 353 0 0 11 7 1 0 19
みつばち児童クラブ西町教室 鳥大附属小学校 西町 1 丁目 202（ミタニビル 1 階） 25 18 0 0 0 0 43
岩倉ひまわり児童クラブ３組 岩 倉 小 学 校 立川町 7 丁目 110 0 0 29 0 0 0 29
浜村児童クラブきいろ教室 浜 村 小 学 校 気高町新町 1 丁目 86（専用施設） 0 32 0 0 0 0 32
かすみのさと児童クラブ 鳥大附属小学校 湖山町南 1 丁目 336 8 10 8 12 4 4 46
富桑くわのみ児童クラブ２組 富 桑 小 学 校 西品治 134 0 8 16 0 0 0 24
ぽ ら ん 児 童 ク ラ ブ 湖 山 小 学 校 湖山町北 6 丁目 671 2 6 2 5 1 3 19
みつばち児童クラブ湖山教室 鳥大附属小学校 湖山町南 1 丁目 773-2 15 8 10 7 4 3 47
くるみ第二児童クラブ 大 正 小 学 校 古海 291-3 0 0 18 12 2 0 32
みつばち児童クラブ公園前教室 鳥大附属小学校 西町 2 丁目 109（津田ビル 2 階） 0 0 25 12 21 4 62
岩倉ひまわり児童クラブ４組 岩 倉 小 学 校 立川町 7 丁目 110 0 0 0 17 0 0 17
こ や ま 児 童 ク ラ ブ 湖 山 小 学 校 湖山町南 1 丁目 656 10 1 0 0 0 0 11
合 計（78 ク ラ ブ ） 847 886 693 425 251 98 3,200

⑵　放課後子ども教室学年別人員表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （令和６年６月１日現在）

放 課 後 子 ど も
教 室 の 名 称 学　校　名 所　　在　　地

学　年　別　人　員
小学 中学

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 １年 ２年 ３年 計
東郷放課後子ども教室 東郷小学校 篠坂 6-1 4 3 5 7 2 8 0 0 0 29
明治やまびこ子ども教室 明治小学校 松上 159 0 2 4 5 1 8 0 0 0 20
久松放課後子ども教室 久松小学校 東町 2 丁目 201 8 11 6 8 3 4 0 0 0 40
逢坂放課後子ども教室 逢坂小学校 気高町山宮 369-2 1 3 0 4 2 4 0 0 0 14
合 計（ ４ 教 室 ） 13 19 15 24 8 24 0 0 0 103
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中学校・義務教育学校卒業生の進路状況 （令和５年３月末）

（１）　卒業生徒数

男　　　　　子 819人

女　　　　　子 759人

計 1, 578人

（２）　進 学 状 況

区　　　　　分 男 女 計 卒業者中の割合

公 立 全 日 制 高 校 549人 482人 1, 031人 65. 3%

私　　 立　　 高　　 校 173人 209人 382人 24. 2%

米　　 子　　 高　　 専 7人 6人 13人 0. 8%

県内定時制・通信制高校 36人 41人 77人 4. 9%

盲 ・ 聾 ・ 養 の 高 等 部 9人 4人 13人 0. 8%

県　 外　 高 校、 高 専 29人 7人 36人 2. 3%

教 育 訓 練 機 関 等 0人 2人 2人 0. 0%

計 803人 751人 1, 554人 98. 4%

（３）　就職、その他の状況

区　　　　　分 男 女 計 卒業者中の割合

就 職 者 9人 3人 12人 0. 7%

そ の 他 8人 4人 12人 0. 8%

計 17人 7人 24人 1. 5%

学　校　給　食

　学校における食育の推進などの観点で平成21年４月から学校給食法が改正施行され、「生きた教材」と

しての学校給食の重要性を踏まえ、生きる力の育成を基本に、保健・安全・給食が一体となった健康教育
と食の指導・推進を図っている。
　また、衛生指導・給食の充実を図るとともに、栄養とバランスのとれた食事を工夫し、成長期にある児
童・生徒の健康増進と体力の向上を図り、食事マナー等の習得と、楽しい食事環境づくりに努めている。

１．学校給食実施状況

　小学校39校、中学校13校、義務教育学校４校、幼稚園１園、県立学校２校で完全給食を実施している。

児童生徒の相談・支援体制

　　　

　　　

　　　　

　　

　　　

児童生徒の相談・支援体制

鳥取市いじめ防止対策推進委員会
平成２６年度に設置

法律・医療・心理・児童相談等の専門家で協議

鳥取市不登校対策専門委員会
平成元年度に「鳥取市学校不適応対策委員会」
として設置

医療・心理・児童相談等の専門家で協議

専門機関

市小・中学校
生徒指導連盟

東部小教研
生徒指導部会

市中教振
生徒指導部会

不登校・いじめの未然防止と対応・支援

指導・助言

調査

・

助言

・

相談

●教育相談コーディネーター（ＣＯ教員）
●スクールカウンセラー

（中学校区・義務教育学校に県より配置）

○児童生徒相談員（小・中学校）
○特別支援教育支援員
○校内サポート教室（県より３中学校に配置）
○学校生活適応支援員（県より７小学校に配置）

校内不登校対策委員会・校内いじめ防止対策委員会

中学校区不登校対策委員会

鳥取市立小・中・義務教育学校

●サポートルーム 「すなはま」「レインボー」
「かわはら」「懐」
「オンラインサポートルーム」

●教職員研修

市教育委員会事務局 学校教育課総合教育センター

関係機関連携

スクールソーシャ

ルワーカー（ＳＳＷ）

指導・助言

支援

・

相談

指導

・

助言

指導

・

助言

●鳥取県教育委員会いじめ・
　 不登校総合対策センター
　（ハートフルスペース含む)
●鳥取県福祉相談センター
　（中央児童相談所）
●子ども家庭支援センター「希望館」
●「エール」発達障がい者支援センター
●病院・医院・診療所
●鳥取・浜村・智頭警察署
●東部少年サポートセンター
●鳥取少年鑑別所・
　　　　　　法務少年支援センター
●市少年愛護センター
●大学等
●鳥取こども学園希望館
●フリースクール（すてっぷ、ちゃれすくーる、
　 まなび～馬、フリースクールほとり）
●こども家庭局こども未来課
●こども家庭局幼児保育課
●こども家庭局こども家庭センター
　（要保護児童対策地域協議会事務局）
●こども家庭局こども発達支援センター
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中学校・義務教育学校卒業生の進路状況 （令和５年３月末）

（１）　卒業生徒数

男　　　　　子 819人

女　　　　　子 759人

計 1, 578人

（２）　進 学 状 況

区　　　　　分 男 女 計 卒業者中の割合

公 立 全 日 制 高 校 549人 482人 1, 031人 65. 3%

私　　 立　　 高　　 校 173人 209人 382人 24. 2%

米　　 子　　 高　　 専 7人 6人 13人 0. 8%

県内定時制・通信制高校 36人 41人 77人 4. 9%

盲 ・ 聾 ・ 養 の 高 等 部 9人 4人 13人 0. 8%

県　 外　 高 校、 高 専 29人 7人 36人 2. 3%

教 育 訓 練 機 関 等 0人 2人 2人 0. 0%

計 803人 751人 1, 554人 98. 4%

（３）　就職、その他の状況

区　　　　　分 男 女 計 卒業者中の割合

就 職 者 9人 3人 12人 0. 7%

そ の 他 8人 4人 12人 0. 8%

計 17人 7人 24人 1. 5%

学　校　給　食

　学校における食育の推進などの観点で平成21年４月から学校給食法が改正施行され、「生きた教材」と

しての学校給食の重要性を踏まえ、生きる力の育成を基本に、保健・安全・給食が一体となった健康教育
と食の指導・推進を図っている。
　また、衛生指導・給食の充実を図るとともに、栄養とバランスのとれた食事を工夫し、成長期にある児
童・生徒の健康増進と体力の向上を図り、食事マナー等の習得と、楽しい食事環境づくりに努めている。

１．学校給食実施状況

　小学校39校、中学校13校、義務教育学校４校、幼稚園１園、県立学校２校で完全給食を実施している。
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公 立 全 日 制 高 校 549人 482人 1, 031人 65. 3%

私　　 立　　 高　　 校 173人 209人 382人 24. 2%

米　　 子　　 高　　 専 7人 6人 13人 0. 8%

県内定時制・通信制高校 36人 41人 77人 4. 9%

盲 ・ 聾 ・ 養 の 高 等 部 9人 4人 13人 0. 8%

県　 外　 高 校、 高 専 29人 7人 36人 2. 3%

教 育 訓 練 機 関 等 0人 2人 2人 0. 0%

計 803人 751人 1, 554人 98. 4%

（３）　就職、その他の状況

区　　　　　分 男 女 計 卒業者中の割合

就 職 者 9人 3人 12人 0. 7%

そ の 他 8人 4人 12人 0. 8%

計 17人 7人 24人 1. 5%

学　校　給　食

　学校における食育の推進などの観点で平成21年４月から学校給食法が改正施行され、「生きた教材」と

しての学校給食の重要性を踏まえ、生きる力の育成を基本に、保健・安全・給食が一体となった健康教育
と食の指導・推進を図っている。
　また、衛生指導・給食の充実を図るとともに、栄養とバランスのとれた食事を工夫し、成長期にある児
童・生徒の健康増進と体力の向上を図り、食事マナー等の習得と、楽しい食事環境づくりに努めている。

１．学校給食実施状況

　小学校39校、中学校13校、義務教育学校４校、幼稚園１園、県立学校２校で完全給食を実施している。
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中学校・義務教育学校卒業生の進路状況 （令和５年３月末）

（１）　卒業生徒数

男　　　　　子 819人

女　　　　　子 759人

計 1, 578人

（２）　進 学 状 況

区　　　　　分 男 女 計 卒業者中の割合

公 立 全 日 制 高 校 549人 482人 1, 031人 65. 3%

私　　 立　　 高　　 校 173人 209人 382人 24. 2%

米　　 子　　 高　　 専 7人 6人 13人 0. 8%

県内定時制・通信制高校 36人 41人 77人 4. 9%

盲 ・ 聾 ・ 養 の 高 等 部 9人 4人 13人 0. 8%

県　 外　 高 校、 高 専 29人 7人 36人 2. 3%

教 育 訓 練 機 関 等 0人 2人 2人 0. 0%

計 803人 751人 1, 554人 98. 4%

（３）　就職、その他の状況

区　　　　　分 男 女 計 卒業者中の割合

就 職 者 9人 3人 12人 0. 7%

そ の 他 8人 4人 12人 0. 8%

計 17人 7人 24人 1. 5%

学　校　給　食

　学校における食育の推進などの観点で平成21年４月から学校給食法が改正施行され、「生きた教材」と

しての学校給食の重要性を踏まえ、生きる力の育成を基本に、保健・安全・給食が一体となった健康教育
と食の指導・推進を図っている。
　また、衛生指導・給食の充実を図るとともに、栄養とバランスのとれた食事を工夫し、成長期にある児
童・生徒の健康増進と体力の向上を図り、食事マナー等の習得と、楽しい食事環境づくりに努めている。

１．学校給食実施状況

　小学校39校、中学校13校、義務教育学校４校、幼稚園１園、県立学校２校で完全給食を実施している。

中学校・義務教育学校卒業生の進路状況（令和６年３月末）

⑵　進 学 状 況

区　　　　　 分 男 女 計 卒業者中の割合

公 立 全 日 制 高 校 513人 467人 980人 66.1%

私 立 高 校 170人 173人 343人 23.1%

米 子 高 専 10人 5人 15人 1.0%

県内定時制・通信制高校 39人 33人 72人 4.9%

盲・ 聾・ 養 の 高 等 部 7人 8人 15人 1.0%

県 外 高 校、 高 専 24人 9人 33人 2.2%

教 育 訓 練 機 関 等 0人 0人 0人 0.0%

計 763人 695人 1,458人 98.3%

⑶　就職、その他の状況

区　　　　　 分 男 女 計 卒業者中の割合

就　　　 職　　　 者 1人 1人 2人 0.1%

そ　　　 の　　　 他 14人 9人 23人 1.6%

計 15人 10人 25人 1.7%

⑴　卒業生徒数

男　　　　　　　 子 778人

女　　　　　　　 子 705人

計 1,483人

学　校　給　食
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中学校・義務教育学校卒業生の進路状況 （令和５年３月末）

（１）　卒業生徒数

男　　　　　子 819人

女　　　　　子 759人

計 1, 578人

（２）　進 学 状 況

区　　　　　分 男 女 計 卒業者中の割合

公 立 全 日 制 高 校 549人 482人 1, 031人 65. 3%

私　　 立　　 高　　 校 173人 209人 382人 24. 2%

米　　 子　　 高　　 専 7人 6人 13人 0. 8%

県内定時制・通信制高校 36人 41人 77人 4. 9%

盲 ・ 聾 ・ 養 の 高 等 部 9人 4人 13人 0. 8%

県　 外　 高 校、 高 専 29人 7人 36人 2. 3%

教 育 訓 練 機 関 等 0人 2人 2人 0. 0%

計 803人 751人 1, 554人 98. 4%

（３）　就職、その他の状況

区　　　　　分 男 女 計 卒業者中の割合

就 職 者 9人 3人 12人 0. 7%

そ の 他 8人 4人 12人 0. 8%

計 17人 7人 24人 1. 5%

学　校　給　食

　学校における食育の推進などの観点で平成21年４月から学校給食法が改正施行され、「生きた教材」と

しての学校給食の重要性を踏まえ、生きる力の育成を基本に、保健・安全・給食が一体となった健康教育
と食の指導・推進を図っている。
　また、衛生指導・給食の充実を図るとともに、栄養とバランスのとれた食事を工夫し、成長期にある児
童・生徒の健康増進と体力の向上を図り、食事マナー等の習得と、楽しい食事環境づくりに努めている。

１．学校給食実施状況

　小学校39校、中学校13校、義務教育学校４校、幼稚園１園、県立学校２校で完全給食を実施している。
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（１）　卒業生徒数

男　　　　　子 819人

女　　　　　子 759人

計 1, 578人

（２）　進 学 状 況

区　　　　　分 男 女 計 卒業者中の割合

公 立 全 日 制 高 校 549人 482人 1, 031人 65. 3%

私　　 立　　 高　　 校 173人 209人 382人 24. 2%

米　　 子　　 高　　 専 7人 6人 13人 0. 8%

県内定時制・通信制高校 36人 41人 77人 4. 9%

盲 ・ 聾 ・ 養 の 高 等 部 9人 4人 13人 0. 8%

県　 外　 高 校、 高 専 29人 7人 36人 2. 3%

教 育 訓 練 機 関 等 0人 2人 2人 0. 0%

計 803人 751人 1, 554人 98. 4%

（３）　就職、その他の状況

区　　　　　分 男 女 計 卒業者中の割合

就 職 者 9人 3人 12人 0. 7%

そ の 他 8人 4人 12人 0. 8%

計 17人 7人 24人 1. 5%

学　校　給　食

　学校における食育の推進などの観点で平成21年４月から学校給食法が改正施行され、「生きた教材」と

しての学校給食の重要性を踏まえ、生きる力の育成を基本に、保健・安全・給食が一体となった健康教育
と食の指導・推進を図っている。
　また、衛生指導・給食の充実を図るとともに、栄養とバランスのとれた食事を工夫し、成長期にある児
童・生徒の健康増進と体力の向上を図り、食事マナー等の習得と、楽しい食事環境づくりに努めている。

１．学校給食実施状況

　小学校39校、中学校13校、義務教育学校４校、幼稚園１園、県立学校２校で完全給食を実施している。
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体　育　施　設 （令和５年６月１日現在）

（１）　社会体育施設の状況

　屋 内 体 育 施 設・・・・・　51件

　屋 外 体 育 施 設・・・・・　57件

　う ち

　指 定 管 理 施 設・・・・・　36件

　地 区 体 育 館・・・・・　35件

※詳細については、教育要覧をご覧ください。  

（２）　スポーツ推進審議会〔任期　令和5年8月1日～令和7年7月31日の予定〕

氏　　　　　名 所　　　　　属

林　　　  昭　 男 学 識 経 験 者

岸　　　  隆　 広 学 識 経 験 者

新　 田　 明　 彦 鳥 取 市 体 育 協 会

清　 水　 秀　 満 鳥 取 市 地 域 体 育 会 連 合 会

小　 林　 啓　 二 鳥 取 市 中 学 校 体 育 連 盟

武　 林　 真　 理 鳥 取 市 小 学 校 体 育 連 盟

𠮷𠮷𠮷 村　 雅　 子 鳥 取 市 社 会 福 祉 協 議 会

上　 田　 秀　 美 鳥 取 市 ス ポ ー ツ 推 進 委 員 協 議 会

後　 藤　 裕　 明 鳥 取 県 障 が い 者 ス ポ ー ツ 協 会

森　 田　 明　 美 社 会 福 祉 法 人 鳥 取 福 祉 会

山　 根　 滋　 子 鳥 取 市 連 合 婦 人 会

桃　 木　 万　 智 公 　 募 　 委 　 員

石　 谷　 依 利 子 公 　 募 　 委 　 員

委 　 　 員 　 　 数 13名
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体　育　施　設 （令和５年６月１日現在）

（１）　社会体育施設の状況

　屋 内 体 育 施 設・・・・・　51件

　屋 外 体 育 施 設・・・・・　57件

　う ち

　指 定 管 理 施 設・・・・・　36件

　地 区 体 育 館・・・・・　35件

※詳細については、教育要覧をご覧ください。  

（２）　スポーツ推進審議会〔任期　令和5年8月1日～令和7年7月31日の予定〕

氏　　　　　名 所　　　　　属

林　　　  昭　 男 学 識 経 験 者

岸　　　  隆　 広 学 識 経 験 者

新　 田　 明　 彦 鳥 取 市 体 育 協 会

清　 水　 秀　 満 鳥 取 市 地 域 体 育 会 連 合 会

小　 林　 啓　 二 鳥 取 市 中 学 校 体 育 連 盟

武　 林　 真　 理 鳥 取 市 小 学 校 体 育 連 盟

𠮷𠮷𠮷 村　 雅　 子 鳥 取 市 社 会 福 祉 協 議 会

上　 田　 秀　 美 鳥 取 市 ス ポ ー ツ 推 進 委 員 協 議 会

後　 藤　 裕　 明 鳥 取 県 障 が い 者 ス ポ ー ツ 協 会

森　 田　 明　 美 社 会 福 祉 法 人 鳥 取 福 祉 会

山　 根　 滋　 子 鳥 取 市 連 合 婦 人 会

桃　 木　 万　 智 公 　 募 　 委 　 員

石　 谷　 依 利 子 公 　 募 　 委 　 員

委 　 　 員 　 　 数 13名

（令和６年５月１日現在）

区 分

配　　　送　　　先
所長等
職員数
( 人 )

備　考小学校 中学校 義務教育学校

校数
(校)

給食数
(食／日)

校数
(校)

給食数
(食／日)

校数
(校)

給食数
(食／日)

第一学校給食
センター 11 2,827 4 1,349 5 

委託：
(公財)鳥取市
学校給食会

第二学校給食
センター 11 2,638 3 1,619 1 187 5 

湖東学校給食
センター 5 1,753 1 609 1 128 5 

国府学校給食
センター 2 312 1 154 1 202 3 

委託：
(株)メフォス

河原学校給食
センター 5 392 2 251 2 

委託：
(公財)鳥取市
学校給食会

気高学校給食
センター 4 366 1 177 2 

鹿野学校給食
センター 1 227 2 

青谷学校給食
センター 1 166 1 75 2 

計 39 8,454 13 4,234 4 744 26

資料）学校保健給食課
詳細については教育要覧をご覧ください。
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体　育　施　設 （令和５年６月１日現在）

（１）　社会体育施設の状況

　屋 内 体 育 施 設・・・・・　51件

　屋 外 体 育 施 設・・・・・　57件

　う ち

　指 定 管 理 施 設・・・・・　36件

　地 区 体 育 館・・・・・　35件

※詳細については、教育要覧をご覧ください。  

（２）　スポーツ推進審議会〔任期　令和5年8月1日～令和7年7月31日の予定〕

氏　　　　　名 所　　　　　属

林　　　  昭　 男 学 識 経 験 者

岸　　　  隆　 広 学 識 経 験 者

新　 田　 明　 彦 鳥 取 市 体 育 協 会

清　 水　 秀　 満 鳥 取 市 地 域 体 育 会 連 合 会

小　 林　 啓　 二 鳥 取 市 中 学 校 体 育 連 盟

武　 林　 真　 理 鳥 取 市 小 学 校 体 育 連 盟

𠮷𠮷𠮷 村　 雅　 子 鳥 取 市 社 会 福 祉 協 議 会

上　 田　 秀　 美 鳥 取 市 ス ポ ー ツ 推 進 委 員 協 議 会

後　 藤　 裕　 明 鳥 取 県 障 が い 者 ス ポ ー ツ 協 会

森　 田　 明　 美 社 会 福 祉 法 人 鳥 取 福 祉 会

山　 根　 滋　 子 鳥 取 市 連 合 婦 人 会

桃　 木　 万　 智 公 　 募 　 委 　 員

石　 谷　 依 利 子 公 　 募 　 委 　 員

委 　 　 員 　 　 数 13名
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体　育　施　設 （令和５年６月１日現在）

（１）　社会体育施設の状況

　屋 内 体 育 施 設・・・・・　51件

　屋 外 体 育 施 設・・・・・　57件

　う ち

　指 定 管 理 施 設・・・・・　36件

　地 区 体 育 館・・・・・　35件

※詳細については、教育要覧をご覧ください。  

（２）　スポーツ推進審議会〔任期　令和5年8月1日～令和7年7月31日の予定〕

氏　　　　　名 所　　　　　属

林　　　  昭　 男 学 識 経 験 者

岸　　　  隆　 広 学 識 経 験 者

新　 田　 明　 彦 鳥 取 市 体 育 協 会

清　 水　 秀　 満 鳥 取 市 地 域 体 育 会 連 合 会

小　 林　 啓　 二 鳥 取 市 中 学 校 体 育 連 盟

武　 林　 真　 理 鳥 取 市 小 学 校 体 育 連 盟

𠮷𠮷𠮷 村　 雅　 子 鳥 取 市 社 会 福 祉 協 議 会

上　 田　 秀　 美 鳥 取 市 ス ポ ー ツ 推 進 委 員 協 議 会

後　 藤　 裕　 明 鳥 取 県 障 が い 者 ス ポ ー ツ 協 会

森　 田　 明　 美 社 会 福 祉 法 人 鳥 取 福 祉 会

山　 根　 滋　 子 鳥 取 市 連 合 婦 人 会

桃　 木　 万　 智 公 　 募 　 委 　 員

石　 谷　 依 利 子 公 　 募 　 委 　 員

委 　 　 員 　 　 数 13名
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体　育　施　設 （令和５年６月１日現在）

（１）　社会体育施設の状況

　屋 内 体 育 施 設・・・・・　51件

　屋 外 体 育 施 設・・・・・　57件

　う ち

　指 定 管 理 施 設・・・・・　36件

　地 区 体 育 館・・・・・　35件

※詳細については、教育要覧をご覧ください。  

（２）　スポーツ推進審議会〔任期　令和5年8月1日～令和7年7月31日の予定〕

氏　　　　　名 所　　　　　属

林　　　  昭　 男 学 識 経 験 者

岸　　　  隆　 広 学 識 経 験 者

新　 田　 明　 彦 鳥 取 市 体 育 協 会

清　 水　 秀　 満 鳥 取 市 地 域 体 育 会 連 合 会

小　 林　 啓　 二 鳥 取 市 中 学 校 体 育 連 盟

武　 林　 真　 理 鳥 取 市 小 学 校 体 育 連 盟

𠮷𠮷𠮷 村　 雅　 子 鳥 取 市 社 会 福 祉 協 議 会

上　 田　 秀　 美 鳥 取 市 ス ポ ー ツ 推 進 委 員 協 議 会

後　 藤　 裕　 明 鳥 取 県 障 が い 者 ス ポ ー ツ 協 会

森　 田　 明　 美 社 会 福 祉 法 人 鳥 取 福 祉 会

山　 根　 滋　 子 鳥 取 市 連 合 婦 人 会

桃　 木　 万　 智 公 　 募 　 委 　 員

石　 谷　 依 利 子 公 　 募 　 委 　 員

委 　 　 員 　 　 数 13名12名

体　育　施　設（令和６年６月１日現在）
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体　育　施　設 （令和５年６月１日現在）

（１）　社会体育施設の状況

　屋 内 体 育 施 設・・・・・　51件

　屋 外 体 育 施 設・・・・・　57件

　う ち

　指 定 管 理 施 設・・・・・　36件

　地 区 体 育 館・・・・・　35件

※詳細については、教育要覧をご覧ください。  

（２）　スポーツ推進審議会〔任期　令和5年8月1日～令和7年7月31日の予定〕

氏　　　　　名 所　　　　　属

林　　　  昭　 男 学 識 経 験 者

岸　　　  隆　 広 学 識 経 験 者

新　 田　 明　 彦 鳥 取 市 体 育 協 会

清　 水　 秀　 満 鳥 取 市 地 域 体 育 会 連 合 会

小　 林　 啓　 二 鳥 取 市 中 学 校 体 育 連 盟

武　 林　 真　 理 鳥 取 市 小 学 校 体 育 連 盟

𠮷𠮷𠮷 村　 雅　 子 鳥 取 市 社 会 福 祉 協 議 会

上　 田　 秀　 美 鳥 取 市 ス ポ ー ツ 推 進 委 員 協 議 会

後　 藤　 裕　 明 鳥 取 県 障 が い 者 ス ポ ー ツ 協 会

森　 田　 明　 美 社 会 福 祉 法 人 鳥 取 福 祉 会

山　 根　 滋　 子 鳥 取 市 連 合 婦 人 会

桃　 木　 万　 智 公 　 募 　 委 　 員

石　 谷　 依 利 子 公 　 募 　 委 　 員

委 　 　 員 　 　 数 13名

49
58

38
30
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団　　体　　名 会　　　長 理　事　長 事務担当者

ス ポ ー ツ 少 年 団 尾 室 高 志 ― 谷 田 侑 真

小 学 校 体 育 連 盟 濱　橋　寿　一 都 宮　 哲 哉 戸　田　真太郎

中 学 校 体 育 連 盟 小　林　啓　二 久 住 　 茂 田 中　 信 行

ア ー チ ェ リ ー 協 会 上 杉 栄 一 安　治　直　人 安 治 直 人

ゲ ー ト ボ ー ル 協 会 西 村 為 吉 出 村 昭 一 出 村 昭 一

ス ケ ー ト 連 盟 林 田 房 雄 岡 本 哲 彦 加 藤 淳 江

ロ ー イ ン グ 協 会 岩　﨑　陽　一 田 中 忠 義 狩　野　永　治

少 林 寺 拳 法 協 会 佐 々 木 紘 一 土 堂 　 誠 土 堂 　 誠

グ ラ ウ ン ド・ ゴ ル フ 協 会 稲　墻　正　昭 山　根　俊　博 熊 中 誠 二

な ぎ な た 連 盟 西　垣　由喜恵 太 田 　 縁
太 田 史 夏

田 中 庸 子

ペ タ ン ク 協 会 村 山 　 繁 森　本　範　昭 福 井 　 靖

バ ウ ン ス ボ ー ル 協 会 轟 　 義 友 轟 　 義 友 西 原 理 恵

ド ッ ジ ボ ー ル 協 会 坂　野　経三郎 永　見　洋　子 永　見　洋　子

ボ ウ リ ン グ 連 盟 吉 野 恭 介 森 　 修 治 森 　 和 美

（２）　鳥取市地域体育会連合会

　市民相互の親睦と健全なスポーツレクリエーション活動の振興を図り、地域社会体育の発展に貢献す

ることを目的に59地区体育会により組織されている。

　　　　会　　長　　清　水　秀　満

　　　　副 会 長　　闥　木　　　豊　　　伴　　　俊　夫

　　　　事務局長　　須　﨑　ひとみ（生涯学習・スポーツ課長）

　　　●主な活動状況

　　　　・市民体育祭の参加

　　　　・各地区体育祭の開催

　　　　・学校体育施設開放の実施

（３）　鳥取市スポーツ少年団

　スポーツ活動を行う小・中学校生等の団員で構成される団体が、市・県及び日本スポーツ少年団本部

への登録をしているものである。　　　

　　　スポーツ少年団本部

　　　　本 部 長　　尾　室　高　志（教育長）

　　　　副本部長　　須　﨑　ひとみ（生涯学習・スポーツ課長）

　　　　令和４年度の単位団及び団員数　17単位団　411人

　　　●主な活動状況

　　　　・各種研修等参加

　　　　・全国、中国、県スポーツ少年団交流大会参加
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体　育　団　体

（１）　鳥取市体育協会

　構　　成　　32競技団体、体育団体及び８町支部により構成

　主な活動　　・市民体育祭の主管

　　　　　　　・各種目別競技大会等の開催、研修会、講習会教室の開催

　　　　　　　・選手養成及び強化

　　役 職 名　会　　長　　　深　澤　義　彦（市長） 用瀬町支部長　西　村　清太郎

　　　　　　　副 会 長　　　筒　井　　　実 佐治町支部長　田　中　早　雄

　　　　　　　　 〃 　　　　新　田　明　彦 気高町支部長　地　原　忠　実

　　　　　　　　 〃 　　　　岡　田　信　俊 鹿野町支部長　井　伊　美　高

　　　　　　　理 事 長　　　尾　室　高　志（教育長） 青谷町支部長　中　島　規　夫

　　　　　　　国府町支部長　野　村　政　憲 事務局（生涯学習・スポーツ課内）

　　　　　　　福部町支部長　中　西　重　康 　　　　書記　井　上　智　恵

　　　　　　　河原町支部長　山　田　延　孝 　　　　

種目別団体及び役職員

団　　体　　名 会　　　長 理　事　長 事務担当者

陸 上 競 技 協 会 濱 崎 晋 一 佐々木　伸　顕 佐々木　伸　顕

バ ス ケ ッ ト ボ ー ル 協 会 小 倉 健 一 渡　部　和　亮 渡 部 和 亮

軟 式 野 球 協 会 筒 井 　 実 松 田 金 幸 松 田 金 幸

バ レ ー ボ ー ル 協 会 岡 田 信 俊 田　村　昌　三 中 原 真 樹

卓 球 協 会 中　村　茂　樹 木 村 満 基 徳　吉　哲　夫

ソ フ ト テ ニ ス 協 会 田 中 一 雄 泉　　　 和　 秀 池 本 正 紀

体 操 協 会 魚　 崎　　　 勇 加 藤 昭 二 酒 本 伸 也

柔 道 協 会 長 砂 博 史 谷 口 秀 雄 南 條 芳 浩

剣 道 連 盟 山 中 洋 介 久 住 　 茂 石 井 　 明

相 撲 連 盟 海　村　信一郎 鈴 木 雄 一 鈴 木 雄 一

水 泳 協 会 竹　内　泰　二 上 田 秀 美 日下部　みどり

バ ド ミ ン ト ン 協 会 浜 橋 喜 幸 矢 部 典 裕 矢 部 典 裕

弓 道 協 会 谷 口 嘉 章 中 口 　 寛 下 田 　 史

ソ フ ト ボ ー ル 協 会 長 坂 則 翁 平 田 尚 伸 川 崎 　 操

サ ッ カ ー 協 会 佐々木　　　守 金　本　勝　彦 金 本 勝 彦

テ ニ ス 協 会 朝　倉　俊　一 漆　原　和　弘 橋 本 　 修

鳥 取 市 地 域 体 育 会 連 合 会 清　水　秀　満 須  﨑　ひとみ 山 﨑 義 寛

ス ポ ー ツ 推 進 委 員 協 議 会 上 田 秀 美 須  﨑　ひとみ 谷 田 侑 真
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団　　体　　名 会　　　長 理　事　長 事務担当者

ス ポ ー ツ 少 年 団 尾 室 高 志 ― 谷 田 侑 真

小 学 校 体 育 連 盟 濱　橋　寿　一 都 宮　 哲 哉 戸　田　真太郎

中 学 校 体 育 連 盟 小　林　啓　二 久 住 　 茂 田 中　 信 行

ア ー チ ェ リ ー 協 会 上 杉 栄 一 安　治　直　人 安 治 直 人

ゲ ー ト ボ ー ル 協 会 西 村 為 吉 出 村 昭 一 出 村 昭 一

ス ケ ー ト 連 盟 林 田 房 雄 岡 本 哲 彦 加 藤 淳 江

ロ ー イ ン グ 協 会 岩　﨑　陽　一 田 中 忠 義 狩　野　永　治

少 林 寺 拳 法 協 会 佐 々 木 紘 一 土 堂 　 誠 土 堂 　 誠

グ ラ ウ ン ド・ ゴ ル フ 協 会 稲　墻　正　昭 山　根　俊　博 熊 中 誠 二
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ることを目的に59地区体育会により組織されている。

　　　　会　　長　　清　水　秀　満
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　　　●主な活動状況

　　　　・市民体育祭の参加

　　　　・各地区体育祭の開催
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（３）　鳥取市スポーツ少年団
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柔 道 協 会 長 砂 博 史 谷 口 秀 雄 南 條 芳 浩
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ス ポ ー ツ 推 進 委 員 協 議 会 上 田 秀 美 須  﨑　ひとみ 谷 田 侑 真
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団　　体　　名 会　　　長 理　事　長 事務担当者

ス ポ ー ツ 少 年 団 尾 室 高 志 ― 谷 田 侑 真

小 学 校 体 育 連 盟 濱　橋　寿　一 都 宮　 哲 哉 戸　田　真太郎
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ア ー チ ェ リ ー 協 会 上 杉 栄 一 安　治　直　人 安 治 直 人

ゲ ー ト ボ ー ル 協 会 西 村 為 吉 出 村 昭 一 出 村 昭 一

ス ケ ー ト 連 盟 林 田 房 雄 岡 本 哲 彦 加 藤 淳 江

ロ ー イ ン グ 協 会 岩　﨑　陽　一 田 中 忠 義 狩　野　永　治

少 林 寺 拳 法 協 会 佐 々 木 紘 一 土 堂 　 誠 土 堂 　 誠

グ ラ ウ ン ド・ ゴ ル フ 協 会 稲　墻　正　昭 山　根　俊　博 熊 中 誠 二

な ぎ な た 連 盟 西　垣　由喜恵 太 田 　 縁
太 田 史 夏

田 中 庸 子

ペ タ ン ク 協 会 村 山 　 繁 森　本　範　昭 福 井 　 靖

バ ウ ン ス ボ ー ル 協 会 轟 　 義 友 轟 　 義 友 西 原 理 恵

ド ッ ジ ボ ー ル 協 会 坂　野　経三郎 永　見　洋　子 永　見　洋　子

ボ ウ リ ン グ 連 盟 吉 野 恭 介 森 　 修 治 森 　 和 美

（２）　鳥取市地域体育会連合会

　市民相互の親睦と健全なスポーツレクリエーション活動の振興を図り、地域社会体育の発展に貢献す

ることを目的に59地区体育会により組織されている。

　　　　会　　長　　清　水　秀　満

　　　　副 会 長　　闥　木　　　豊　　　伴　　　俊　夫

　　　　事務局長　　須　﨑　ひとみ（生涯学習・スポーツ課長）

　　　●主な活動状況

　　　　・市民体育祭の参加

　　　　・各地区体育祭の開催

　　　　・学校体育施設開放の実施

（３）　鳥取市スポーツ少年団

　スポーツ活動を行う小・中学校生等の団員で構成される団体が、市・県及び日本スポーツ少年団本部

への登録をしているものである。　　　

　　　スポーツ少年団本部

　　　　本 部 長　　尾　室　高　志（教育長）

　　　　副本部長　　須　﨑　ひとみ（生涯学習・スポーツ課長）

　　　　令和４年度の単位団及び団員数　17単位団　411人

　　　●主な活動状況

　　　　・各種研修等参加

　　　　・全国、中国、県スポーツ少年団交流大会参加

下　村　美由紀須　﨑　ひとみ
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少 林 寺 拳 法 協 会 佐 々 木 紘 一 土 堂 　 誠 土 堂 　 誠

グ ラ ウ ン ド・ ゴ ル フ 協 会 稲　墻　正　昭 山　根　俊　博 熊 中 誠 二

な ぎ な た 連 盟 西　垣　由喜恵 太 田 　 縁
太 田 史 夏

田 中 庸 子

ペ タ ン ク 協 会 村 山 　 繁 森　本　範　昭 福 井 　 靖
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ボ ウ リ ン グ 連 盟 吉 野 恭 介 森 　 修 治 森 　 和 美

（２）　鳥取市地域体育会連合会

　市民相互の親睦と健全なスポーツレクリエーション活動の振興を図り、地域社会体育の発展に貢献す

ることを目的に59地区体育会により組織されている。

　　　　会　　長　　清　水　秀　満

　　　　副 会 長　　闥　木　　　豊　　　伴　　　俊　夫

　　　　事務局長　　須　﨑　ひとみ（生涯学習・スポーツ課長）

　　　●主な活動状況

　　　　・市民体育祭の参加

　　　　・各地区体育祭の開催

　　　　・学校体育施設開放の実施

（３）　鳥取市スポーツ少年団

　スポーツ活動を行う小・中学校生等の団員で構成される団体が、市・県及び日本スポーツ少年団本部

への登録をしているものである。　　　

　　　スポーツ少年団本部

　　　　本 部 長　　尾　室　高　志（教育長）

　　　　副本部長　　須　﨑　ひとみ（生涯学習・スポーツ課長）

　　　　令和４年度の単位団及び団員数　17単位団　411人

　　　●主な活動状況

　　　　・各種研修等参加

　　　　・全国、中国、県スポーツ少年団交流大会参加
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（２）　鳥取市地域体育会連合会

　市民相互の親睦と健全なスポーツレクリエーション活動の振興を図り、地域社会体育の発展に貢献す

ることを目的に59地区体育会により組織されている。

　　　　会　　長　　清　水　秀　満

　　　　副 会 長　　闥　木　　　豊　　　伴　　　俊　夫

　　　　事務局長　　須　﨑　ひとみ（生涯学習・スポーツ課長）

　　　●主な活動状況

　　　　・市民体育祭の参加

　　　　・各地区体育祭の開催

　　　　・学校体育施設開放の実施
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　スポーツ活動を行う小・中学校生等の団員で構成される団体が、市・県及び日本スポーツ少年団本部

への登録をしているものである。　　　
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　　　　令和４年度の単位団及び団員数　17単位団　411人

　　　●主な活動状況

　　　　・各種研修等参加

　　　　・全国、中国、県スポーツ少年団交流大会参加
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（２）　鳥取市地域体育会連合会

　市民相互の親睦と健全なスポーツレクリエーション活動の振興を図り、地域社会体育の発展に貢献す

ることを目的に59地区体育会により組織されている。

　　　　会　　長　　清　水　秀　満

　　　　副 会 長　　闥　木　　　豊　　　伴　　　俊　夫

　　　　事務局長　　須　﨑　ひとみ（生涯学習・スポーツ課長）

　　　●主な活動状況

　　　　・市民体育祭の参加

　　　　・各地区体育祭の開催

　　　　・学校体育施設開放の実施

（３）　鳥取市スポーツ少年団

　スポーツ活動を行う小・中学校生等の団員で構成される団体が、市・県及び日本スポーツ少年団本部

への登録をしているものである。　　　

　　　スポーツ少年団本部

　　　　本 部 長　　尾　室　高　志（教育長）

　　　　副本部長　　須　﨑　ひとみ（生涯学習・スポーツ課長）

　　　　令和４年度の単位団及び団員数　17単位団　411人

　　　●主な活動状況

　　　　・各種研修等参加

　　　　・全国、中国、県スポーツ少年団交流大会参加

筧　　　一　郎

田　中　信　行

西　尾　理一郎 仲　村　　　敏
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―

土　堂　　　誠土　堂　　　誠

久　住　　　茂

轟　　　義　友

村　山　　　繁

轟　　　義　友

田　中　良　憲
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太　田　　　縁太　田　　　縁西　垣　由喜恵な ぎ な た 連 盟

森　　　修　治 森　　　和　美

福　井　　　靖
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鳥取市社会教育委員・公民館運営審議会委員・生涯学習推進協議会委員

任期：令和５年６月１日～令和７年５月31日（順不同、敬称略）

委　員　区　分 氏    　　名 所  　 属  　 等 備    　　考

学 校 教 育 関 係 者
葛　山　克　司 鳥取市小学校校長会 西郷小学校

吉　田　祐一郎 鳥取市中学校校長会 高草中学校

社 会 教 育 関 係 者

佐々木　ちゑ子 鳥取市連合婦人会

福　田　正　美 鳥取市自治連合会

新　田　明　彦 鳥取市体育協会

山　下　多恵子 鳥取市人権教育協議会

中　川　正　昭 鳥取市文化団体協議会

吉　田　和　行 鳥取市公民館連合会

家庭教育関係者
山　本　靖　裕 鳥取市小学校ＰＴＡ連合会

澤　　　　亨 鳥取市中学校ＰＴＡ連合会

学 識 経 験 者

岸　田　和　範 地域代表（鳥取北・東地区）

田　中　精　夫 地域代表（鳥取南地区）

長谷川　暁　美 地域代表（鳥取西地区）

公 募 委 員

牛　尾　柳一郎 公募

大　西　保　江 公募

藤　井　　　健 公募

青　少　年　教　育

（１）　ジュニアリーダー養成講座

　　小学５年生から中学２年生を対象に、ふれあい活動と仲間づくりを進めながら野外活動・創作活動

　等の体験活動を通して、企画力・指導力の養成、奉仕の精神などを培う。

（２）　ヤングリーダー育成事業

　　上記の講座を修了した者が引き続き活動を継続し、ジュニアの指導や地域行事に参加するなど促進

　を図り、自己を磨きながら地域のリーダーとして育つ活動を推進する。

（３）　小・中学生ものづくり出前講座（麒麟のまちアカデミー）

　　将来の鳥取市を担うものづくり人材の育成を目指して、市内の小･中学生を対象に、ものづくりア

　ドバイザーを派遣し、ものづくりに対する意識の啓発を図る。
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成　人　教　育

　麒麟のまち圏域の住民を対象とした生涯学習講座「麒麟のまちアカデミー」を開講し、圏域全体の生涯学習の活

性化や、学習機会の充実を図る。

（１）　尚徳大学（麒麟のまちアカデミー）

　　麒麟のまち圏域の高齢者に生涯学習を通じて生きがいを見出だし心豊かな人生を送ってもらうためお

　おむね 60 歳以上の高齢者を対象に尚徳大学（高齢者教室）を開設する一方、今まで培ってきた知識・

　技術の社会への還元を推進する。

（２）　教養コース・技能コース（麒麟のまちアカデミー）

　　麒麟のまち圏域の成人を対象に、社会が大きく変化する中で、それぞれの興味関心やニーズに応じ、

　仕事や生活で必要な知識や技能について、体系的な学習機会を提供するため、教養コース、技能コース

　からなる講座を開設する。

社 会 教 育 関 係 団 体

（順不同、敬称略）

団　　　体　　　名 事　　務　　所 代　　表　　者

市 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会 久　 松　 小　 学　 校　 内 玉　野　良　次

市 中 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会 江 山 学 園 内 山　本　賢　璋

市　 子　 ど　 も　 会　 連　 合　 会 市 社 会 福 祉 協 議 会 内 上　山　弘　子

市　 連　 合　 婦　 人　 会 市 男 女 共 同 参 画 課 内 佐々木　ちゑ子

青 少 年 育 成 鳥 取 市 民 会 議 市 教 委 生 涯 学 習 ・スポーツ課内 徳　吉　淳　一

市  公  民  館  連  合  会 市　 協　 働　 推　 進　 課　 内 吉　田　和　行

公　　民　　館

（１）　公民館活動の重点目標

①　公民館活動の強化・推進

ア　地区公民館は、生涯学習の拠点施設のほか、地域コミュニティの活動の拠点施設として位置付け

られていることから、生涯学習に関連する活動が地域コミュニティ活動につながるよう、地域に根

ざした公民館活動を展開する。

イ　学級・講座の充実と各種グループ・サークル等の育成に努めるとともに、社会教育関係機関・団

体との連携・協力を促進する。

ウ　学習した成果が地域に還元できる仕組みづくりの構築に努める。

エ　公民館運営委員会と緊密な連携を図り、住民の地域づくり活動を一層支援するよう努める。

オ　公民館活動の取り組みについて相互に研究討議を行い、地域の実態に即した活動を行う。

②　公民館統一活動目標

　近年の社会経済情勢の変化に伴い、市民の公民館に対する要求も次第に高度化・多様化している。

このため、公民館相互の連携がなければ効果的な運営が図れない実情などから、全市民的活動として

散岐浦　田　文　久

森　田　松　雄

山　本　隆　史

高　塚　　　薫

竹　内　　　潔 鳥取大学

川　口　有美子 鳥取環境大学
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鳥取市社会教育委員・公民館運営審議会委員・生涯学習推進協議会委員

任期：令和５年６月１日～令和７年５月31日（順不同、敬称略）

委　員　区　分 氏    　　名 所  　 属  　 等 備    　　考

学 校 教 育 関 係 者
葛　山　克　司 鳥取市小学校校長会 西郷小学校

吉　田　祐一郎 鳥取市中学校校長会 高草中学校

社 会 教 育 関 係 者

佐々木　ちゑ子 鳥取市連合婦人会

福　田　正　美 鳥取市自治連合会

新　田　明　彦 鳥取市体育協会

山　下　多恵子 鳥取市人権教育協議会

中　川　正　昭 鳥取市文化団体協議会

吉　田　和　行 鳥取市公民館連合会

家庭教育関係者
山　本　靖　裕 鳥取市小学校ＰＴＡ連合会

澤　　　　亨 鳥取市中学校ＰＴＡ連合会

学 識 経 験 者

岸　田　和　範 地域代表（鳥取北・東地区）

田　中　精　夫 地域代表（鳥取南地区）

長谷川　暁　美 地域代表（鳥取西地区）

公 募 委 員

牛　尾　柳一郎 公募

大　西　保　江 公募

藤　井　　　健 公募

青　少　年　教　育

（１）　ジュニアリーダー養成講座

　　小学５年生から中学２年生を対象に、ふれあい活動と仲間づくりを進めながら野外活動・創作活動

　等の体験活動を通して、企画力・指導力の養成、奉仕の精神などを培う。

（２）　ヤングリーダー育成事業

　　上記の講座を修了した者が引き続き活動を継続し、ジュニアの指導や地域行事に参加するなど促進

　を図り、自己を磨きながら地域のリーダーとして育つ活動を推進する。

（３）　小・中学生ものづくり出前講座（麒麟のまちアカデミー）

　　将来の鳥取市を担うものづくり人材の育成を目指して、市内の小･中学生を対象に、ものづくりア

　ドバイザーを派遣し、ものづくりに対する意識の啓発を図る。
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鳥取市社会教育委員・公民館運営審議会委員・生涯学習推進協議会委員

任期：令和５年６月１日～令和７年５月31日（順不同、敬称略）

委　員　区　分 氏    　　名 所  　 属  　 等 備    　　考

学 校 教 育 関 係 者
葛　山　克　司 鳥取市小学校校長会 西郷小学校

吉　田　祐一郎 鳥取市中学校校長会 高草中学校

社 会 教 育 関 係 者

佐々木　ちゑ子 鳥取市連合婦人会

福　田　正　美 鳥取市自治連合会

新　田　明　彦 鳥取市体育協会

山　下　多恵子 鳥取市人権教育協議会

中　川　正　昭 鳥取市文化団体協議会

吉　田　和　行 鳥取市公民館連合会

家庭教育関係者
山　本　靖　裕 鳥取市小学校ＰＴＡ連合会

澤　　　　亨 鳥取市中学校ＰＴＡ連合会

学 識 経 験 者

岸　田　和　範 地域代表（鳥取北・東地区）

田　中　精　夫 地域代表（鳥取南地区）

長谷川　暁　美 地域代表（鳥取西地区）

公 募 委 員

牛　尾　柳一郎 公募

大　西　保　江 公募

藤　井　　　健 公募

青　少　年　教　育

（１）　ジュニアリーダー養成講座

　　小学５年生から中学２年生を対象に、ふれあい活動と仲間づくりを進めながら野外活動・創作活動

　等の体験活動を通して、企画力・指導力の養成、奉仕の精神などを培う。

（２）　ヤングリーダー育成事業

　　上記の講座を修了した者が引き続き活動を継続し、ジュニアの指導や地域行事に参加するなど促進

　を図り、自己を磨きながら地域のリーダーとして育つ活動を推進する。

（３）　小・中学生ものづくり出前講座（麒麟のまちアカデミー）

　　将来の鳥取市を担うものづくり人材の育成を目指して、市内の小･中学生を対象に、ものづくりア

　ドバイザーを派遣し、ものづくりに対する意識の啓発を図る。
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鳥取市社会教育委員・公民館運営審議会委員・生涯学習推進協議会委員

任期：令和５年６月１日～令和７年５月31日（順不同、敬称略）

委　員　区　分 氏    　　名 所  　 属  　 等 備    　　考

学 校 教 育 関 係 者
葛　山　克　司 鳥取市小学校校長会 西郷小学校

吉　田　祐一郎 鳥取市中学校校長会 高草中学校

社 会 教 育 関 係 者

佐々木　ちゑ子 鳥取市連合婦人会

福　田　正　美 鳥取市自治連合会

新　田　明　彦 鳥取市体育協会

山　下　多恵子 鳥取市人権教育協議会

中　川　正　昭 鳥取市文化団体協議会

吉　田　和　行 鳥取市公民館連合会

家庭教育関係者
山　本　靖　裕 鳥取市小学校ＰＴＡ連合会

澤　　　　亨 鳥取市中学校ＰＴＡ連合会

学 識 経 験 者

岸　田　和　範 地域代表（鳥取北・東地区）

田　中　精　夫 地域代表（鳥取南地区）

長谷川　暁　美 地域代表（鳥取西地区）

公 募 委 員

牛　尾　柳一郎 公募

大　西　保　江 公募

藤　井　　　健 公募

青　少　年　教　育

（１）　ジュニアリーダー養成講座

　　小学５年生から中学２年生を対象に、ふれあい活動と仲間づくりを進めながら野外活動・創作活動

　等の体験活動を通して、企画力・指導力の養成、奉仕の精神などを培う。

（２）　ヤングリーダー育成事業

　　上記の講座を修了した者が引き続き活動を継続し、ジュニアの指導や地域行事に参加するなど促進

　を図り、自己を磨きながら地域のリーダーとして育つ活動を推進する。

（３）　小・中学生ものづくり出前講座（麒麟のまちアカデミー）

　　将来の鳥取市を担うものづくり人材の育成を目指して、市内の小･中学生を対象に、ものづくりア

　ドバイザーを派遣し、ものづくりに対する意識の啓発を図る。

青 少 年 教 育

鳥取市社会教育委員・生涯学習推進協議会委員
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鳥取市社会教育委員・公民館運営審議会委員・生涯学習推進協議会委員

任期：令和５年６月１日～令和７年５月31日（順不同、敬称略）

委　員　区　分 氏    　　名 所  　 属  　 等 備    　　考

学 校 教 育 関 係 者
葛　山　克　司 鳥取市小学校校長会 西郷小学校

吉　田　祐一郎 鳥取市中学校校長会 高草中学校

社 会 教 育 関 係 者

佐々木　ちゑ子 鳥取市連合婦人会

福　田　正　美 鳥取市自治連合会

新　田　明　彦 鳥取市体育協会

山　下　多恵子 鳥取市人権教育協議会

中　川　正　昭 鳥取市文化団体協議会

吉　田　和　行 鳥取市公民館連合会

家庭教育関係者
山　本　靖　裕 鳥取市小学校ＰＴＡ連合会

澤　　　　亨 鳥取市中学校ＰＴＡ連合会

学 識 経 験 者

岸　田　和　範 地域代表（鳥取北・東地区）

田　中　精　夫 地域代表（鳥取南地区）

長谷川　暁　美 地域代表（鳥取西地区）

公 募 委 員

牛　尾　柳一郎 公募

大　西　保　江 公募

藤　井　　　健 公募

青　少　年　教　育

（１）　ジュニアリーダー養成講座

　　小学５年生から中学２年生を対象に、ふれあい活動と仲間づくりを進めながら野外活動・創作活動

　等の体験活動を通して、企画力・指導力の養成、奉仕の精神などを培う。

（２）　ヤングリーダー育成事業

　　上記の講座を修了した者が引き続き活動を継続し、ジュニアの指導や地域行事に参加するなど促進

　を図り、自己を磨きながら地域のリーダーとして育つ活動を推進する。

（３）　小・中学生ものづくり出前講座（麒麟のまちアカデミー）

　　将来の鳥取市を担うものづくり人材の育成を目指して、市内の小･中学生を対象に、ものづくりア

　ドバイザーを派遣し、ものづくりに対する意識の啓発を図る。
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成　人　教　育

　麒麟のまち圏域の住民を対象とした生涯学習講座「麒麟のまちアカデミー」を開講し、圏域全体の生涯学習の活

性化や、学習機会の充実を図る。

（１）　尚徳大学（麒麟のまちアカデミー）

　　麒麟のまち圏域の高齢者に生涯学習を通じて生きがいを見出だし心豊かな人生を送ってもらうためお

　おむね 60 歳以上の高齢者を対象に尚徳大学（高齢者教室）を開設する一方、今まで培ってきた知識・

　技術の社会への還元を推進する。

（２）　教養コース・技能コース（麒麟のまちアカデミー）

　　麒麟のまち圏域の成人を対象に、社会が大きく変化する中で、それぞれの興味関心やニーズに応じ、

　仕事や生活で必要な知識や技能について、体系的な学習機会を提供するため、教養コース、技能コース

　からなる講座を開設する。

社 会 教 育 関 係 団 体

（順不同、敬称略）

団　　　体　　　名 事　　務　　所 代　　表　　者

市 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会 久　 松　 小　 学　 校　 内 玉　野　良　次

市 中 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会 江 山 学 園 内 山　本　賢　璋

市　 子　 ど　 も　 会　 連　 合　 会 市 社 会 福 祉 協 議 会 内 上　山　弘　子

市　 連　 合　 婦　 人　 会 市 男 女 共 同 参 画 課 内 佐々木　ちゑ子

青 少 年 育 成 鳥 取 市 民 会 議 市 教 委 生 涯 学 習 ・スポーツ課内 徳　吉　淳　一

市  公  民  館  連  合  会 市　 協　 働　 推　 進　 課　 内 吉　田　和　行

公　　民　　館

（１）　公民館活動の重点目標

①　公民館活動の強化・推進

ア　地区公民館は、生涯学習の拠点施設のほか、地域コミュニティの活動の拠点施設として位置付け

られていることから、生涯学習に関連する活動が地域コミュニティ活動につながるよう、地域に根

ざした公民館活動を展開する。

イ　学級・講座の充実と各種グループ・サークル等の育成に努めるとともに、社会教育関係機関・団

体との連携・協力を促進する。

ウ　学習した成果が地域に還元できる仕組みづくりの構築に努める。

エ　公民館運営委員会と緊密な連携を図り、住民の地域づくり活動を一層支援するよう努める。

オ　公民館活動の取り組みについて相互に研究討議を行い、地域の実態に即した活動を行う。

②　公民館統一活動目標

　近年の社会経済情勢の変化に伴い、市民の公民館に対する要求も次第に高度化・多様化している。

このため、公民館相互の連携がなければ効果的な運営が図れない実情などから、全市民的活動として

─ 260 ─

鳥取市社会教育委員・公民館運営審議会委員・生涯学習推進協議会委員

任期：令和５年６月１日～令和７年５月31日（順不同、敬称略）

委　員　区　分 氏    　　名 所  　 属  　 等 備    　　考

学 校 教 育 関 係 者
葛　山　克　司 鳥取市小学校校長会 西郷小学校

吉　田　祐一郎 鳥取市中学校校長会 高草中学校

社 会 教 育 関 係 者

佐々木　ちゑ子 鳥取市連合婦人会

福　田　正　美 鳥取市自治連合会

新　田　明　彦 鳥取市体育協会

山　下　多恵子 鳥取市人権教育協議会

中　川　正　昭 鳥取市文化団体協議会

吉　田　和　行 鳥取市公民館連合会

家庭教育関係者
山　本　靖　裕 鳥取市小学校ＰＴＡ連合会

澤　　　　亨 鳥取市中学校ＰＴＡ連合会

学 識 経 験 者

岸　田　和　範 地域代表（鳥取北・東地区）

田　中　精　夫 地域代表（鳥取南地区）

長谷川　暁　美 地域代表（鳥取西地区）

公 募 委 員

牛　尾　柳一郎 公募

大　西　保　江 公募

藤　井　　　健 公募

青　少　年　教　育

（１）　ジュニアリーダー養成講座

　　小学５年生から中学２年生を対象に、ふれあい活動と仲間づくりを進めながら野外活動・創作活動

　等の体験活動を通して、企画力・指導力の養成、奉仕の精神などを培う。

（２）　ヤングリーダー育成事業

　　上記の講座を修了した者が引き続き活動を継続し、ジュニアの指導や地域行事に参加するなど促進

　を図り、自己を磨きながら地域のリーダーとして育つ活動を推進する。

（３）　小・中学生ものづくり出前講座（麒麟のまちアカデミー）

　　将来の鳥取市を担うものづくり人材の育成を目指して、市内の小･中学生を対象に、ものづくりア

　ドバイザーを派遣し、ものづくりに対する意識の啓発を図る。
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鳥取市社会教育委員・公民館運営審議会委員・生涯学習推進協議会委員

任期：令和５年６月１日～令和７年５月31日（順不同、敬称略）

委　員　区　分 氏    　　名 所  　 属  　 等 備    　　考

学 校 教 育 関 係 者
葛　山　克　司 鳥取市小学校校長会 西郷小学校

吉　田　祐一郎 鳥取市中学校校長会 高草中学校

社 会 教 育 関 係 者

佐々木　ちゑ子 鳥取市連合婦人会

福　田　正　美 鳥取市自治連合会

新　田　明　彦 鳥取市体育協会

山　下　多恵子 鳥取市人権教育協議会

中　川　正　昭 鳥取市文化団体協議会

吉　田　和　行 鳥取市公民館連合会

家庭教育関係者
山　本　靖　裕 鳥取市小学校ＰＴＡ連合会

澤　　　　亨 鳥取市中学校ＰＴＡ連合会

学 識 経 験 者

岸　田　和　範 地域代表（鳥取北・東地区）

田　中　精　夫 地域代表（鳥取南地区）

長谷川　暁　美 地域代表（鳥取西地区）

公 募 委 員

牛　尾　柳一郎 公募

大　西　保　江 公募

藤　井　　　健 公募

青　少　年　教　育

（１）　ジュニアリーダー養成講座

　　小学５年生から中学２年生を対象に、ふれあい活動と仲間づくりを進めながら野外活動・創作活動

　等の体験活動を通して、企画力・指導力の養成、奉仕の精神などを培う。

（２）　ヤングリーダー育成事業

　　上記の講座を修了した者が引き続き活動を継続し、ジュニアの指導や地域行事に参加するなど促進

　を図り、自己を磨きながら地域のリーダーとして育つ活動を推進する。

（３）　小・中学生ものづくり出前講座（麒麟のまちアカデミー）

　　将来の鳥取市を担うものづくり人材の育成を目指して、市内の小･中学生を対象に、ものづくりア

　ドバイザーを派遣し、ものづくりに対する意識の啓発を図る。

中 ノ 郷 中 学 校 内 武 内 稔 衛

成　人　教　育
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名　　　称 所　在　地 建設年月 構　造 建築延
面積㎡ 備　　　　　考

宝木地区公民館 気高町宝木904 S 51 . 11 鉄骨平屋 385

逢坂地区公民館 気高町山宮637- 4 S 54 . 3 鉄骨平屋 340（別に木造平屋倉庫１棟29㎡）

浜村地区公民館 気高町浜村11- 1 ― ― ― 気高町コミュニティセンター
内

酒津地区公民館 気高町酒津359- 1 S 53 . 3 鉄筋2F 318 漁村センター

日置地区公民館 青谷町山根218 S 57. 2
H 23. 3改修 鉄筋2F 707 旧日置小学校

日置谷地区公民館 青谷町奥崎384- 1 S 30 . 2 木造平屋 330

勝部地区公民館 青谷町紙屋110 S 56
H 24. 3改修

鉄筋3F
（うち1F部分） 860 旧勝部小学校

中郷地区公民館 青谷町亀尻257 H 29 . 4 木造平屋 330

青谷地区公民館 青谷町青谷4082- 1 S 49. 7
H 22. 2改修 鉄筋2F 665 青谷町就業改善センター

　　　

コミュニティ施設

( 1)　設置目的

　　　地域住民の文化の向上と福祉の増進に寄与することを目的とする。
( 2)　設置場所

　

名　　　称 所　在　地 建設年 休　館　日 開館時間

国府町コミュニティセンター 国府町庁380 S 60
（１）祝日
（ ２）12月29日
　　～１月３日

８時30分

～22時

福部町コミュニティセンター 福部町細川668 R 2

12月29日
　～１月３日

河原町コミュニティセンター 河原町渡一木227- 1 S 53

河原町国英地区コミュニティ施設 河原町山手460- 4 R 3

用瀬町民会館 用瀬町別府34- 7 H 6

佐治町コミュニティセンター 佐治町加瀬木2542- 1 S 59

佐治町尾際地区コミュニティ施設 佐治町尾際692 H 15

気高町コミュニティセンター 気高町浜村11- 1 S 50 
増築：H 12

鹿野町鹿野地区コミュニティ施設 鹿野町鹿野1820- 1 集会所：S 44 
体育館：S 53

鹿野町勝谷地区コミュニティ施設 鹿野町宮方149- 1 S 45

鹿野町小鷲河地区コミュニティ施設 鹿野町小別所355 S 46

青谷町コミュニティセンター 青谷町青谷667 H 5

─ 266 ─

文 化 セ ン タ ー

（１）　設 置 目 的

　文化センターは、生涯学習センター、視聴覚ライブラリー、こども科学館、文化ホールをもつ複合多
機能型社会教育施設である。生涯学習の振興と市民の学習発表はもとより、すぐれた文化芸術に接する
機会を設けると共に、こどもたちに科学への興味と認識を深め科学への夢を育てる事業等を通じて市民
の文化と教養を高め、市民生活の向上に寄与することを目的としている。

（２）　所　在　地

　鳥取市吉方温泉３丁目701　　　☎ 27－5181
（３）　施設のあらまし

①　構成施設別規模
　　構　　　造　　鉄筋コンクリート造　　
　　　　　　　　　地上３階地下１階
　　敷 地 面 積　　7, 371. 43㎡
　　建築延面積　　6, 125. 56㎡
　・生涯学習センター他　　3, 638. 58㎡
　・文化ホール　　　　　　2, 486. 98㎡
　　　　　　　　　 客席508席・練習室
②　休館日及び開館時間

区　　　分 文化センター 文化ホール

休 　 館 　 日 12月29日～１月３日 毎月第２火曜日
12月29日～１月３日

開　館　時　間 午前９時　～午後10時 午前９時　～午後10時

（４）　生涯学習センター

①　設 置 目 的

　市民の生涯学習の振興を図ることを目的とする。

②　事 業 の 概 要

　教育委員会主催の生涯学習センター事業（麒麟のまちアカデミー）の実施。

（５）　視聴覚ライブラリー

　視聴覚学習により学校教育及び生涯学習の振興を図ることを目的とする。

①　所　在　地

　鳥取市吉方温泉３丁目701　文化センター３階

②　施 設 面 積

　試写室、教材保管室　　57. 6㎡

③　開　　　館

　平成18年９月１日

④　休館日及び開館時間

　休館日　　12月29日から１月３日までの日

　開館時間　　午前９時から午後10時

⑤　保有する機器、教材

　映 写 機（16mm）　 ４台　　　　暗　　幕　　　　　　　　　 １組

8-4
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名　　　称 所　在　地 建設年月 構　造 建築延
面積㎡ 備　　　　　考

宝木地区公民館 気高町宝木904 S 51 . 11 鉄骨平屋 385

逢坂地区公民館 気高町山宮637- 4 S 54 . 3 鉄骨平屋 340（別に木造平屋倉庫１棟29㎡）

浜村地区公民館 気高町浜村11- 1 ― ― ― 気高町コミュニティセンター
内

酒津地区公民館 気高町酒津359- 1 S 53 . 3 鉄筋2F 318 漁村センター

日置地区公民館 青谷町山根218 S 57. 2
H 23. 3改修 鉄筋2F 707 旧日置小学校

日置谷地区公民館 青谷町奥崎384- 1 S 30 . 2 木造平屋 330

勝部地区公民館 青谷町紙屋110 S 56
H 24. 3改修

鉄筋3F
（うち1F部分） 860 旧勝部小学校

中郷地区公民館 青谷町亀尻257 H 29 . 4 木造平屋 330

青谷地区公民館 青谷町青谷4082- 1 S 49. 7
H 22. 2改修 鉄筋2F 665 青谷町就業改善センター

　　　

コミュニティ施設

( 1)　設置目的

　　　地域住民の文化の向上と福祉の増進に寄与することを目的とする。
( 2)　設置場所

　

名　　　称 所　在　地 建設年 休　館　日 開館時間

国府町コミュニティセンター 国府町庁380 S 60
（１）祝日
（ ２）12月29日
　　～１月３日

８時30分

～22時

福部町コミュニティセンター 福部町細川668 R 2

12月29日
　～１月３日

河原町コミュニティセンター 河原町渡一木227- 1 S 53

河原町国英地区コミュニティ施設 河原町山手460- 4 R 3

用瀬町民会館 用瀬町別府34- 7 H 6

佐治町コミュニティセンター 佐治町加瀬木2542- 1 S 59

佐治町尾際地区コミュニティ施設 佐治町尾際692 H 15

気高町コミュニティセンター 気高町浜村11- 1 S 50 
増築：H 12

鹿野町鹿野地区コミュニティ施設 鹿野町鹿野1820- 1 集会所：S 44 
体育館：S 53

鹿野町勝谷地区コミュニティ施設 鹿野町宮方149- 1 S 45

鹿野町小鷲河地区コミュニティ施設 鹿野町小別所355 S 46

青谷町コミュニティセンター 青谷町青谷667 H 5
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名　　　称 所　在　地 建設年月 構　造 建築延
面積㎡ 備　　　　　考

宝木地区公民館 気高町宝木904 S 51 . 11 鉄骨平屋 385

逢坂地区公民館 気高町山宮637- 4 S 54 . 3 鉄骨平屋 340（別に木造平屋倉庫１棟29㎡）

浜村地区公民館 気高町浜村11- 1 ― ― ― 気高町コミュニティセンター
内

酒津地区公民館 気高町酒津359- 1 S 53 . 3 鉄筋2F 318 漁村センター

日置地区公民館 青谷町山根218 S 57. 2
H 23. 3改修 鉄筋2F 707 旧日置小学校

日置谷地区公民館 青谷町奥崎384- 1 S 30 . 2 木造平屋 330

勝部地区公民館 青谷町紙屋110 S 56
H 24. 3改修

鉄筋3F
（うち1F部分） 860 旧勝部小学校

中郷地区公民館 青谷町亀尻257 H 29 . 4 木造平屋 330

青谷地区公民館 青谷町青谷4082- 1 S 49. 7
H 22. 2改修 鉄筋2F 665 青谷町就業改善センター

　　　

コミュニティ施設

( 1)　設置目的

　　　地域住民の文化の向上と福祉の増進に寄与することを目的とする。
( 2)　設置場所

　

名　　　称 所　在　地 建設年 休　館　日 開館時間

国府町コミュニティセンター 国府町庁380 S 60
（１）祝日
（ ２）12月29日
　　～１月３日

８時30分

～22時

福部町コミュニティセンター 福部町細川668 R 2

12月29日
　～１月３日

河原町コミュニティセンター 河原町渡一木227- 1 S 53

河原町国英地区コミュニティ施設 河原町山手460- 4 R 3

用瀬町民会館 用瀬町別府34- 7 H 6

佐治町コミュニティセンター 佐治町加瀬木2542- 1 S 59

佐治町尾際地区コミュニティ施設 佐治町尾際692 H 15

気高町コミュニティセンター 気高町浜村11- 1 S 50 
増築：H 12

鹿野町鹿野地区コミュニティ施設 鹿野町鹿野1820- 1 集会所：S 44 
体育館：S 53

鹿野町勝谷地区コミュニティ施設 鹿野町宮方149- 1 S 45

鹿野町小鷲河地区コミュニティ施設 鹿野町小別所355 S 46

青谷町コミュニティセンター 青谷町青谷667 H 5
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名　　　称 所　在　地 建設年月 構　造 建築延
面積㎡ 備　　　　　考

宝木地区公民館 気高町宝木904 S 51 . 11 鉄骨平屋 385

逢坂地区公民館 気高町山宮637- 4 S 54 . 3 鉄骨平屋 340（別に木造平屋倉庫１棟29㎡）

浜村地区公民館 気高町浜村11- 1 ― ― ― 気高町コミュニティセンター
内

酒津地区公民館 気高町酒津359- 1 S 53 . 3 鉄筋2F 318 漁村センター

日置地区公民館 青谷町山根218 S 57. 2
H 23. 3改修 鉄筋2F 707 旧日置小学校

日置谷地区公民館 青谷町奥崎384- 1 S 30 . 2 木造平屋 330

勝部地区公民館 青谷町紙屋110 S 56
H 24. 3改修

鉄筋3F
（うち1F部分） 860 旧勝部小学校

中郷地区公民館 青谷町亀尻257 H 29 . 4 木造平屋 330

青谷地区公民館 青谷町青谷4082- 1 S 49. 7
H 22. 2改修 鉄筋2F 665 青谷町就業改善センター

　　　

コミュニティ施設

( 1)　設置目的

　　　地域住民の文化の向上と福祉の増進に寄与することを目的とする。
( 2)　設置場所

　

名　　　称 所　在　地 建設年 休　館　日 開館時間

国府町コミュニティセンター 国府町庁380 S 60
（１）祝日
（ ２）12月29日
　　～１月３日

８時30分

～22時

福部町コミュニティセンター 福部町細川668 R 2

12月29日
　～１月３日

河原町コミュニティセンター 河原町渡一木227- 1 S 53

河原町国英地区コミュニティ施設 河原町山手460- 4 R 3

用瀬町民会館 用瀬町別府34- 7 H 6

佐治町コミュニティセンター 佐治町加瀬木2542- 1 S 59

佐治町尾際地区コミュニティ施設 佐治町尾際692 H 15

気高町コミュニティセンター 気高町浜村11- 1 S 50 
増築：H 12

鹿野町鹿野地区コミュニティ施設 鹿野町鹿野1820- 1 集会所：S 44 
体育館：S 53

鹿野町勝谷地区コミュニティ施設 鹿野町宮方149- 1 S 45

鹿野町小鷲河地区コミュニティ施設 鹿野町小別所355 S 46

青谷町コミュニティセンター 青谷町青谷667 H 5
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文 化 セ ン タ ー

（１）　設 置 目 的

　文化センターは、生涯学習センター、視聴覚ライブラリー、こども科学館、文化ホールをもつ複合多
機能型社会教育施設である。生涯学習の振興と市民の学習発表はもとより、すぐれた文化芸術に接する
機会を設けると共に、こどもたちに科学への興味と認識を深め科学への夢を育てる事業等を通じて市民
の文化と教養を高め、市民生活の向上に寄与することを目的としている。

（２）　所　在　地

　鳥取市吉方温泉３丁目701　　　☎ 27－5181
（３）　施設のあらまし

①　構成施設別規模
　　構　　　造　　鉄筋コンクリート造　　
　　　　　　　　　地上３階地下１階
　　敷 地 面 積　　7, 371. 43㎡
　　建築延面積　　6, 125. 56㎡
　・生涯学習センター他　　3, 638. 58㎡
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　　　　　　　　　 客席508席・練習室
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区　　　分 文化センター 文化ホール

休 　 館 　 日 12月29日～１月３日 毎月第２火曜日
12月29日～１月３日

開　館　時　間 午前９時　～午後10時 午前９時　～午後10時
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①　設 置 目 的

　市民の生涯学習の振興を図ることを目的とする。

②　事 業 の 概 要

　教育委員会主催の生涯学習センター事業（麒麟のまちアカデミー）の実施。

（５）　視聴覚ライブラリー
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④　休館日及び開館時間
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⑤　保有する機器、教材
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文 化 セ ン タ ー
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　ビデオ映写機　　　　　５台　　　　フィルム（16mm）　　　　　195本
　スライド　　　　　　　１台　　　　レコード　　　　　　　　　375枚
　Ｖ　Ｔ　Ｒ　　　　　　３台　　　　ビデオテープ　　　　　　1, 268本
　スクリーン　　　　　　５本

ア　令和４年度利用状況

機器教材 ビデオテープ フ ィ ル ム ビデオ映写機 映　写　機
（16㎜） スクリーほか 合　　計

利　用　数 ８本 ０本 ５台 ０台 ５件 18件

イ　令和４年度開催事業

事　　業　　名 回　　　　　数 参　　加　　者

ふ る さ と の 映 像 を 見 る 会 12　回 217　人

（６）　こども科学館

①　設 置 目 的
　こどものための博物館として、博物館法第3条に規定する事業を実施し、青少年の文化、科学活動
の促進と創造性の高揚に寄与する。

②　開 　 　 館　　昭和57年５月１日
③　施 　 　 設

　こどもたちが思いのままに「見る、触れる、動かす、感じる、考える」ための実験、実習や教室、
講座に参加することで、豊かな創造性を養うことを目的とする。
　１階　玄関ロビー
　　　　科学に関連した展示
　３階　こども科学館展示スペース
　　　　工作室（１）、（２）、（３）、クラブ室、パソコン室、陶芸室

④　学 習 活 動
　ア　こどもたちが文化、科学に関する興味や関心を高めるため、実験・学習・創作活動の場を提供する。

教室等実施計画

事業名 回　数 延べ参加者数 事　業　内　容

年

間

講

座

アートワークショップ ６回 83人 こどもが主体的に学び体験すること
のできる講座を開催する。

わくわく科学ワークショップ ６回 81人

チャレンジ科学ワークショップ ６回 58人
体験ワークショップ ６回 72人
プログラミングワークショップ ４回 46人

親子陶芸ワークショップ ４回 62人

展
示
事
業

常設展示 － 3,590人 他団体との連携の充実をはかりなが
ら、市民の科学に対する興味を喚起
し、科学館の利用を促進する。恐竜の楽園 － 267人

海と生きものとわたしたち － 115人
宇宙の写真展 － 258人
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事業名 回　数 延べ参加者数 事　業　内　容

企
画
事
業

春のサイエンスショー １回 18人 科学実験や工作、天体観測、野外
フィールドワークといった体験活動
の機会を提供する。夏のサイエンスショー １回 62人

秋のサイエンスショー １回 16人
冬のサイエンスショー １回 14人
レゴ EV-3自動運転プログラミン
グ体験 15日間 10人

親子で工作を楽しもう（夏） １回 16人
親子でチャレンジクッキング（夏） １回 ８人
親子でチャレンジクッキング（秋） 中止
ドローンの操縦を体験しよう（夏） １回 10人
ドローンの操縦を体験しよう（秋） １回 ８人
ドローンの操縦を体験しよう（冬） １回 ８人
フィールドワークショップ「きの
こ観察」 １回 20人

ＬＡＱで遊ぼ 中止
宇宙ふしぎ探検 １回 １２人

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業

科学のときめき
宅配便 ６回 ８６人

不登校児を支援する施設や鳥取市内
の図書館などに出向いてサイエンス
ショーを開催し、青少年の健全育成
と地域貢献を図る。

市
民
参
画
事
業

第47回
鳥取こどもまつり １回 ３３９人

ものづくり体験や各種レクリエー
ションを通じて、青少年の健全育成
を図る。公的機関やボランティア団
体などによる実行委員会を組織し協
働で行う。

　イ　実験・実習の場所と用途
室　　名 用　　　途 室　　名 用　　　途

工　作　室　１ 木工、絵画、工作ほか 陶 　 芸 　 室 陶芸、七宝焼
工　作　室　２ 陶芸、化学実習 パ ソ コ ン 教 室 パソコン実習
工　作　室　３ 木工、絵画、工作ほか

（７）　鳥取市文化センターサテライトオフィス

　生涯学習活動、文化活動その他自主的な活動の場の提供を行うことを目的とする。

①　所　在　地

　鳥取市西町２丁目311　鳥取市福祉文化会館内

②　施 設 面 積

　会議室（4）、和室、調理室、託児室　　383．53㎡

③　開　　　館

　令和２年７月１日

④　休館日及び開館時間

　休館日　　12月29日から１月３日までの日

　開館時間　　月～土　午前９時から午後９時　日・祝日　午前９時から午後５時
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事業名 回　数 延べ参加者数 事　業　内　容
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春のサイエンスショー １回 18人 科学実験や工作、天体観測、野外
フィールドワークといった体験活動
の機会を提供する。夏のサイエンスショー １回 62人

秋のサイエンスショー １回 16人
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グ体験 15日間 10人
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不登校児を支援する施設や鳥取市内
の図書館などに出向いてサイエンス
ショーを開催し、青少年の健全育成
と地域貢献を図る。
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参
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鳥取こどもまつり １回 ３３９人

ものづくり体験や各種レクリエー
ションを通じて、青少年の健全育成
を図る。公的機関やボランティア団
体などによる実行委員会を組織し協
働で行う。

　イ　実験・実習の場所と用途
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工　作　室　１ 木工、絵画、工作ほか 陶 　 芸 　 室 陶芸、七宝焼
工　作　室　２ 陶芸、化学実習 パ ソ コ ン 教 室 パソコン実習
工　作　室　３ 木工、絵画、工作ほか

（７）　鳥取市文化センターサテライトオフィス

　生涯学習活動、文化活動その他自主的な活動の場の提供を行うことを目的とする。

①　所　在　地

　鳥取市西町２丁目311　鳥取市福祉文化会館内

②　施 設 面 積

　会議室（4）、和室、調理室、託児室　　383．53㎡

③　開　　　館

　令和２年７月１日

④　休館日及び開館時間

　休館日　　12月29日から１月３日までの日

　開館時間　　月～土　午前９時から午後９時　日・祝日　午前９時から午後５時
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体などによる実行委員会を組織し協
働で行う。
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（７）　鳥取市文化センターサテライトオフィス

　生涯学習活動、文化活動その他自主的な活動の場の提供を行うことを目的とする。
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　鳥取市西町２丁目311　鳥取市福祉文化会館内
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─ 268 ─

事業名 回　数 延べ参加者数 事　業　内　容

企
画
事
業
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フィールドワークといった体験活動
の機会を提供する。夏のサイエンスショー １回 62人

秋のサイエンスショー １回 16人
冬のサイエンスショー １回 14人
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科学のときめき
宅配便 ６回 ８６人

不登校児を支援する施設や鳥取市内
の図書館などに出向いてサイエンス
ショーを開催し、青少年の健全育成
と地域貢献を図る。

市
民
参
画
事
業

第47回
鳥取こどもまつり １回 ３３９人

ものづくり体験や各種レクリエー
ションを通じて、青少年の健全育成
を図る。公的機関やボランティア団
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　イ　実験・実習の場所と用途
室　　名 用　　　途 室　　名 用　　　途

工　作　室　１ 木工、絵画、工作ほか 陶 　 芸 　 室 陶芸、七宝焼
工　作　室　２ 陶芸、化学実習 パ ソ コ ン 教 室 パソコン実習
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　生涯学習活動、文化活動その他自主的な活動の場の提供を行うことを目的とする。
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親子でチャレンジクッキング（夏） １回 ８人
親子でチャレンジクッキング（秋） 中止
ドローンの操縦を体験しよう（夏） １回 10人
ドローンの操縦を体験しよう（秋） １回 ８人
ドローンの操縦を体験しよう（冬） １回 ８人
フィールドワークショップ「きの
こ観察」 １回 20人

ＬＡＱで遊ぼ 中止
宇宙ふしぎ探検 １回 １２人

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業

科学のときめき
宅配便 ６回 ８６人

不登校児を支援する施設や鳥取市内
の図書館などに出向いてサイエンス
ショーを開催し、青少年の健全育成
と地域貢献を図る。

市
民
参
画
事
業

第47回
鳥取こどもまつり １回 ３３９人

ものづくり体験や各種レクリエー
ションを通じて、青少年の健全育成
を図る。公的機関やボランティア団
体などによる実行委員会を組織し協
働で行う。

　イ　実験・実習の場所と用途
室　　名 用　　　途 室　　名 用　　　途

工　作　室　１ 木工、絵画、工作ほか 陶 　 芸 　 室 陶芸、七宝焼
工　作　室　２ 陶芸、化学実習 パ ソ コ ン 教 室 パソコン実習
工　作　室　３ 木工、絵画、工作ほか

（７）　鳥取市文化センターサテライトオフィス

　生涯学習活動、文化活動その他自主的な活動の場の提供を行うことを目的とする。

①　所　在　地

　鳥取市西町２丁目311　鳥取市福祉文化会館内

②　施 設 面 積

　会議室（4）、和室、調理室、託児室　　383．53㎡

③　開　　　館

　令和２年７月１日

④　休館日及び開館時間

　休館日　　12月29日から１月３日までの日

　開館時間　　月～土　午前９時から午後９時　日・祝日　午前９時から午後５時
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事業名 回　数 延べ参加者数 事　業　内　容
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フィールドワークといった体験活動
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ドローンの操縦を体験しよう（冬） １回 ８人
フィールドワークショップ「きの
こ観察」 １回 20人

ＬＡＱで遊ぼ 中止
宇宙ふしぎ探検 １回 １２人
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ー
チ
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業
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宅配便 ６回 ８６人
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事業名 回　数 延べ参加者数 事　業　内　容
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宇宙ふしぎ探検 １回 １２人

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業

科学のときめき
宅配便 ６回 ８６人

不登校児を支援する施設や鳥取市内
の図書館などに出向いてサイエンス
ショーを開催し、青少年の健全育成
と地域貢献を図る。

市
民
参
画
事
業

第47回
鳥取こどもまつり １回 ３３９人

ものづくり体験や各種レクリエー
ションを通じて、青少年の健全育成
を図る。公的機関やボランティア団
体などによる実行委員会を組織し協
働で行う。

　イ　実験・実習の場所と用途
室　　名 用　　　途 室　　名 用　　　途

工　作　室　１ 木工、絵画、工作ほか 陶 　 芸 　 室 陶芸、七宝焼
工　作　室　２ 陶芸、化学実習 パ ソ コ ン 教 室 パソコン実習
工　作　室　３ 木工、絵画、工作ほか

（７）　鳥取市文化センターサテライトオフィス

　生涯学習活動、文化活動その他自主的な活動の場の提供を行うことを目的とする。

①　所　在　地

　鳥取市西町２丁目311　鳥取市福祉文化会館内

②　施 設 面 積

　会議室（4）、和室、調理室、託児室　　383．53㎡

③　開　　　館

　令和２年７月１日

④　休館日及び開館時間

　休館日　　12月29日から１月３日までの日

　開館時間　　月～土　午前９時から午後９時　日・祝日　午前９時から午後５時

23
25
26
28

12

３回

１回
１回

５回

10人

10人
10人

16人

６人

親子で夏休みの工作を楽しもう（夏）企
　
画
　
事
　
業
ドローンの操縦を体験しよう（春）

９
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事業名 回　数 延べ参加者数 事　業　内　容

企
画
事
業

春のサイエンスショー １回 18人 科学実験や工作、天体観測、野外
フィールドワークといった体験活動
の機会を提供する。夏のサイエンスショー １回 62人

秋のサイエンスショー １回 16人
冬のサイエンスショー １回 14人
レゴ EV-3自動運転プログラミン
グ体験 15日間 10人

親子で工作を楽しもう（夏） １回 16人
親子でチャレンジクッキング（夏） １回 ８人
親子でチャレンジクッキング（秋） 中止
ドローンの操縦を体験しよう（夏） １回 10人
ドローンの操縦を体験しよう（秋） １回 ８人
ドローンの操縦を体験しよう（冬） １回 ８人
フィールドワークショップ「きの
こ観察」 １回 20人

ＬＡＱで遊ぼ 中止
宇宙ふしぎ探検 １回 １２人

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業

科学のときめき
宅配便 ６回 ８６人

不登校児を支援する施設や鳥取市内
の図書館などに出向いてサイエンス
ショーを開催し、青少年の健全育成
と地域貢献を図る。

市
民
参
画
事
業

第47回
鳥取こどもまつり １回 ３３９人

ものづくり体験や各種レクリエー
ションを通じて、青少年の健全育成
を図る。公的機関やボランティア団
体などによる実行委員会を組織し協
働で行う。

　イ　実験・実習の場所と用途
室　　名 用　　　途 室　　名 用　　　途

工　作　室　１ 木工、絵画、工作ほか 陶 　 芸 　 室 陶芸、七宝焼
工　作　室　２ 陶芸、化学実習 パ ソ コ ン 教 室 パソコン実習
工　作　室　３ 木工、絵画、工作ほか

（７）　鳥取市文化センターサテライトオフィス

　生涯学習活動、文化活動その他自主的な活動の場の提供を行うことを目的とする。

①　所　在　地

　鳥取市西町２丁目311　鳥取市福祉文化会館内

②　施 設 面 積

　会議室（4）、和室、調理室、託児室　　383．53㎡

③　開　　　館

　令和２年７月１日

④　休館日及び開館時間

　休館日　　12月29日から１月３日までの日

　開館時間　　月～土　午前９時から午後９時　日・祝日　午前９時から午後５時

14人

55人

474人

科学工作でおもちゃをつくろう（秋）
作って遊べるおもちゃ工場

10人
18人

ふれあい

48
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⑤　令和４年度鳥取市文化センターサテライトオフィス及び鳥取市福祉文化会館事業実施状況
　　（市民大学技能コース（麒麟のまちアカデミー））

講座名 実施期間 回数 実績
書道教室①　前期 5月～9月

水曜日

10回 87人
書道教室①　後期 10月～2月 10回 82人
書道教室②　前期 10月～12月 10回 56人
書道教室②　後期 1月～3月 10回 52人
華道①（池坊）　前期 5月～9月

木曜日

10回 23人
華道①（池坊）　後期 10月～2月 10回 54人
華道②（池坊）　前期 5月～9月 10回 36人
華道②（池坊）　後期 10月～2月 10回 47人
茶道①（茶道遠州流）　前期 5月～9月

金曜日

10回 44人
茶道①（茶道遠州流）　後期 10月～2月 10回 申込なし
茶道②（茶道遠州流）　前期 5月～9月 10回 30人
茶道②（茶道遠州流）　後期 10月～2月 10回 30人
骨盤メンテナンス教室 5月～9月 月曜日 10回 91人
むくみのデトックス教室 10月～2月 月曜日 10回 53人
美バランストレーニング　前期 5月～9月

木曜日
10回 70人

美バランストレーニング　後期 10月～2月 10回 62人
メンタルヘルストレーニング　前期 5月～9月

木曜日
10回 69人

メンタルヘルストレーニング　後期 10月～２月 10回 55人

鳥取市立図書館
（１）　設 置 目 的

　市民の教育、学術及び文化の発展に寄与する。

（２）　図書館の所在地・施設の状況・連絡方法等

図書館名 所　　在　　地 構造・面積 電話・ファクシミリ 開館年月日

中 央 図 書 館 〒680－0845
富安２丁目138番地４

鉄骨地上6階地下
１階建ての一部

4, 596㎡

電 話　0857－27－5182
FAX　0857－27－5192

昭和57．5．1
移転開館
平成17．5．1

用 瀬 図 書 館 〒689－1201
用瀬町用瀬832番地

鉄筋コンクリート
３階建ての２階

　411㎡

電 話　0858－87－2702
FAX　0858－87－2732

平成元．4．1
移転開館
令和3．4．3.

気 高 図 書 館 〒689－0334
気高町北浜３丁目121番地６

鉄骨一部2階建て
530㎡

（車庫63㎡含む）

電 話　0857－37－6036
FAX　0857－37－6037 平成15. 10．1
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⑤　令和４年度鳥取市文化センターサテライトオフィス及び鳥取市福祉文化会館事業実施状況
　　（市民大学技能コース（麒麟のまちアカデミー））

講座名 実施期間 回数 実績
書道教室①　前期 5月～9月

水曜日

10回 87人
書道教室①　後期 10月～2月 10回 82人
書道教室②　前期 10月～12月 10回 56人
書道教室②　後期 1月～3月 10回 52人
華道①（池坊）　前期 5月～9月

木曜日

10回 23人
華道①（池坊）　後期 10月～2月 10回 54人
華道②（池坊）　前期 5月～9月 10回 36人
華道②（池坊）　後期 10月～2月 10回 47人
茶道①（茶道遠州流）　前期 5月～9月

金曜日

10回 44人
茶道①（茶道遠州流）　後期 10月～2月 10回 申込なし
茶道②（茶道遠州流）　前期 5月～9月 10回 30人
茶道②（茶道遠州流）　後期 10月～2月 10回 30人
骨盤メンテナンス教室 5月～9月 月曜日 10回 91人
むくみのデトックス教室 10月～2月 月曜日 10回 53人
美バランストレーニング　前期 5月～9月

木曜日
10回 70人

美バランストレーニング　後期 10月～2月 10回 62人
メンタルヘルストレーニング　前期 5月～9月

木曜日
10回 69人

メンタルヘルストレーニング　後期 10月～２月 10回 55人

鳥取市立図書館
（１）　設 置 目 的

　市民の教育、学術及び文化の発展に寄与する。

（２）　図書館の所在地・施設の状況・連絡方法等

図書館名 所　　在　　地 構造・面積 電話・ファクシミリ 開館年月日

中 央 図 書 館 〒680－0845
富安２丁目138番地４

鉄骨地上6階地下
１階建ての一部

4, 596㎡

電 話　0857－27－5182
FAX　0857－27－5192

昭和57．5．1
移転開館
平成17．5．1

用 瀬 図 書 館 〒689－1201
用瀬町用瀬832番地

鉄筋コンクリート
３階建ての２階

　411㎡

電 話　0858－87－2702
FAX　0858－87－2732

平成元．4．1
移転開館
令和3．4．3.

気 高 図 書 館 〒689－0334
気高町北浜３丁目121番地６

鉄骨一部2階建て
530㎡

（車庫63㎡含む）

電 話　0857－37－6036
FAX　0857－37－6037 平成15. 10．1

講座名 実施機関 回数 実績
茶道教室　前期 ５月〜９月

金曜日
10回 38人

茶道教室　後期 10月〜２月 10回 44人

図書館名 所　　在　　地 構造・面積 電話・ファクシミリ 開館年月日

中 央 図 書 館
〒 680-0845
富安２丁目 138 番地 4

鉄骨地上 6 階地下
１階建ての一部

4,596㎡

電話　0857-27-5182
FAX　0857-27-5192

昭和 57．5．1
移転開館
平成 17．5．1

用 瀬 図 書 館
〒 689-1201
用瀬町用瀬 832 番地

鉄筋コンクリート
３階建ての２階

　411㎡

電話　0858-87-2702
FAX　0858-87-2732

平成元．4．1
移転開館
令和 3.4.3.

気 高 図 書 館
〒 689-0334
気高町北浜３丁目121番地６

鉄骨一部 2 階建て
530㎡

( 車庫 63㎡含む )

電話　0857-37-6036
FAX　0857-37-6037

平成 15.10．1

図書館名 開　館　時　間 休　　館　　日

中 央 図 書 館 土曜・日曜　　9：00 ～ 17：00
その他の日　　9：00 ～ 19：00

毎週火曜日
毎月最終木曜日、年末年始
特別資料整理期間

用 瀬 図 書 館 10：00 ～ 18：00

気 高 図 書 館 10：00 ～ 18：00

区　分
図　　書　　館 移動図書館車

合計
一般書 児童書 視聴覚 郷土・行政 一般書 児童書 視聴覚 郷　土

中 央 図 書 館 276,289 127,061 6,070 31,023 10,308 11,689 103 59 462,602

用 瀬 図 書 館 30,311 18,266 329 7,954 3,111 3,798 0 31 63,800

気 高 図 書 館 28,304 18,996 0 9,313 2,395 2,454 0 0 61,462

コミュニティセンター
図 書 室 6 室 61,723 49,969 21 6,020 0 0 0 0 117,733

合 計 396,627 214,292 6,420 54,310 15,814 17,941 103 90 705,597

鳥取市立図書館

⑴　設置目的

　　市民の教育、学術及び文化の発展に寄与する。

⑵　図書館の所在地・施設の状況・連絡方法等

⑶　休館日及び開館時間

⑷　蔵書冊数内訳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和６年３月31日現在）
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⑸　令和６年度主要事業

　①　図書整備充実　　年間19,000冊整備　(図書館３館、コミュニティセンター図書室６室分)　
　　　　　　　　　　　電子図書館用電子書籍　1,000コンテンツ
　②　図書館利用促進事業
　　ア．中央図書館　　「図書館へ行こう」キャンペーン、郷土史講演会、おはなし会、読書ボランティア

養成講座、親子でいっしょに楽しむ講座、音読教室、文字・活字文化の日記念講
演会、ブックスタート事業支援・協力、福 (゙BOOK)袋から広がるあなたの世界、
保育施設団体貸出(14園)、まちライブラリー運営（鳥取駅構内・中央図書館）、
本のリサイクル市、広報紙の発行

　　イ．用瀬図書館　　おはなし会、子どもの読書活動推進事業、｢本と人、人と人｣ が出会う講座、音読
教室、リサイクル古本市、おたのしみBOOK袋、ブックスタート事業支援・協力、
もちがせ生涯学習カレッジへの協賛、広報紙の発行、子育て支援センターおはな
し会、読書推進事業

　　ウ．気高図書館　　おはなし会、子どもと本をつなげる講座、子育て支援事業、音読教室、文字・活
字文化の日記念講演会、リサイクル市、ブック袋、ブックスタート事業支援・協
力、広報紙の発行

　③　移動図書館車巡回事業　　５台が市全域を巡回（169拠点：２週間）
　　ア．中央図書館　　「なかよし号」・「こだま号」・「ふれあい号」旧鳥取市、国府町、福部町を巡回（98

ステーション） 
　　イ．用瀬図書館　　「やまなみ号」河原町、用瀬町、佐治町を巡回（37ステーション）　　　　　　　　
　　ウ．気高図書館　　「つばさ号」気高町、鹿野町、青谷町を巡回（34ステーション）
　④　団体貸出の巡回事業　　中央図書館で公民館等（27か所）保育園（９か所）こども食堂支援拠点（１

か所）巡回。気高図書館で保育園（２か所）巡回。
　⑤　搬送車の運行
　　　中央図書館から、地域図書館や各図書室、学校図書館等に搬送車が巡回し、予約資料の搬送や回収

を行う（189日巡回、71施設巡回）
　⑥　鳥取市図書館振興計画の推進
　　　令和３年３月に策定した計画の施策の実施と進行管理を行う。
　⑦　鳥取市視覚障がい者等の読書環境の整備の推進に関する計画（読書バリアフリー計画）の推進
　　　令和４年３月に策定した計画の施策の実施と進行管理を行う。
　⑧　予約資料のコンビニ受取サービス
　　　図書館の新たなサービス拠点を増やすことで、図書館利用の促進を図る。
　⑨　因幡・但馬麒麟のまち連携中枢都市圏域の連携事業
　　ア．公共図書館の相互利用
　　イ．電子図書館を核とした読書バリアフリーの推進
　　ウ．地域情報・地元企業応援コーナー（中央図書館）
　⑩　その他　ボランティア・体験学習・研修の受入れ等
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⑹　令和５年度主要事業とその成果

　①　図書整備充実　　年間19,503冊受入(内購入17,534冊)　＊雑誌は含まない
　②　図書館情報管理システムの更新による利便性向上
　　　令和６年３月にシステムを更新し、利便性及び効率性の一層の向上を図った。
　　　・マイナンバーカードと図書館貸出カードとの連携
　　　・スマートフォンによる貸出カードバーコード表示機能の追加
　　　・電子図書館システムとの一体化により、電子書籍の検索・貸出を可能とした。
　③　電子図書館の整備
　　　令和４年12月１日、音声読み上げ機能などを持った電子図書館による電子書籍の貸出サービスを開

始した。
　　　・蔵書冊数（令和６年３月31日現在）　　　　  9,363冊
　　　・貸出冊数（令和５年４月～令和６年３月）　  2,444冊（閲覧冊数　　3,148冊）
　④　図書館利用促進事業
　　ア．中央図書館　　本のリサイクル市、おはなし会、音読教室、ボランティア養成講座等の実施及び

ブックスタート事業支援・協力、広報紙の発行、文字・活字文化の日記念講演
会、各種講演会等の開催、福 (゙BOOK)袋から広がるあなたの世界、保育施設団
体貸出(15園)、「まちライブラリー」の運営・促進、移動図書館車１日開放Day

　　イ．用瀬図書館　　おはなし会、「本と人、人と人」が出会う講座、文字・活字文化の日講演会、音読
教室、子ども読書活動推進事業、子育て支援センターおはなし会、リサイクル古
本市、おたのしみBOOK袋、「駅なか文庫」運営、広報紙の発行、ブックスター
ト事業支援、わらべうたを楽しむ会　　　　　　　　

　　ウ．気高図書館　　開館20周年記念事業、（「図書館フレンズけたか」との連携事業ほか）、おはなし会、
子ども読書推進事業、子育て支援事業、文字・活字文化の日講演会、音読教室、
新春わくわく福BOOK、リサイクル市、ブックスタート事業支援・協力、広報紙
の発行　　

　⑤　移動図書館車の巡回
　　　移動図書館車５台（中央図書館３台、用瀬図書館１台、気高図書館１台）が市内全域への巡回を行

い、全域サービスに努めた。
　⑥　搬送車の巡回
　　　中央図書館から、地域図書館や各図書室、学校図書館等に搬送車を巡回し、予約資料の配本や回収

を行った。（182日巡回）　
　⑦　大学図書館との連携
　　　中央図書館は、鳥取大学附属図書館及び鳥取環境大学情報メディアセンターとの相互協力を行った。
　⑧　図書館情報管理システムの運用
　　　図書館３館及びコミュニティセンター図書室６室、市立病院図書室での蔵書検索や、貸出・返却な

どの一元管理を行い、情報の地域間格差解消に努めた。中央図書館では自動貸出機、自動返却機を
設置しており、利用者サービスの向上を図っている。

　⑨　雑誌スポンサー制度の実施　（10者、18誌、177,531円）
　⑩　「鳥取市図書館振興計画」の推進（期間：令和３年度～令和７年度の５年間）
　⑪　鳥取市視覚障がい者等の読書環境の整備の推進に関する計画（鳥取市読書バリアフリー計画）の推

進（期間：令和４年度～令和８年度の５年間）
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　⑫　因幡・但馬麒麟のまち連携中枢都市圏域で公共図書館の相互利用
　　　鳥取市電子図書館システムも利用できるよう拡充を図った。

　③　利用促進事業
　　ア．中央図書館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　おはなし会等　　　　　　　　　　　　　　　　　 110回開催　延べ734人参加
　　　　読書ボランティア養成講座　　　　　　　　　　　　13回開催　延べ403人参加
　　　　子どもの読書活動推進講座　　　　　　　　　　　　10回開催　延べ214人参加
　　　　家庭での読み聞かせ講座　　　　　　　　　　　　　２回開催　　　 46人参加
　　　　ブックスタート支援（乳幼児向けおはなし会）　　　 ５回開催　延べ378人参加
　　　　図書館探検　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２回開催　　　 48人参加
　　　　一日図書館員　　　　　　　　　　　　　　　　　　２回開催　　　 12人参加
　　　　図書館見学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７校受入　延べ300人参加　
　　　　移動図書館車１日開放Day　　　　　　　　　　　　 １回開催　　　 40人参加
　　　　郷土史講演会＋ギャラリートーク　　　　　　　　　４回開催　延べ 95人参加
　　　　みんなで楽しむ音読教室　　　　　　　　　　　　　12回開催　延べ231人参加
　　　　文字・活字文化の日記念講演会　　　　　　　　　　１回開催　　　 59人参加
　　　　本のリサイクル市（一般書・雑誌）（１日間）　　　　延べ463人来場、10,900冊提供
　　　　本のリサイクル（保育園、幼稚園、小学校への児童書の配布）　　　　 1,114冊提供　　　　 
　　　　ライブラリーニュース等広報活動　（月1回）、フェイスブックの運用
　　　　ボランティアの受入　　　　　　　　　　　　　　　26人２団体登録 延べ1,108件 延べ2,093時間
　　　　職場体験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２校受入　４人参加
　　　　その他　　ギャラリー提供37件、多目的ホール提供56件　　
　　　　地域情報コーナー　15件、地元企業応援コーナー　３件
　　イ．用瀬図書館
　　　　おはなし会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11回開催　延べ161人参加
　　　　子育て支援センターおはなし会等　　　　　　　　　11回開催　延べ 50人参加

区　分 個　人 団　体
登録者数 78,387 959

⑺　令和５年度利用実績

　①　貸出登録者数　　　　　　　　　　　　　（人）

　②　利用状況（貸出冊数）　　　　　　　　　　　　（冊）

　※中央図書館入館者数　278,868人

区　分 個人貸出 団体貸出 合　計

中 央 図 書 館 612,331 66,414 683,074

用 瀬 図 書 館 40,024 939 40,963

気 高 図 書 館 64,108 2,675 66,783

コミュニティセンター
図 書 室 ６ 室 42,779 3,958 46,737

計 759,242 73,986 837,557
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　　　　子どもの読書活動推進事業　　　　　　　　　　　　４回開催　延べ 65人参加
　　　　ブックスタート支援（乳幼児向けおはなし会）　　　 ６回開催　延べ 29組参加
　　　　「本と人、人と人」が出会う講座等　　　　　　　　 ７回開催　延べ124人参加
　　　　みんなでイキイキ音読教室　　　　　　　　　　　　11回開催　延べ 64人参加
　　　　わらべうたを楽しむ会　　　　　　　　　　　　　　１回開催　　　 ６人参加
　　　　リサイクル古本市（２日間）　　　　　　　　　　　 １回開催　延べ200人以上、1.394冊提供
　　　　読書推進事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　１回開催　延べ 18人参加
　　　　職場体験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１校受け入れ　 ２人参加
　　　　図書館見学会　　　　　　　　　　　　　　　　　　１回　　　　　 21人
　　　　もちがせ生涯学習カレッジへの協賛
　　　　心を元気にする会への協力　　　　　　　　　　　　１回　　　　　 ９人
　　　　図書館だよりの発行12回、行事案内のチラシ等広報活動　18回
　　　　その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　館内フロア提供11件、おはなしの部屋提供
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６件、掲示板９件
　　ウ．気高図書館
　　　　おはなし会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６回開催　延べ 20人参加
　　　　子どもの読書推進事業　　　　　　　　　　　　　　７回開催　延べ 47人参加
　　　　子ども読書の日関連事業　　　　　　　　　　　　　１回開催　　　 11人参加
　　　　ブックスタート支援事業　　　　　　　　　　　　　14回開催　延べ107人参加
　　　　図書館見学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１回開催　延べ 40人参加
　　　　音読会　声に出してことばを楽しもう　　　　　　　９回開催　延べ 44人参加	
　　　　文字・活字文化の日関連事業　　　　　　　　　　　１回開催　　　 10人参加
　　　　大人向け講座　　　　　　　　　　　　　　　　　　３回開催　　　 11人参加
　　　　職場体験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２回開催　延べ ３人参加
　　　　リサイクル市（１日間）　 　　　　　　　　　　　　１回開催　　　166人来場、1,802冊提供
　　　　ボランティアの受入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　延べ 19人
　　　　特集展示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　64回
　　　　宝木てくてくマーケット、気高ときめきまつりへの参加協力（つばさ号臨時巡回など）
　　　　図書館だよりの発行（月１回）、フェイスブックの運用
　　　　その他　館内フロア提供４件、会議室提供17件
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鳥取市図書館協議会委員

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　任期　令和５年８月１日～令和７年７月31日（敬称省略）

委　員　区　分 氏　　　名 所　　属　　等

学識経験のある者
大　園　岳　雄 鳥取大学附属図書館　図書館情報課長

天　野　佳代子
鳥取短期大学非常勤講師
島根県立大学兼任講師

学 校 教 育 関 係 者
砂　場　路　子 小学校図書館代表（鳥取大学附属小学校副校長）

村　中　ひろみ 中学校図書館代表（国府中学校教頭）

社 会 教 育 関 係 者

山　根　啓　嗣 鳥取市公民館連合会副会長

水　田　憲　夫 鳥取市自治連合会副会長

勝　川　一　寿 鳥取市身体障害者福祉協会連合会副会長

家庭教育の向上に
資する活動を行う者

浦　林　幸　子 保育園代表（わかば台こども園園長）

林　　　尚　子 鳥取市小学校 PTA 連合会副会長

北　川　民　枝 読み聞かせボランティア「ねぇよんでの会」

公 募 に よ る 者

大　西　保　江

中　谷　圭　子

宮　脇　俊　彦
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◆　環境浄化活動

　少年の健全育成にとって、望ましくない物理的な環境（壁面の落書き、青少年健全育成条例に

反する店舗の運営等）に対しては、鳥取警察署・関係機関・団体等との連携を密にしながら、物

理的環境を取り除く情報発信を心がける。

　各店舗や少年に対する親しい声かけを通して安全・安心な環境の譲成に努める。

◆　広報・啓発活動

　少年の健全育成や非行・被害防止について、市報・市ウェブサイトによる啓発を行うとともに

広報車による全市内への広報・啓発活動を実施する。また、啓発パンフレットや資料を配布する

とともに、ゲームセンター等への協力を要請する。

◆　関係機関・団体との連携と研修

　日常のパトロール活動を通して、各店舗等からの情報収集に努め、学校教育課、各学校や小・中・

高等学校生徒指導連盟及び警察、相談機関等に情報発信し、少年に対する適正な指導、支援につ

なげる。

　鳥取市少年補導員研修会や街頭パトロール時に、少年補導員に対する啓発を行う。

◆　活動の重点

（1）「こんにちは」の積極的な声かけ

（2）各店舗、学校、関係諸機関との情報共有

（3）活動状況の情報発信（愛護センターだより・市ウェブサイト）

（4）高架下スケートボード場の安全・安心な環境醸成

少年愛護センター運営委員会委員

（任期　令和５年７月１日～令和６年６月30日）（敬称省略）

氏　　　　名 所　　　　属　　　　職　　　名

牛　尾　朋　弘 鳥取警察署　生活安全課長

安　場　香　理 鳥取県警察本部生活安全部少年・人身安全対策課
統括少年警察補導員(東部少年サポートセンター)

狩　野　　　司 鳥取市小学校校長会

砂　場　直　巳 鳥取市中学校校長会

小　川　　　泉 鳥取県東部地区高等学校生徒指導連盟

北　村　誠　人 学識経験者

木　嶋　　　徹 青少年健全育成団体

石　黒　　　智 青少年健全育成団体

入　川　卓　也 鳥取市小学校ＰＴＡ連合会

西　垣　正　博 鳥取市中学校ＰＴＡ連合会

田　中　祐　二 公募委員

宮　脇　俊　彦 公募委員
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少年愛護センター

　鳥取市少年愛護センター条例に基づいて、少年たちへの温かい思いやりの精神を基調として青少年の健

全な育成及び非行の防止を図る。

（１）　所　在　地

　鳥取市幸町71　（本庁舎５階　鳥取市教育委員会生涯学習・スポーツ課内）

（２）　設置年月日

　昭和39年４月１日

（３）　事業計画等

◆　パトロール活動

　鳥取市の全ての青少年を対象に、「こんにちは」と親しい声かけを基本に街頭パトロール、巡回

パトロールを行う。

　　①　街頭パトロール

　少年愛護センター職員と小・中・義務教育・高・特別支援学校及び各種学校の教員、福祉相

談センターの職員、保護司、民生児童委員、各種団体、企業、BBS（Big Brothers and Sisters 

Movement）等、市長が委嘱した少年補導員及びスクールサポーターなどの協力者とともに、年間

パトロール計画に基づいて街頭パトロールを実施する。

　　②　巡回パトロール

　少年愛護センター職員が、小・中・高等学校生徒指導連盟、地域の民生児童委員、各種団体等と

連携を密にしながら、随時に巡回パトロールを実施する。

　　　※また、鳥取市教育委員会事務局学校教育課児童生徒支援係や関係機関、小・中・高等学校生徒指 

　　導連盟と連携し、該当の学校等と連絡をとりながら活動する。

　　③　パトロール活動状況
○街頭パトロールの状況

（単位：人）

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

1, 439 1, 248 2, 256 2, 030 2, 419 2, 078 1, 623 1, 406 1, 806 4, 758

○月別声かけ人数
令和４年度における月別声かけ人数の延数は、次のとおり。

（単位：人）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計

145 287 297 508 449 401 448 394 440 307 575 507 4, 758

◆　相 談 活 動

　少年に関する電話、直接相談（学校不適応、交友関係、進路等）に対しては、できうる範囲で

丁寧に事情等を把握し、各学校及び専門機関に引き継ぐ。

少年愛護センター

26年度 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

1,248 2,256 2,030 2,419 2,078 1,623 1,406 1,806 4,758 3,970

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計

0 469 460 501 350 479 327 160 289 177 339 419 3,970

５
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◆　環境浄化活動

　少年の健全育成にとって、望ましくない物理的な環境（壁面の落書き、青少年健全育成条例に

反する店舗の運営等）に対しては、鳥取警察署・関係機関・団体等との連携を密にしながら、物

理的環境を取り除く情報発信を心がける。

　各店舗や少年に対する親しい声かけを通して安全・安心な環境の譲成に努める。

◆　広報・啓発活動

　少年の健全育成や非行・被害防止について、市報・市ウェブサイトによる啓発を行うとともに

広報車による全市内への広報・啓発活動を実施する。また、啓発パンフレットや資料を配布する

とともに、ゲームセンター等への協力を要請する。

◆　関係機関・団体との連携と研修

　日常のパトロール活動を通して、各店舗等からの情報収集に努め、学校教育課、各学校や小・中・

高等学校生徒指導連盟及び警察、相談機関等に情報発信し、少年に対する適正な指導、支援につ

なげる。

　鳥取市少年補導員研修会や街頭パトロール時に、少年補導員に対する啓発を行う。

◆　活動の重点

（1）「こんにちは」の積極的な声かけ

（2）各店舗、学校、関係諸機関との情報共有

（3）活動状況の情報発信（愛護センターだより・市ウェブサイト）

（4）高架下スケートボード場の安全・安心な環境醸成

少年愛護センター運営委員会委員

（任期　令和５年７月１日～令和６年６月30日）（敬称省略）

氏　　　　名 所　　　　属　　　　職　　　名

牛　尾　朋　弘 鳥取警察署　生活安全課長

安　場　香　理 鳥取県警察本部生活安全部少年・人身安全対策課
統括少年警察補導員(東部少年サポートセンター)

狩　野　　　司 鳥取市小学校校長会

砂　場　直　巳 鳥取市中学校校長会

小　川　　　泉 鳥取県東部地区高等学校生徒指導連盟

北　村　誠　人 学識経験者

木　嶋　　　徹 青少年健全育成団体

石　黒　　　智 青少年健全育成団体

入　川　卓　也 鳥取市小学校ＰＴＡ連合会

西　垣　正　博 鳥取市中学校ＰＴＡ連合会

田　中　祐　二 公募委員

宮　脇　俊　彦 公募委員

６ ７

氏　　　　名 所　　　　属　　　　職　　　　名

西　原　　　億 鳥取警察署　生活安全課長

岸　本　景　子 鳥取県警察本部生活安全部少年・人身安全対策課
少年警察補導員（東部少年サポートセンター内）

狩　野　　　司 鳥取市小学校校長会

砂　場　直　巳 鳥取市中学校校長会

岸　本　　　忍 鳥取県東部地区高等学校指導部連盟会長

木　嶋　　　徹 青少年健全育成団体

石　黒　　　智 青少年健全育成団体

福　田　武　史 鳥取市小学校ＰＴＡ連合会

松　本　秀　樹 鳥取市中学校ＰＴＡ連合会

北　村　誠　人 鳥取保護区保護司会理事　組織部長

藤　井　　　健 公募委員
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少　年　補　導　員

（期間　令和５年５月１日～令和６年４月30日）
所　　　　属 人　　数 所　　　　属 人　　数

小　　　 学　　　 校 84 企　　　　　　　 業 2
中　　　 学　　　 校 28 市　　　 教　　　 委 13
義 務 教 育 学 校 6
高　  等　 学  　 校 27
特 別 支 援 学 校 1
児 童 養 護 施 設 2
民 生 委 員・ 児 童 委 員 82
各　　 種　　 団　　 体 14
官　　　 公　　　 庁 1 計 260

サイクリングターミナル砂丘の家（廃止）

　昭和５３年に青少年健全育成に寄与することを目的に設立された本施設は、施設の老朽化や利用者の減

少により現状のまま施設運営を継続することは困難な状況にあり、令和２年に鳥取砂丘西側整備構想の改

訂及び鳥取砂丘未来会議からの再整備の提言を受け、利用者の意見を聞きながら、民間活力を導入し当施

設を含む３施設（柳茶屋キャンプ場、鳥取砂丘こどもの国キャンプ場）の一体的な整備を行うこととなり、

その事業スケジュールに合わせ、令和４年８月末をもって施設を廃止した。

（１）　設 置 目 的

　青少年の健全な育成と福祉の増進に寄与することを目的とする。

（２）　所　在　地

　鳥取市浜坂1157－115（電話29－0800）

（３）　開設年月日

　昭和53年４月１日（令和４年８月末をもって廃止）

（４）　建物の構造・規模

　管理・宿泊棟

　鉄筋コンクリート造２階建　　延992. 03㎡

　自転車置場

　鉄骨造平屋建　　　　　　　　　延100. 40㎡

（５）　設　　　備

　○客　室　　和室（８畳）10室、和洋室（３畳＋ベッド４）２室、洋室（ベッド６）３室

　○研修室　　100. 60㎡

　○食　堂　　100. 60㎡

（６）　宿 泊 定 員

　80人

79
25

25

13

12

248

６ ７

⑴　設 置 目 的

　星や宇宙、自然の観察・学習を通じて宇宙を考え、地球の大切さを理解し、郷土の自然と文化等を学ぶ
場や機会を提供することにより、小・中学校の児童生徒の天文学習の支援や教材等の提供、市民の学習意
識・意欲の高揚と心豊かで健全な育成を図ることを目的とする。 
⑵　所　在　地

　　鳥取市佐治町高山1071-1ほか （電話0858-89-1011） 
⑶　設　　　置 

　　平成６年７月30日 
⑷　施設の概要

　　佐 治 天 文 台　　　鉄筋コンクリート造地上４階地下1階：1,594.4㎡ 
　　　　　設　備　　　①大型望遠鏡（口径103㎝・反射望遠鏡） 
　　　　　　　　　　　②太陽望遠鏡（口径15㎝・屈折望遠鏡をメインの5連式） 
　　　　　　　　　　　③プラネタリウム：直径6.5ｍのドームスクリーン 
　　　　　　　　　　　④展示ホール（１Ｆ・２Ｆ） 
　　　　　　　　　　　⑤会議室（大会議室130名、小会議室20名） 
　　天体宿泊施設　　　木造一部鉄筋コンクリート造 
　　　　　設　備　　　①セレス観測所（定員６名）延べ床面積94.24㎡ 
　　　　　　　　　　　　和室２部屋、ＤＫ、浴室、トイレ、観測室（40cm反射望遠鏡） 
　　　　　　　　　　　②パラス観測所（定員８名）延べ床面積109.98㎡ 
　　　　　　　　　　　　和室２部屋、洋室１部屋、ＤＫ、浴室、トイレ、観測室（31cm反射望遠鏡） 
　　　　　　　　　　　③ジュノー観測所（定員８名）延べ床面積109.98㎡ 
　　　　　　　　　　　　和室２部屋、洋室１部屋、ＤＫ、浴室、トイレ、観測室（15cm屈折望遠鏡） 
　　　　　　　　　　　④アストラエア観測所（定員６名）延べ床面積94.24㎡ 
　　　　　　　　　　　　和室２部屋、ＤＫ、浴室、トイレ、観測室（12.5cm屈折望遠鏡） 
　　レストハウス　　　木造日本瓦葺き平屋建て 96.85㎡ 
　　　　　設　備　　　客室・厨房・トイレ（お客様の休憩スペースとして利用） 

鳥取市さじアストロパーク
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　　コスモスの館　　　本館 木造２階建：694,55㎡ 
　　　　　設　備　　　ペンション 
　　　　　　　　　　　洋室ツイン４室、和室（６畳）２室・（10畳）７室・（６畳）管理人室 
　　　　　　　　　　　食堂（ダイニングルーム）（定員55名）風呂・トイレ 
　　コスモスの館　　　別館　木造２階建：384,87㎡ 
　　　　　設　備　　　ペンション 
　　　　　　　　　　　洋室ツイン４室、和室（６畳）３室
　　　　　　　　　　　木工室 
　　多目的ハウス　　　木造平屋建 200,37㎡ 
　　　　　設　備　　　バーベキューハウス「アルデバラン」（収容人数80人） 
⑸　休館日及び開館時間 

　　休館日　　４月～10月　月曜日、第３火曜日、祝日の翌日 
　　　　　　　11月～３月　月曜日、火曜日、祝日の翌日、年末・年始 
　　　　　　　教育委員会が必要と認めたとき 
　　○天文台 
　　　開館時間　　４月～10月　火曜･水曜･木曜･日曜･祝祭日 午前10時～午後５時15分 
　　　　　　　　　　　　　　　※事前予約により午後７時～午後９時を開館 
　　　　　　　　　　　　　　　金曜･土曜 午前10時～午後10時 
　　　　　　　　　11月～３月　水曜･木曜･金曜･日曜･祝祭日 午前10時～午後５時15分 
　　　　　　　　　　　　　　　※事前予約により午後６時～午後８時を開館 
　　　　　　　　　　　　　　　土曜 午前10時～午後９時 
　　○プラネタリウム（投影時間約40分間） 
　　　投影時間　　平　日　　　　　３回 ①10：30 ～、②14：00 ～、③16：00 ～ 
　　　　　　　　　土･日・祝祭日　 ４回 ①10：30 ～、②12：30 ～、③14：00 ～、④16：00 ～ 
　　　　　　　　　※繁忙期は回数を増やして実施 
　　○103ｃｍ大型望遠鏡による夜間観望会（観望時間約40分間） 
　　　観望時間　　４月～７月上旬　１回 ①20：00 ～（金曜･土曜以外は予約制） 
　　　　　　　　　７月中旬～10月　平日・日曜・祝祭日 １回 ①20：00 ～（金曜以外は予約制） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　土曜日　２回 ①20：00 ～、②21：00 ～ 
　　　　　　　　　11月～３月　　　１回 ①20：00 ～（土曜日以外は予約制） 
　　　　　　　　　※繁忙期は回数を増やして実施 
⑹　事業概要

分野 事 業 名 期　日 事　業　内　容

定
　
例
　
事
　
業 

夜間観望会 年 間

103cm望遠鏡を使った星の観望会（１日１～２回） 
※４月～ 10月の金曜･土曜及び11月～３月の土曜は通常
　実施、その他の曜日は予約制にて実施 
※天候不良時、プラネタリウム夜間投影と103cm望遠鏡
　説明会を実施 

星空解説 〃 さじアストロパーク園地での星空や星座の解説（１日１
～２回）（夜間観察会とセット） 
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分野 事 業 名 期　日 事　業　内　容

定
　
例
　
事
　
業 

プラネタリウム 〃

天体や星座等の解説とテーマ番組の投影（1日３～４回）   
※テーマ番組は季節ごとに入れ替える 
①宇宙の疑問にズバリお答え（オリジナル）（２月22日～
　６月18日） 
②月をめざして（６月21日～９月18日）
③星空の水平線（９月21日～ 12月17日） 
④ゆるり星空めぐり～北極星を見つけよう（12月20日～
　２月18日） 
⑤宇宙の疑問にズバリお答え２（２月21日～６月16日）

昼間の星観望会 〃 103cm望遠鏡を使った昼間の星の観望会（１日３～４回）
（単独、またはプラネタリウムとセット）

太陽観望会 〃 太陽望遠鏡を使った太陽の観望会

期間展示 〃

テーマを決めての展示
①第29回 星景写真コンテスト入賞作品展（３月24日～
　６月18日）
②鳥取天文協会活動展（６月21日～９月18日） 
③プラネタリウム100周年記念展示（９月21日～ 12月３日） 
④アストロ宇宙写真展（12月13日～３月17日） 
⑤第30回 星景写真コンテスト入賞作品展（３月20日～６月16日） 

館内クイズラリー 〃 館内展示の理解を深めてもらうクイズ

個
　
別
　
事
　
業

宇宙ふしぎ探検 年 間

特別な天文現象や見ごろの天体にあわせた説明観察会
①七夕の星を見よう（７月７日）   
②ペルセウス座流星群を観よう（８月12日･13日） 
③巨大４惑星を見よう（10月28日） 
④ふたご流星群を観察しよう（12月14日・15日） 
⑤冬の星座を観察しよう（1月13日） 
  ※国府町コミュニティセンターで実施 
⑥冬の星座を観察しよう（２月17日） 
  ※鳥取市こども科学館で実施 

宙（そら）の駅まつり ５/ ３～
　５/ ７

連休に合わせて星の観察会、謎解きラリー、科学工作な
どを実施

天文講座 ５/ ２、
　11/ ２ 親子で楽しむ星の講座を実施

星まつり
７/29 ～
　８/20
の土日と
８/11.14.15

昼間はプラネタリウムや工作で、夜は103cm大型望遠鏡
や園地で天の川観察などで星や宇宙に親しむイベントを
実施 

クリスマス謝恩コンサート 12/17 男声アカペラグループなどによるコンサートを実施

雪まつり ２/11.12 雪が多い時期に実施する「雪」をテーマにしたイベント
期間中の土日に実施

星景写真コンテスト 12月～１月 
３月～６月 

星と風景がいっしょに写った写真のコンテスト
（募集12 ～１月 展示３～６月） 

全国星空継続観察 夏 期
冬 期

星の見え方を通して大気環境を調べる全国星空継続観察
の定点観察ポイントとして星空を継続的に観察する

情
報
発
信

星のたより 毎 月 さじアストロパークの機関紙として発行

アストロニュース 随 時 最新の天文情報などを、主にホームページで公開
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分野 事 業 名 期　日 事　業　内　容

団
体
育
成

さじアストロパーク友の会 毎 月 会員を対象に、星空観察会や学習会等を実施

日本宇宙少年団 
鳥取アストロ分団 〃 団員を対象に、工作や科学実験、施設見学等を実施

学
校
教
育
事
業

小・中学校 随 時 小・中学校へ専門職員出張による月や星の学習授業等の
実施

鳥取環境大学 随 時 講義の一環として来館利用

鳥取大学 通 年 鳥取大学の非常勤講師として講義と実験演習を実施、地
域貢献推進事業の共催 

京都産業大学 随 時 インターンシップ、天文キャリア実習

他
団
体
と
の
連
携
事
業

星取県との連携 随 時 推進会議、天文指導、事業協力、他

公民館等との連携 随 時 公民館等への出張観望会・工作教室・講演会

スター ･ウィークキャン
ペーン ４月～８月

全国的な取組のスター ･ウィークキャンペーン（星空に
親しむ週間。毎年８月１日～７日）推進のため、キャッ
チコピー募集受付等を行う

五しの里さじ地域協議会
との連携 ５月～ 11月 小学生等を対象にした田舎体験や自然体験活動の実施

鳥取天文協会 随 時 地元の天文愛好家団体と連携し、出張観察会での応援依
頼や天文愛好家の育成と天文イベントの実施を行う

⑺　利 用 状 況

　　　令和５年度

　※８月15日～ 31日は台風７号による災害のため臨時休館

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計

天 文 台 
入 館 者 数 609 961 807 1,331 1,838 1,004 785 883 458 262 810 701 10,449

人

プラネタリｳム
観 覧 者 数 186 429 368 598 620 272 344 313 103 108 359 228 3,928

人

天体観察会
参 加 者 数 89 141 66 275 376 260 216 185 38 6 19 78 1,749

人

サブ天文台
宿 泊 棟 数 12 15 10 34 40 27 13 19 8 1 11 27 217

棟

園 地
利 用 者 数 79 50 48 34 150 48 59 45 21 19 39 42 635

人

出張講演等
参 加 者 数 120 283 446 293 181 8 120 551 391 368 222 82 3,065

人
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計
サブ天文台
宿 泊 数 10 11 7 14 25 7 18 13 8 1 6 22 142

棟
園 　 地
利 用 者 数 110 76 89 75 66 50 53 59 23 17 39 70 727

人
出張講演等
参 加 者 数 0 161 457 169 54 202 348 53 241 276 200 149 2, 310

人

指定文化財一覧（令和５年６月１日現在）

（１）　国指定文化財（36件・指定文化財33件、重要美術品3件）

　　重要文化財・・・・・・・12件
　　重要美術品・・・・・・・ 3件
　　史跡・・・・・・・・・・ 9件
　　名勝・・・・・・・・・・ 1件
　　天然記念物・・・・・・・ 7件
　　重要無形民俗文化財・・・ 3件
　　重要無形文化財・・・・・ 1件
（２）　国登録文化財（29件・建造物27件6３棟1基、有形民俗文化財1件、記念物1件）
　　登録有形文化財・・・・・27件
　　登録有形民俗文化財・・・ 1件
　　登録記念物・・・・・・・ 1件
（３）　県指定文化財（125件）
　　保護文化財・・・・・・・63件
　　史跡・・・・・・・・・・ 9件
　　名勝・・・・・・・・・・ 2件
　　天然記念物・・・・・・・20件
　　無形民俗文化財・・・・・24件
　　有形民俗文化財・・・・・ 2件
　　無形文化財・・・・・・・ 5件
（４）　市指定文化財（1３0件）
　　保護文化財・・・・・・・60件
　　史跡・・・・・・・・・・34件
　　名勝・・・・・・・・・・ 2件
　　天然記念物・・・・・・・18件
　　無形民俗文化財・・・・・11件
　　有形民俗文化財・・・・・ 4件
　　無形文化財・・・・・・・ 1件
※詳細については、教育要覧をご覧ください。
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鳥取市文化財審議会

任期：令和４年７月１日～令和６年６月30日（順不同）

委員区分 氏　　名 所　　属

地　質 星　見　清　晴

美　術 尾　﨑　信一郎 鳥取県立博物館　副館長

歴　史 岸　本　　　覚 鳥取大学　教授

考　古 髙　田　健　一 鳥取大学　教授

植　物 永　松　　　大 鳥取大学　教授

鳥取市歴史博物館「やまびこ館」

（１）　設 置 目 的

　市民が気軽に文化財に触れ、生涯にわたり愛護精神や郷土愛を培い、鳥取の歴史や文化の学習拠点と

なるとともに広く県内外に情報発信をしていくことを目的として、平成12年７月１日に開館した。開館

20年を機に常設展示室の改修を行い、令和３年４月３日にリニューアル・オープンした。

（２）　基 本 方 針

　鳥取市の文化・歴史に関する資料の調査・研究・保存を行うとともに、資料の公開・展示を通して郷

土の文化・歴史等についての理解を深め、楽しく学び、鳥取の魅力に触れていただく場を提供する。

（３）　施　　　設

　場　　所　　 鳥取市上町88番地
　構　　造　　鉄筋コンクリート造、地下１階地上２階（一部３階）
　敷地面積　　2, 385. 83㎡、建築面積　1, 430. 74㎡、延床面積　4, 007. 47㎡
　施設の内容
　　展示室　　1, 216. 84㎡（常設展示室934. 14㎡、特別展示室282. 70㎡）
　　研修室、喫茶コーナー、ミュージアムショップ、授乳室・救護室
　　収蔵庫、準備室、事務室、応接室ほか
　　駐車場　　3, 071. 67㎡（バス２台、身障者用３台、普通車57台）

（４）　開館時間及び休館日

　開館時間　　午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）

　休 館 日　　毎週月曜日（祝日の場合は開館）、祝日の翌日、年末年始（12／29～１／３）

（５）　利用料金（常設展観覧料）

個　人 団体（20人以上）

小・中・高校生 無　料

一　般 300円 240円

　次の方は無料となります。

　（65歳以上の方、障がいのある方、要介護者及びその介護者、特定医療費（指定難病）医療受給者証

又は障害福祉サービス受給者証の所持者及びその付添人）

詳細については教育要覧をご覧ください。

指定文化財一覧（令和６年６月１日現在）
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４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計
サブ天文台
宿 泊 数 10 11 7 14 25 7 18 13 8 1 6 22 142

棟
園 　 地
利 用 者 数 110 76 89 75 66 50 53 59 23 17 39 70 727

人
出張講演等
参 加 者 数 0 161 457 169 54 202 348 53 241 276 200 149 2, 310

人

指定文化財一覧（令和５年６月１日現在）

（１）　国指定文化財（36件・指定文化財33件、重要美術品3件）

　　重要文化財・・・・・・・12件
　　重要美術品・・・・・・・ 3件
　　史跡・・・・・・・・・・ 9件
　　名勝・・・・・・・・・・ 1件
　　天然記念物・・・・・・・ 7件
　　重要無形民俗文化財・・・ 3件
　　重要無形文化財・・・・・ 1件
（２）　国登録文化財（29件・建造物27件6３棟1基、有形民俗文化財1件、記念物1件）
　　登録有形文化財・・・・・27件
　　登録有形民俗文化財・・・ 1件
　　登録記念物・・・・・・・ 1件
（３）　県指定文化財（125件）
　　保護文化財・・・・・・・63件
　　史跡・・・・・・・・・・ 9件
　　名勝・・・・・・・・・・ 2件
　　天然記念物・・・・・・・20件
　　無形民俗文化財・・・・・24件
　　有形民俗文化財・・・・・ 2件
　　無形文化財・・・・・・・ 5件
（４）　市指定文化財（1３0件）
　　保護文化財・・・・・・・60件
　　史跡・・・・・・・・・・34件
　　名勝・・・・・・・・・・ 2件
　　天然記念物・・・・・・・18件
　　無形民俗文化財・・・・・11件
　　有形民俗文化財・・・・・ 4件
　　無形文化財・・・・・・・ 1件
※詳細については、教育要覧をご覧ください。

─ 283 ─

議

　会

総

　務

人
権
政
策
危
機
管
理
企
画
推
進
市
民
生
活

福

　祉

こ
ど
も

健

　康

経
済
観
光
農
林
水
産
都
市
整
備

下
水
道

委
員
会

教

　育

委
員
会

行

　政

病

　院

水

　道

事
務
組
合

一

　
　部
出
資
法
人
等

鳥取市文化財審議会

任期：令和４年７月１日～令和６年６月30日（順不同）

委員区分 氏　　名 所　　属

地　質 星　見　清　晴

美　術 尾　﨑　信一郎 鳥取県立博物館　副館長

歴　史 岸　本　　　覚 鳥取大学　教授

考　古 髙　田　健　一 鳥取大学　教授

植　物 永　松　　　大 鳥取大学　教授

鳥取市歴史博物館「やまびこ館」

（１）　設 置 目 的

　市民が気軽に文化財に触れ、生涯にわたり愛護精神や郷土愛を培い、鳥取の歴史や文化の学習拠点と

なるとともに広く県内外に情報発信をしていくことを目的として、平成12年７月１日に開館した。開館

20年を機に常設展示室の改修を行い、令和３年４月３日にリニューアル・オープンした。

（２）　基 本 方 針

　鳥取市の文化・歴史に関する資料の調査・研究・保存を行うとともに、資料の公開・展示を通して郷

土の文化・歴史等についての理解を深め、楽しく学び、鳥取の魅力に触れていただく場を提供する。

（３）　施　　　設

　場　　所　　 鳥取市上町88番地
　構　　造　　鉄筋コンクリート造、地下１階地上２階（一部３階）
　敷地面積　　2, 385. 83㎡、建築面積　1, 430. 74㎡、延床面積　4, 007. 47㎡
　施設の内容
　　展示室　　1, 216. 84㎡（常設展示室934. 14㎡、特別展示室282. 70㎡）
　　研修室、喫茶コーナー、ミュージアムショップ、授乳室・救護室
　　収蔵庫、準備室、事務室、応接室ほか
　　駐車場　　3, 071. 67㎡（バス２台、身障者用３台、普通車57台）

（４）　開館時間及び休館日

　開館時間　　午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）

　休 館 日　　毎週月曜日（祝日の場合は開館）、祝日の翌日、年末年始（12／29～１／３）

（５）　利用料金（常設展観覧料）

個　人 団体（20人以上）

小・中・高校生 無　料

一　般 300円 240円

　次の方は無料となります。

　（65歳以上の方、障がいのある方、要介護者及びその介護者、特定医療費（指定難病）医療受給者証

又は障害福祉サービス受給者証の所持者及びその付添人）

詳細については教育要覧をご覧ください。

鳥取市文化財審議会

鳥取市歴史博物館「やまびこ館」

６ ８

委員区分 氏　　名 所　　属

地　質 星　見　清　晴 元鳥取地学会会長

美　術 尾　﨑　信一郎 鳥取県立美術館　館長

歴　史 岸　本　　　覚 鳥取大学　教授

考　古 髙　田　健　一 鳥取大学　教授

植　物 永　松　　　大 鳥取大学　教授

民　俗 樫　村　賢　二 鳥取県立博物館　専門員
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仁風閣及び宝扇庵

（１）　設 置 目 的

　仁風閣は明治40年（1907年）５月、時の皇太子（のちの大正天皇）の山陰行啓に際し、宿舎として旧

鳥取藩主池田家によって建設された。全体にフレンチ型ルネッサンス様式を基調とした白色塗装の木造

瓦葺二階建てで、山陰地方における数少ない明治洋風建築である。昭和48年に国の重要文化財に指定さ

れ、昭和51年11月から広く公開している。

　宝扇庵は、文久３年（1863年）に12代鳥取藩主が先代の夫人宝隆院を慰めるために造営された扇御殿

の後庭にある茶座敷で、市名勝に指定された宝隆院庭園と併せて優れた景観を形成している。

（２）　基 本 方 針

　多くの市民が気軽に文化財に触れ、文化財愛護精神や郷土愛を培うとともに、鳥取の魅力に触れてい

ただく場を提供する。

（３）　施　　　設

　場　　所　　鳥取市東町二丁目121番地

　　①　仁風閣

　　　構　　造　　木造二階建て（国指定重要文化財）

　　　敷地面積　　7, 200㎡（庭園含む）（建築面積　531. 21㎡、延床面積　1, 045. 14㎡）

　　　施設の内容　　

　　　　１階　　応接室、随員控室、事務室、御風呂場ほか

　　　　２階　　謁見所、陳列所、御食堂、御寝室、御物置ほか

　　②　宝扇庵

　　　構　　造　　木造瓦葺平屋

　　　建築面積（延床面積）　67㎡

　　　施設の内容　　茶室

（４）　開館時間及び休館日

　開館時間　　午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）

　休 館 日　　毎週月曜日（祝日の場合は開館）、祝日の翌日、年末年始（12／29～１／３）

（５）　利用料金（常設展観覧料）

個　人 団体（20人以上）

小・中・高校生 無　料

一　般 150円 120円

　次の方は無料となります。

　（65歳以上の方、障がいのある方、要介護者及びその介護者、特定医療費（指定難病）医療受給者証

又は障害福祉サービス受給者証の所持者及びその付添人）

詳細については教育要覧をご覧ください。
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鳥取市因幡万葉歴史館

（１）　設 置 目 的

　大伴家持が万葉集最後の歌を詠んだ万葉の里であり、傘踊り発祥の地でもある国府地域を中心に歴史

文化等を学び地域文化と観光の振興に資することを目的とする。

（２）　基 本 方 針

　鳥取市歴史博物館の分館的機能をもつ施設として、鳥取市の古代から中世までを中心に調査研究、展

示公開等を行う。また、万葉をテーマに国府地域を中心とした郷土の歴史・民俗・美術・自然等に関す

る資料の収集・整理・保存・研究・展示を通じて郷土についての理解を深めるとともに、市内外の芸術

文化活動の成果に接し、鑑賞できる場を提供する。国指定重要無形民俗文化財であり、日本遺産の構成

要素である「因幡の麒麟獅子舞」の伝承の拠点施設である。

（３）　施　　　設

　場　　所　　鳥取市国府町町屋726番地

　構　　造　　鉄筋コンクリート造、一部２階建

　建築面積　　1747. 26㎡（建築延面積　1837. 77㎡）

　施設の内容

　　歴史本館　　大伴家持ホール、常設展示室、徳足比売ホール、企画展示室

　　　　　　　　展望ホール、ロビー、ラウンジ・エントランスホール、事務室ほか

　　民俗館　　　民俗展示室

　　伝承館　　　伝承館、コロネード

　　天平ロマンホール

　　万葉と神話の庭

　　時の塔　　　時の塔、時の広場

（４）　開館時間及び休館日

　開館時間　　午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）

　休 館 日　　毎週月曜日（祝日の場合は開館）、祝日の翌日、年末年始（12／29～１／３）

（５）　利用料金（常設展観覧料）

個　人 団体（20人以上）

小・中・高校生 無　料

一　般 300円 240円

　次の方は無料となります。

　（65歳以上の方、障がいのある方、要介護者及びその介護者、特定医療費（指定難病）医療受給者証

又は障害福祉サービス受給者証の所持者及びその付添人）

詳細については教育要覧をご覧ください。
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仁風閣及び宝扇庵

（１）　設 置 目 的

　仁風閣は明治40年（1907年）５月、時の皇太子（のちの大正天皇）の山陰行啓に際し、宿舎として旧

鳥取藩主池田家によって建設された。全体にフレンチ型ルネッサンス様式を基調とした白色塗装の木造

瓦葺二階建てで、山陰地方における数少ない明治洋風建築である。昭和48年に国の重要文化財に指定さ

れ、昭和51年11月から広く公開している。

　宝扇庵は、文久３年（1863年）に12代鳥取藩主が先代の夫人宝隆院を慰めるために造営された扇御殿

の後庭にある茶座敷で、市名勝に指定された宝隆院庭園と併せて優れた景観を形成している。

（２）　基 本 方 針

　多くの市民が気軽に文化財に触れ、文化財愛護精神や郷土愛を培うとともに、鳥取の魅力に触れてい

ただく場を提供する。

（３）　施　　　設

　場　　所　　鳥取市東町二丁目121番地

　　①　仁風閣

　　　構　　造　　木造二階建て（国指定重要文化財）

　　　敷地面積　　7, 200㎡（庭園含む）（建築面積　531. 21㎡、延床面積　1, 045. 14㎡）

　　　施設の内容　　

　　　　１階　　応接室、随員控室、事務室、御風呂場ほか

　　　　２階　　謁見所、陳列所、御食堂、御寝室、御物置ほか

　　②　宝扇庵

　　　構　　造　　木造瓦葺平屋

　　　建築面積（延床面積）　67㎡

　　　施設の内容　　茶室

（４）　開館時間及び休館日

　開館時間　　午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）

　休 館 日　　毎週月曜日（祝日の場合は開館）、祝日の翌日、年末年始（12／29～１／３）

（５）　利用料金（常設展観覧料）

個　人 団体（20人以上）

小・中・高校生 無　料

一　般 150円 120円

　次の方は無料となります。

　（65歳以上の方、障がいのある方、要介護者及びその介護者、特定医療費（指定難病）医療受給者証

又は障害福祉サービス受給者証の所持者及びその付添人）

詳細については教育要覧をご覧ください。
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仁風閣及び宝扇庵

（１）　設 置 目 的

　仁風閣は明治40年（1907年）５月、時の皇太子（のちの大正天皇）の山陰行啓に際し、宿舎として旧

鳥取藩主池田家によって建設された。全体にフレンチ型ルネッサンス様式を基調とした白色塗装の木造

瓦葺二階建てで、山陰地方における数少ない明治洋風建築である。昭和48年に国の重要文化財に指定さ

れ、昭和51年11月から広く公開している。

　宝扇庵は、文久３年（1863年）に12代鳥取藩主が先代の夫人宝隆院を慰めるために造営された扇御殿

の後庭にある茶座敷で、市名勝に指定された宝隆院庭園と併せて優れた景観を形成している。

（２）　基 本 方 針

　多くの市民が気軽に文化財に触れ、文化財愛護精神や郷土愛を培うとともに、鳥取の魅力に触れてい

ただく場を提供する。

（３）　施　　　設

　場　　所　　鳥取市東町二丁目121番地

　　①　仁風閣

　　　構　　造　　木造二階建て（国指定重要文化財）

　　　敷地面積　　7, 200㎡（庭園含む）（建築面積　531. 21㎡、延床面積　1, 045. 14㎡）

　　　施設の内容　　

　　　　１階　　応接室、随員控室、事務室、御風呂場ほか

　　　　２階　　謁見所、陳列所、御食堂、御寝室、御物置ほか

　　②　宝扇庵

　　　構　　造　　木造瓦葺平屋

　　　建築面積（延床面積）　67㎡

　　　施設の内容　　茶室

（４）　開館時間及び休館日

　開館時間　　午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）

　休 館 日　　毎週月曜日（祝日の場合は開館）、祝日の翌日、年末年始（12／29～１／３）

（５）　利用料金（常設展観覧料）

個　人 団体（20人以上）

小・中・高校生 無　料

一　般 150円 120円

　次の方は無料となります。

　（65歳以上の方、障がいのある方、要介護者及びその介護者、特定医療費（指定難病）医療受給者証

又は障害福祉サービス受給者証の所持者及びその付添人）

詳細については教育要覧をご覧ください。

仁風閣及び宝扇庵

（仁風閣は令和10年度まで修理のため休館中　宝扇庵のみ利用可能）

１時間 午前９時〜午後５時

宝　扇　庵 350円 2,800円
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仁風閣及び宝扇庵

（１）　設 置 目 的

　仁風閣は明治40年（1907年）５月、時の皇太子（のちの大正天皇）の山陰行啓に際し、宿舎として旧

鳥取藩主池田家によって建設された。全体にフレンチ型ルネッサンス様式を基調とした白色塗装の木造

瓦葺二階建てで、山陰地方における数少ない明治洋風建築である。昭和48年に国の重要文化財に指定さ

れ、昭和51年11月から広く公開している。

　宝扇庵は、文久３年（1863年）に12代鳥取藩主が先代の夫人宝隆院を慰めるために造営された扇御殿

の後庭にある茶座敷で、市名勝に指定された宝隆院庭園と併せて優れた景観を形成している。

（２）　基 本 方 針

　多くの市民が気軽に文化財に触れ、文化財愛護精神や郷土愛を培うとともに、鳥取の魅力に触れてい

ただく場を提供する。

（３）　施　　　設

　場　　所　　鳥取市東町二丁目121番地

　　①　仁風閣

　　　構　　造　　木造二階建て（国指定重要文化財）

　　　敷地面積　　7, 200㎡（庭園含む）（建築面積　531. 21㎡、延床面積　1, 045. 14㎡）

　　　施設の内容　　

　　　　１階　　応接室、随員控室、事務室、御風呂場ほか

　　　　２階　　謁見所、陳列所、御食堂、御寝室、御物置ほか

　　②　宝扇庵

　　　構　　造　　木造瓦葺平屋

　　　建築面積（延床面積）　67㎡

　　　施設の内容　　茶室

（４）　開館時間及び休館日

　開館時間　　午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）

　休 館 日　　毎週月曜日（祝日の場合は開館）、祝日の翌日、年末年始（12／29～１／３）

（５）　利用料金（常設展観覧料）

個　人 団体（20人以上）

小・中・高校生 無　料

一　般 150円 120円

　次の方は無料となります。

　（65歳以上の方、障がいのある方、要介護者及びその介護者、特定医療費（指定難病）医療受給者証

又は障害福祉サービス受給者証の所持者及びその付添人）

詳細については教育要覧をご覧ください。
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鳥取市因幡万葉歴史館

（１）　設 置 目 的

　大伴家持が万葉集最後の歌を詠んだ万葉の里であり、傘踊り発祥の地でもある国府地域を中心に歴史

文化等を学び地域文化と観光の振興に資することを目的とする。

（２）　基 本 方 針

　鳥取市歴史博物館の分館的機能をもつ施設として、鳥取市の古代から中世までを中心に調査研究、展

示公開等を行う。また、万葉をテーマに国府地域を中心とした郷土の歴史・民俗・美術・自然等に関す

る資料の収集・整理・保存・研究・展示を通じて郷土についての理解を深めるとともに、市内外の芸術

文化活動の成果に接し、鑑賞できる場を提供する。国指定重要無形民俗文化財であり、日本遺産の構成

要素である「因幡の麒麟獅子舞」の伝承の拠点施設である。

（３）　施　　　設

　場　　所　　鳥取市国府町町屋726番地

　構　　造　　鉄筋コンクリート造、一部２階建

　建築面積　　1747. 26㎡（建築延面積　1837. 77㎡）

　施設の内容

　　歴史本館　　大伴家持ホール、常設展示室、徳足比売ホール、企画展示室

　　　　　　　　展望ホール、ロビー、ラウンジ・エントランスホール、事務室ほか

　　民俗館　　　民俗展示室

　　伝承館　　　伝承館、コロネード

　　天平ロマンホール

　　万葉と神話の庭

　　時の塔　　　時の塔、時の広場

（４）　開館時間及び休館日

　開館時間　　午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）

　休 館 日　　毎週月曜日（祝日の場合は開館）、祝日の翌日、年末年始（12／29～１／３）

（５）　利用料金（常設展観覧料）

個　人 団体（20人以上）

小・中・高校生 無　料

一　般 300円 240円

　次の方は無料となります。

　（65歳以上の方、障がいのある方、要介護者及びその介護者、特定医療費（指定難病）医療受給者証

又は障害福祉サービス受給者証の所持者及びその付添人）

詳細については教育要覧をご覧ください。
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仁風閣及び宝扇庵

（１）　設 置 目 的

　仁風閣は明治40年（1907年）５月、時の皇太子（のちの大正天皇）の山陰行啓に際し、宿舎として旧

鳥取藩主池田家によって建設された。全体にフレンチ型ルネッサンス様式を基調とした白色塗装の木造

瓦葺二階建てで、山陰地方における数少ない明治洋風建築である。昭和48年に国の重要文化財に指定さ

れ、昭和51年11月から広く公開している。

　宝扇庵は、文久３年（1863年）に12代鳥取藩主が先代の夫人宝隆院を慰めるために造営された扇御殿

の後庭にある茶座敷で、市名勝に指定された宝隆院庭園と併せて優れた景観を形成している。

（２）　基 本 方 針

　多くの市民が気軽に文化財に触れ、文化財愛護精神や郷土愛を培うとともに、鳥取の魅力に触れてい

ただく場を提供する。

（３）　施　　　設

　場　　所　　鳥取市東町二丁目121番地

　　①　仁風閣

　　　構　　造　　木造二階建て（国指定重要文化財）

　　　敷地面積　　7, 200㎡（庭園含む）（建築面積　531. 21㎡、延床面積　1, 045. 14㎡）

　　　施設の内容　　

　　　　１階　　応接室、随員控室、事務室、御風呂場ほか

　　　　２階　　謁見所、陳列所、御食堂、御寝室、御物置ほか

　　②　宝扇庵

　　　構　　造　　木造瓦葺平屋

　　　建築面積（延床面積）　67㎡

　　　施設の内容　　茶室

（４）　開館時間及び休館日

　開館時間　　午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）

　休 館 日　　毎週月曜日（祝日の場合は開館）、祝日の翌日、年末年始（12／29～１／３）

（５）　利用料金（常設展観覧料）

個　人 団体（20人以上）

小・中・高校生 無　料

一　般 150円 120円

　次の方は無料となります。

　（65歳以上の方、障がいのある方、要介護者及びその介護者、特定医療費（指定難病）医療受給者証

又は障害福祉サービス受給者証の所持者及びその付添人）

詳細については教育要覧をご覧ください。
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仁風閣及び宝扇庵

（１）　設 置 目 的

　仁風閣は明治40年（1907年）５月、時の皇太子（のちの大正天皇）の山陰行啓に際し、宿舎として旧

鳥取藩主池田家によって建設された。全体にフレンチ型ルネッサンス様式を基調とした白色塗装の木造

瓦葺二階建てで、山陰地方における数少ない明治洋風建築である。昭和48年に国の重要文化財に指定さ

れ、昭和51年11月から広く公開している。

　宝扇庵は、文久３年（1863年）に12代鳥取藩主が先代の夫人宝隆院を慰めるために造営された扇御殿

の後庭にある茶座敷で、市名勝に指定された宝隆院庭園と併せて優れた景観を形成している。

（２）　基 本 方 針

　多くの市民が気軽に文化財に触れ、文化財愛護精神や郷土愛を培うとともに、鳥取の魅力に触れてい

ただく場を提供する。

（３）　施　　　設

　場　　所　　鳥取市東町二丁目121番地

　　①　仁風閣

　　　構　　造　　木造二階建て（国指定重要文化財）

　　　敷地面積　　7, 200㎡（庭園含む）（建築面積　531. 21㎡、延床面積　1, 045. 14㎡）

　　　施設の内容　　

　　　　１階　　応接室、随員控室、事務室、御風呂場ほか

　　　　２階　　謁見所、陳列所、御食堂、御寝室、御物置ほか

　　②　宝扇庵

　　　構　　造　　木造瓦葺平屋

　　　建築面積（延床面積）　67㎡

　　　施設の内容　　茶室

（４）　開館時間及び休館日

　開館時間　　午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）

　休 館 日　　毎週月曜日（祝日の場合は開館）、祝日の翌日、年末年始（12／29～１／３）

（５）　利用料金（常設展観覧料）

個　人 団体（20人以上）

小・中・高校生 無　料

一　般 150円 120円

　次の方は無料となります。

　（65歳以上の方、障がいのある方、要介護者及びその介護者、特定医療費（指定難病）医療受給者証

又は障害福祉サービス受給者証の所持者及びその付添人）

詳細については教育要覧をご覧ください。

鳥取市因幡万葉歴史館
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鳥取市あおや郷土館

（１）　設 置 目 的

　青谷町地域を中心とした郷土の歴史、民俗、美術、自然等の調査研究や資料収集、展示公開等を行い、

鳥取市民の教育、学術及び文化の発展に資することを目的とする。

（２）　基 本 方 針

　鳥取市青谷町を中心とした郷土の歴史・文化・風土を学び、市内外の文化活動の成果に接し、鑑賞で

きる場を提供する。

（３）　施　　　設

　場　　所　　鳥取市青谷町青谷2990番地4

　構　　造　　鉄筋コンクリート造、一部2階建

　建築面積　　539. 87㎡（建築延面積　722. 74㎡）

　施設の内容　

　　展示室（第１展示室、第２展示室）　207. 36㎡

　　ロビー、収蔵庫、倉庫、事務室、トイレ他

（４）　開館時間及び休館日

　開館時間　　午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）

　休 館 日　　毎週月曜日（祝日の場合は開館）、祝日の翌日、年末年始（12／29～１／３）

（５）　利 用 料 金

　常設展観覧料　無料

詳細については教育要覧をご覧ください。

鳥取市青谷上寺地遺跡展示館

（１）　設 置 目 的

　貴重な発見が相次ぎ「地下の弥生の博物館」と称される史跡青谷上寺地遺跡について、学術的重要性

及び素晴らしさを広く県民に理解していただくため、青谷上寺地遺跡展示館を設置し、平成13年8月11

日に開館した。

（２）　基 本 方 針

　多種大量で弥生人の暮らしぶりを具体的に物語る出土品の展示・紹介すると共に、体験・学習活動を

実施する。広く県内外に情報を発信する。

（３）　施　　　設

　場　　所　　鳥取市青谷町青谷4064番地

　構　　造　　軽量鉄骨ブレース構造　平屋

　敷地面積　　1, 208. 35㎡（建築面積　363. 13㎡、延床面積　358. 90㎡）

　施設の内容　　

　　展示室　　157. 00㎡　

　　ロビー、管理・事務室、トイレ、駐車場（バス、普通車とも施設前の共用駐車場）
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（４）　開館時間及び休館日

　開館時間　　午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）

　休 館 日　　毎週月曜日（祝日の場合は開館）、祝日の翌日、年末年始（12／29～１／３）

（５）　利 用 料 金

　常設展観覧料　無料

詳細については教育要覧をご覧ください。

鳥取市歴史民俗資料館

　地域の歴史資料、民俗資料の保存と活用を図り、市民の文化の向上と学術の発展に資するため鳥取市

歴史民俗資料館を設置する。資料館は、それぞれの地域の特性と、展示・収集保存資料に応じて地域に

密着した資料館活動を行っている。

名　　　　称 所　　　　　在　　　　　地

鳥 取 市 河 原 歴 史 民 俗 資 料 館 鳥取市河原町渡一木277－1

鳥 取 市 用 瀬 郷 土 歴 史 館 鳥取市用瀬町用瀬104－3

鳥 取 市 佐 治 歴 史 民 俗 資 料 館 鳥取市佐治町福園24

鳥取市あおや郷土館

鳥取市歴史民俗資料館
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